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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　朝ごはんの匂においが、まだ薄うすく漂ったままの玄関へ走り込み、

「ドクロちゃん、早くー！」

　足にぴったり履はき慣れた運動靴へと飛び乗るようにジャンプ！　しゃがんでカカトに指を差し込みながら家の中へと振り返るのは草くさ壁かべ桜さくら、十四歳。中学二年生の男子です。よろしくお願いいたします！

「ねえドクロちゃん、なにやってるの!?　遅刻しちゃうよー？」

　朝は六時四十分。本日の登校予定ジコクを既に十分も過ぎてしまっているこの現状。僕ぼく等らにとって平日の朝に六百秒の遅れというのは死活問題に直結するというのに、

「待って！　まだ焼けてないのーっ」

　くりっくりに幼く響ひびく少女の声は、廊下の突き当たり、キッチンから。

　窓から差し込む朝の光。それを金色に弾はじき返すわっかを頭上に浮かべた天使の少女は、顔をちょこんとコチラに突き出して、すぐに引っ込めてしまいます。

「いいから！　そんな登校中に走りながら食べる用のパンとかは焼かなくても！　いい加減ドクロちゃんだって、トーストを口にくわえていくつの角を曲がろうとも、素す敵てきなぶつかり合いなんてあり得ないんだって解わかっているのでしょう!?」

「桜くんのロマンチストー！」

　天使の少女は僕の言葉を振り切るように叫び、〈ちーん〉とトースターのはね上がる音と共に、あんむと食パン一斤を口にくわえて走り抜ける廊下。短い制服のスカートをひるがえし、そのままの勢いでコチラに向かって〈アン・ドゥー・

「ちょ、ちょっとまって！　一斤はでかいよ!!　っていうかドクロちゃんストップ！　止まっ……、あ、あぶな──ッ！」

　ずじゅむ〉

「ぐへァぅッ！」

　僕の右みぎ頰ほおに少女の頭ず蓋がい骨こつがめり込んだ音と一いつ緒しよに、衝しよう突とつ面めんからは画面いっぱいに黄色やピンクの☆や★が飛び散ります。そして少年の身体からだは時速五十五キロくらいで走行していた軽トラックに撥はねられたかのように玄関ドアへと叩たたきつけられ、崩れ落ち、

「いたたたぁ……あぁっ！」

　それを見つけた少女は暗銀色の髪の毛をふるふるして、足の付け根ぎりぎりまでめくれてしまっていた白いスカートを慌てて直して四つんばい。

「だいじょうぶ？　桜さくらくん。ねぇ、桜くんてばぁっ」

　ワインレッドな制服ブレザーに半分くらい隠れてしまっている手の平。天使の少女はその余り袖そで部分をちょこんと握り、右手のこぶしを口元にあて、倒れた僕の身体からだを左手でコワゴワと揺すってくるのです。

「な、なんですか……？　ドクロちゃん」

「もし桜くんが『そんなトコロにネギを挿し込んでまで風か邪ぜなんか治したくない』って言い張っても、ボク、容赦しないって約束できるからね……？」

「いったいぜんたいキミはナニを言い出すんだ」

「そろそろ出発なさらないと遅刻してしまいますよ？　桜さん」

　玄関の隅、床タイルに伏したままだった僕は、その春の女神のようにしとやかな声に顔を上げます。

　そこに居たのは、純白の軍服とおそろいのエプロンを身に纏まとった天使、ザクロちゃん。

「急げばまだ間に合います。お二人とも、車に気を付けてくださいね？」

　そして彼女は、表情の左半面を覆おおい隠す、魔ま女じよにかけられた呪のろいの如ごとき黒い革ベルトに手を当てたまま柔らかく微笑ほほえむのです。

「う、うん、行ってきます。心配かけちゃってごめんね、ザクロちゃん」

　スラリと背が高く、モデルのように均整のとれたボディからすると、彼女は十九歳くらいの大人の女性に見えちゃいます。しかしこの天使、実はドクロちゃんの妹で、本当の年齢は九歳の女の子というのですから、一人ではまだお風ふ呂ろに入れずにいつも僕を悩ませるの。

「いってきまーす！」

「はい。いってらっしゃいませ、おねえさま、桜さん」

　慌てて立ち上がり、僕とドクロちゃんはお留守番をしてくれる妹天使に手を振って玄関を抜け、家のすぐ前の道を右へと曲がって出発進行です。

　鼻先をかすめる薫くん風ぷう。暖かな朝でした。

　見上げれば今日の空には白い雲も多いけど、青く澄すんだ部分だって負けてない、ナカナカよい天気なのです。

　早歩きの道すがら始まる〝食べ物しりとり〟は、草くさ壁かべ桜から「マヨネーズ」→「ずわいがに」→「にんにく」→「くり」→「りんご」→「ごま」→「マスカット」→「トランポ…あれ、ねぇねぇ、桜くん？」→「まってドクロちゃん、今『トランポリン』って言おうとしたね？　やったー!!　僕の勝ちだよ!?　それって食べ物じゃないし第一最後に『ン』が付いたら負けなんですか痛痛疼痛ツぁぁッ!?　ちょ、ちょっとやめてドクロちゃん！　僕の毛穴にナニするのーッ!?　ぁぁああっ！　そ、そうか！　ドクロちゃんが言ったのは『トランポ』ね!?　し、知ってる僕知ってる！　煮て食べると美お味いしい！　特に鍋なべ物もの！　僕『トランポ』大好き！」

　セメクより解放される僕。

「あのね、桜さくらくんが持ってるそれって、なぁに？」

　彼女がユビ指したのは、僕の肩から提さげられている、

「え？　な、なにって……、これは絵の具セットだよ？」

　長方形した布製の袋の中にはプラスチックの二つ折りパレット、大中小の絵筆に絵の具（二十四色）、小さくしまえるビニール製のバケツなどなど、水彩道具がセットになった学年注文お揃そろいの一品。

　なのですが、天使は「はぅ？」とわっかの真ん中に、クルクル回転する『？』マークを出現させて。

「もー、ドクロちゃんたら。ほら、今日は〝写しや生せい大たい会かい〟でしょ？」

「え……っ」

「そんなコトも忘れちゃったの？」

　立ち止まってしまうおとぼけ少女に思わず苦笑した、その瞬しゆん間かんです。

「そ、そんなの──」

　天使の少女は突然、いちごジャムのように顔を火ほ照てらせ、

「へっ？」

「──だめなんだからぁっ」

　下方より、弧を描いて両手で振るい上げた超重量の鋼鉄トゲトゲバット『エスカリボルグ』は〈ぴゅぼず！〉と当方の喉のどにエグリ込むや突き破ったり後頭部。貫きイデた漆しつ黒こく凶器の先端は、頭とう蓋がい中の白っぽくて柔らかいモノを外部へ向かって『おめでとうございます！』的に飛ひ翔しようさせました。〈ぃぱぁぁぁぁぁ……！〉

「ま、まだボクと桜くんにはそんなの早いもんっ！　なのに、今、こんな爽さわやかな朝の街中で、そういうコト、言うなんて……」

　天使の少女は片手にエスカリボルグを握りつつ、ちらっと視線を向け、

「あ、あぁぁっ！」

　串くし刺ざされたままの少年、みぃつけた。

「さ、桜くんが大変なコトに！　待ってて？　ボクがいますぐ……！」

　バットのカタチをした魔ま法ほうアイテムからニョキニョキ生えているトゲトゲは、野や獣じゆうの乱らん杭ぐい歯ばを見てるみたい。引き抜いて拡大する破は壊かいもなんのその。彼女がバットを摘出したら、崩れ落ちる僕宛に、正統派マジカル少女も裸足はだしでマキビシ、ミラクルモード。




　ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪




『エスカリボルグ』より溢あふれ出る天使力。キラキラ煌きらめく粒子の群れは、貫通された頭部の傷穴および内容物を、繫つないで塞ふさぐように入りスク脳リターン。

　心臓の鼓動は正常に回復しました。

「ドクロちゃんは、なんで、なんで僕をこんな──!!」

　けれど、天使の少女は『エスカリボルグ』を後ろ手にうつむき、頰ほおを赤くしながらローファーのつま先で地面に『ホ』の字を描き、

「だ、だって、〝写生〟って、絵を描くコトなんでしょ？　でも、ボク、服を脱いじゃったら、あんまり、自分に自信、ないし……。け、けど、桜さくらくんがどうしてもっていうなら……」

「ち、ちょっとドクロちゃん!?　そんなにセツナイ決意を込めた瞳ひとみで見つめられても、僕だって自分に自信が持てない！　っていうか、キミがナニを考えているのかはよく解わからないけど、今日の写生大会は『グロリアス川』の上流で──」

「そ、そんな！　お外でなんて、もっとだめなんだもんっ！」

「──ごハッ！」

　喉のどから駆け上がり、口から吐き出されたのは鉄てつ錆さびの味。

「ドクロ……ちゃん？」

「きゃッ！　桜くん!?　これ、ボクが？　ボクが桜くんをこんな、お椀わんにこびり付いた明めん太たい子こみたいに……!?」

「的確な比ひ喩ゆ表現はいいから早く元に戻すんだ僕をー！」

「う、うんっ！」




　ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪




「な、なんなの……？　いったいどうしたっていうのさドクロちゃん。コトと次第によっては就寝前にお仕置きだからね!?」

　大胆に窪くぼんだ地面から這はい出た僕は、心の底より言いつのりました。

「で、でも、桜くんがそういうのの方が好きなら、ボク、がんばれるから──」

「ち、ちがうよドクロちゃん!!　あいかわらずドクロちゃんの物言いは要領を得ないケド、写生大会っていうのは、外の〝風景〟を描くモノなんだよ!?」

「ふう……けい？」

　天使の少女は、ぱちくりとコチラを見つめます。

「うん。僕達たちは今朝、そのために、いつもより三十分も早く家を出たんだから。今日は特別授業で、一度、学校の校庭に集まらなきゃいけないんだよ？　それに──」

　僕は、いつも通りの制服姿な天使の少女の、頭のてっぺんからつま先を視線で辿たどり、

「なぁに？　桜くんっ」

「──いいですか、ドクロちゃん。キミが右肩にかけているモノは、いったいなぁに？」

「……あぁっ！　いつも図工の時間に使ってる絵の具セットと画板だぁ～！　もー、桜くんたらっ」

　こうして僕たち二人は「あははははっ」「あはははははっ」「まてまてー」と、微笑ほほえみ合いつつ、一路、早歩きで聖ゲルニカ学園へと向かったのでした。




　──これは、『未来の世界』よりやってきた天使の少女ドクロちゃんと、十四歳の中学生、草くさ壁かべ桜さくらが織りなす、芸術のわかる健全なココロが肉体を育はぐくみ、少年の想おもいはその日、見えない翼つばさをはためかせる物語。
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　──『聖ゲルニカ学園』を経由しての現地到着時刻、九時オクロック。

　水神様を祀まつった神社の境けい内だいにて始まった、写生大会前の『朝のＳシヨート・Ｈホーム・Ｒルーム』も、

「それでは【先生のお話】。山やま崎ざき先生お願いします」

　ついにラストプログラム。

　クラスメイト達たちの前に立つ制服姿の南みなみさん（司会係）は、いつもの白い指揮棒の代わりに、一本の絵筆を手のひらで〈ぺしぺし〉しつつ、二年Ａ組の担任である山崎先生を召喚します。

『これからみんなに画用紙を配る』

　僕ぼく等ら三十七人の正面にある御お堂どうの扉が〈ぎぎー〉と開き、美術の時間でおなじみの大きくて厚い紙を札束のように広げて現れた山崎先生は、「一人一枚ずつ取って後ろへ回すんだー」と、男女二列縦隊で並んだ生徒へと画用紙を配り始めます。

「みんな解わかっているとは思うが確認しておくぞ。今日はここグロリアス川上流、『チグリス・ユーフラテス自然公園』にて写生大会だが、ところで……、──今日は七なの日か、か」

　腕時計をチラリと見た先生の声のトーンが、ひとりごちたモノに変化しました。クラスのみんなが解わかっています。これは、山やま崎ざき先生が生徒の誰だれかを指名する前兆。今日の日付は七日、ということは……！

「じゃあ、出席番号七番、草くさ壁かべ桜さくら。写生大会は何時までなのか、答えてみろ」

　やっぱり僕に来ました！

「あ、はい！　ええとっ、たしか……夕方の、四時ですっ」

　けれど、ココロの準備が間に合わなかった僕は、しゃっくりみたいなお返事をしてしまいます（は、恥ずかしいよう……）。回答に一つ頷うなずいた先生は、続けます。

「うん、そうだな。なので、みんな遅くとも三時五十分には、この場所に戻って来るように。それまでの時間は、今みんなが居る水神様の境けい内だいを描いてもよし、グロリアス川の周辺を描くのもよし。ただし……、──今日は木曜日、か」

　今度はいったい誰の番なのでしょう。受け持ちの生徒へ眼鏡のフレームを上げ、山崎先生は、

「じゃあ、草壁桜」

「えぇぇっ!?　な、なんでですか!?」

「写生大会は、この『チグリス・ユーフラテス自然公園』の中が行動範囲だからな!!」

「あ、は、はい!!」

「よし」と、先生は親指を立てました。

　木曜日と僕は特に関係ない上に、今のは……なに？

「先生からは以上だ。では今日一日、くれぐれもハシャぎ過ぎて怪け我がなどしないように」

「はーぃぃ……って、あ、あれ？　なんでみんな、僕をじっと見つめてるの？　ぼ、僕もう中学二年生だもん！　いつもとちょっと違う環境だからって、そんなにはハシャがないよ!?」

「それではみなさん、解散してください（南みなみさん）」

『はーい！（クラスメイト達たち）』

「ま、待ってよみんな！　こんなモヤモヤした若者特有の心理状態のままじゃ僕、まだここから解散できない!!」

　それぞれバラバラに散りゆくクラスメイトの中、

「ねぇ桜くん、いっしょに描こっ？」

　独りたたずんでいた僕へと駆け寄って来る天使の少女に、癒いやされちゃうなんて……。

「う、うん！　僕はすっごい上手な絵を描いて、みんなを見返してやるんだ……！」

「じゃあ、しゅっぱーつ！」

　天使の少女に連れられるようにてくてく、二人は神社の境内を抜けて森の中、散策コースへと進出を開始します。

　周囲には高い杉の木。ルート沿いに設置されている木道は、歩くたびに〈ぽくぽく〉と面白おかしく鳴るものですから、僕の隣となりを歩くドクロちゃんは、絵の具セット＆画板とバッグと一いつ緒しよになって、スカートまでくるくるさせながらステップを踏ふみ、瞳ひとみを輝かせちゃうのです。

「わぁ、なんだかカラダがむきむきしちゃうっ」

「むきむき!?」

　天使の少女は頭上のわっかをきらり、

「ねえ桜さくらくん？　もうここら辺でいいんじゃない？　早く描こうよ～っ」

　木漏れ日降り注ぐ林の真ん中でウズウズと僕を見上げます。

「だめだよドクロちゃん。ここで描いても周りは木ばっかりでしょ？　風景としてはイマイチさ。あせらないあせらない。なにしろこの『チグリス・ユーフラテス自然公園』には、綺き麗れいな景色がいっぱいあって、まさに写生大会のタメにあるような場所なんだから」

「そうなのー？」

「だからほら、もうちょっと先に行こう？」と、僕は彼女を促して、再び歩き始めます。

「確かに今日の目的は絵を描くコト。はやく描き始めちゃいたいドクロちゃんの気持ちも充分わかるよ？」

「じゃあなんで、ここで描いちゃだめなのっ？」

「絶好のお絵かきポイントを見つけるコトも、とっても重要だからさ。なぜなら、場所選択に間違いが無ければ、この〝写生大会〟は、半ば成功したと言ってもカゴンではないからね」

「ふーん……？」

「いーい？」と、僕は、どうやらわかっていない天使の少女に人差し指を立てます。

「〝写生大会〟といえば『美術』の時間の延長だよね。美術って、すなわち『芸術表現』の一つでしょ？　芸術というのは自己の表現であって、一番大切なモノはやっぱり心の震ふるえだと思うんだ。いかに自分が感動したかを表現するのが大切なんじゃないかなっ？」

「そっかぁ！　さぁっすが桜くんは『くさかべ家の小さなアーティスト』なんだから！　それでそれで？」

「でねっ、実は僕、おもわずドキドキしちゃう絶好のお絵かきスポットに心当たりがあるんだよ。ほら、見てごらん？」

　少女は「あぅ？」と立ち止まり、行く手を左右に分かつ一本の立て札を見上げ、

「ああ！　左が『白しら鳥とりの滝』で、右が『緑沼』だって！　桜くん、どっちにいくの？」

　問いかけながら、僕に視線を移します。

「それはね──……」

　繫つながる思考はふいに、とある記き憶おくのトリガーを引きます。

　そして唐突ではありますが、僕の意識は束つかの間ま、過去へと飛ぶのです！

【草くさ壁かべ桜、束の間の過去回想】

　そう、あれはちょうど三日前。お昼休み、教室でのコトでした。

　その時僕は、親友の宮みや本もとと机の上で〝消しゴム野球〟をしていて、彼から「デッドボールデッドボール！　おい桜さくら、これはそういうシューティングゲームじゃねえ！」と叱しつ咤たされていたトコロでした。

「『チグリス・ユーフラテス自然公園』の中に、『白しら鳥とりの滝』ってあるでしょ？」

　僕の耳が拾ったその声は、斜め前の席で友達とおしゃべりしていた水みな上かみ静しず希きちゃんのもの。ああ、なんで彼女の言葉はこんなにも僕のココロの奥深いトコロまで届いてしまうのでしょうか。

　彼女は友達である南みなみさんと、今度の写生大会の舞台である、『チグリス・ユーフラテス自然公園』の話をしているのです。

「天気がいい日には滝に虹にじがかかるらしいんだけど、運がよくないとめったに見ることができないんだって……」

　まっすぐに伸ばした背筋に流れる髪の毛は二つ縛しばり。優しくて明るくて、ちょっと恥ずかしがり屋さんな静希ちゃんは、僕が片かた想おもい中の女の子。幼なじみとはいえ、まだなんでも解わかりあえる仲じゃなくて──

　甘い痛みが、僕の胸を締しめ付けます。

　──だから、この公園唯一の滝スポット、『白しら鳥とりの滝』で絵を描くだろう静希ちゃんの隣となりで、今日、僕は……!!

「はやく言え──っ!!」

「はッ!?　あ、ドクロちゃん!?　いッぃ痛瘧痛痺ぁァッ!?」

【草くさ壁かべ桜、束つかの間まの過去回想】の終わりも告げていないのに、天使の少女ったら、細い木道にうつぶせにした僕を、ぎゅってつねり上げました。

「もう！　右か左かどっちに行くの？　優柔不断な桜くんの口はこの口？　このお口なのっ!?」

「い、痛いよドクロちゃん！　ちがうちがう！　そっちのお口じゃないよぉッ！」

「だったらもうボクが描く場所を決めてあげる！　じゃあ、こっちの『みどりぬま』!!　さあ、いっくよー？」

「まってぇぇぇッ!?　だめっ！　ねえ、僕が行きたいのは『白しら鳥とりの滝』なのぉぉッ！　ぜったいドキドキするんだからぁぁ……ッ!!」




　　　　★




　天使の少女は、目の前に流れ落ちる瀑ばく布ふを見上げ、

「わぁぁー、なにこれぇ──……」

　深緑色の大きな瞳ひとみをキラキラ、〈こくっ〉と息を吞のみ込みます。

「すごいね桜くんっ!!」

「ここが『チグリス・ユーフラテス自然公園』を流れる『白しら鳥とりの滝』だよ？」

　滝たき壺つぼの縁、張り出した岩の上に立つ二人の頭上に、気まぐれな風に吹かれてはじけた水滴とマイナスイオンがお天気雨のように降り注ぎます。

「あはは、つめたーいっ」

　およそ十メートル頭上、岩の断層より勢いよくこぼれる水流は白く鋭い放物線を描き、深い滝壺へと突き刺さるように注がれています。辺りに響ひびき続けているのは、水が砕けて飛沫しぶきになる音。そして、たっぷりと溜たまった水が溢あふれるように下流へと奔はしるセセラギ。

「あぁー！　見て見てー？」

　天使の少女は岩の端っこから腰をかがめて深い滝壺をのぞき込み、水面が揺ゆれ、周囲の岩壁にゆらゆらと描く模様に、夢中になっています。

　滝の周囲には、岩盤に張り付き水滴をぽたぽたと垂らす苔こけや、緑色のお札のようにシダ植物が垂れ下がって風に揺れていました。

　──〝街から歩いて三分の大自然〟。それがこの『チグリス・ユーフラテス自然公園』のキャッチフレーズです。アスファルト舗ほ装そうの道を歩いてもやって来れるこの雄大な滝には、休日ともなると癒いやしを求めにたくさんのヒトが訪れます。

「～♪」

〈ざばざば〉という水の崩音を低音部に、はなうたまじりな天使の少女。

　彼女は膝ひざに手をつき、こちらに背中を向けて滝を眺めていました。細くて白いうなじに陽ひの光があたっています。今、ドクロちゃんを包んでいるのは、ワインレッドのブレザーと短いスカート。白い裾すそが滝の水風に揺れて、ひざっこぞうの裏側の窪くぼみがまぶしい限り。

　けれどこの天使、服に隠れた部分は高校生みたいに発育しちゃっているくせに、まだまだカラダはちっちゃくて小学校四年生の女の子くらいしかないものですから、なんだか滝の淵ふちに近づき過ぎているのを見ていると、危なっかしい気がしてしまいます。

「ほらドクロちゃん、そんなに近づいたら滑って下に落ち──」

　その時、ふと、僕の脳裏に湧わき出してしまう、

「（あ……）」

　いたずらゴコロ。

　目の前にある、彼女のあまりにも無防備な背中を、ちょっとだけ、後ろから『わっ！』と驚おどろかしたら、いったいどうなるでしょうか。

　きっと「きゃっ！　んもう、桜さくらくんたらっ」「あはは、ごめんよ」「うぅん、びっくりしただけっ」「えへへっ！」って、なるハズです。

「そぉぉぉっと……！（ごくり）」

　絶え間ない滝の音が、上う手まい具合に僕の気配を消しています。

　天使の少女の後ろに立った僕は、両手を構え……、あ、いえ、ご安心を。驚かすと同時、彼女の両方の肩をきちんと摑つかみますので大だい丈じよう夫ぶッ！

「わアァッ!!」

　なのに、伸ばした僕の両腕は、少女を突き抜け、空を泳ぎ──ッ!?

「──って、あ、あれ？　これは……!?」




「残像、だよっ？」




　ソレは、目の前にあるドクロちゃんの姿が、どんどん薄うすくなっていくのを見続ける僕の背後、耳元で囁ささやかれたくりくりボイス。

「えええッ!?　な、ふぁあッ！　おっこっちゃう！　おっこっちゃうー!!」

　なんというコトでしょう。さっきまで天使の少女がいた場所に立っていた僕は、驚きよう愕がくにバランスを崩し……！

「きゃっ！　桜さくらくん、これに摑つかまって!!」

「わぁあああ──ッ！」

　僕はとっさに、彼女が差し出した『棒』を〈ぱっし！〉と摑みます！

「た、助か〈ひぽんっ！〉えっ？　ええええッ!?　な、なんでドクロちゃん、今ここで『卒業証書を入れる筒』なんか、僕に差し出し──！」




　だっぱぁぁぁぁん！




　筒のキャップを片手に持ち、天使の少女の呆ぼう然ぜんとした顔を見ながら滝たき壺つぼの水面に着水。

　冷たい水が一いつ瞬しゆんで僕を包み、目、耳、口、鼻、全身の皮ひ膚ふ、五感が、僕に与える全すべての情報がエマージェンシーを奏かなでます。

「桜くーん！」

　天使の少女は岩から川岸に飛び降り、急流に巻き込まれた僕を追いかけ始めました。

「ドクロちゃん！　た、助けぇぇてェ……ッ！　あっぷ！　あっぷ！」

　沈降に次ぐ急流回転。脳天をかける鋭い痛みは、鼻から進入した川の水のせいです。僕は水面から見え隠れする天使の少女にＳ・Ｏ・Ｓ！　Ｓ・Ｏ・Ｓ！

「ねえ桜くんっ！」

「な、なにドクロちゃん!!」

「ボク、溺おぼれながら『あっぷあっぷ』言うヒト、初めて見た！」

「わかったから早く助けろアホ天使！」

　泳ぐというよりは水流に押し出され、やがて僕は岸へとたどり着きました。

「桜、くん……」

「ねえドクロちゃん、『朝のＳショート・Ｈホーム・Ｒルーム』で担任の山やま崎ざき先生がなんて言ってたか憶おぼえてる……？」

「うん、憶おぼえてる……」

　天使の少女は、しゅんと肩をすくめて、上目づかいにコチラを見上げます。

「先生は桜さくらくんにこう言ったの。『十二歳の女の子を見ても、決して川の中に引きずり込まないように』って──」

「い、言ってないよ先生はそんなコト！　僕はえり好みの激しいカッパかナニかなの!?　ちがうよ、先生は『校外授業だからとはしゃいで、怪け我がなんかしないように』ってみんなに言ったんだよ!?　それなのにドクロちゃんいきなり分身なんてするから、僕、びっくりして滝たき壺つぼに──」

「だって……」

　すると、胸元を押さえる天使の少女。彼女は顔を赤らめ、潤うるんだ瞳ひとみで僕を見つめてくるのです。

「だって、急に桜くんがボクのを、後ろから、ぎゅうって、しようとするんだもん。だめだよ、ボク、十二歳なんかじゃ──」

「ないのは知っている上に、だから十二歳とか年齢とかは全然関係な──」

　そしてそれは、まったく突然、僕の視界に飛び込んで来ました。

「ッ!?」

　発見してしまったのです。わずかな茂みの向こう、下流側に、一人のクラスメイトの女子の姿を。

「（し、静しず希きちゃん!?）」

　聖ゲルニカ学園二年Ａ組、出席番号三十番。クラスメイトである女の子、水みな上かみ静希ちゃんこそ、僕の『一人交換日記』のお相手なのです。

　ちなみに、これを読んでいる女の子のために説明しておきますと、『一人交換日記』とは、片かた想おもい相手と交換日記をしているという設定で、僕→片想いの女の子（になりきった僕）→僕→片想いの女の子（になりきった僕）と、かわりばんこに、その日あったことや、ポエム、誰だれにも言えない悩みなどをこっそりと日記でやりとりする、男子学生なら誰でも知っている、わりとポピュラーな趣しゆ味みのコトなのです（さあ、ではそろそろ物語に戻りましょう）。

　彼女は既に画板に画用紙をはさんで、レジャーシートに腰を下ろして絵を描き始めていました。

　──そう、僕にはわかっていたハズです。

　静希ちゃんがこの場所に来ているだろうというコトを……!!

「い、いやあ、それよりここは素晴らしい景色だねードクロちゃん！　ほら、見てごらん!?」

　下流に流されたとはいえ、離れたからこそわかります。ここから眺める『白しら鳥とりの滝』は周囲の豊かな自然を含んで、まさに一幅の絵画のようであります。

　天使の少女は「あ、ほんとー！」と、おでこに手のひさしを作ってぴょこぴょこ背伸び。

「あれ、でも、もう少しこっちの方がいいかなー？」

　僕は言いつつ、濡ぬれた足跡を残して苔こけむした岩場を越え、着実に下流域へと向かいます。

「ああ、僕は今までなんで、こんなよいトコロを見逃していたのだろうか……」

　両手の人差し指と親指を立て、四角形を作って、およそ十五メートル上流の『白しら鳥とりの滝』に向けて近づけたり遠ざけたり。

「よーし、そうだっ！　ねえドクロちゃん？　今日一日、僕ぼく等らはココで絵を描くコトにしよう。きっとその絵は素晴らしいモノになるに違いないから！」

「うん、いいよーっ？」

　ドクロちゃんはさっそくバッグの中から〈わしゃわしゃ〉とお尻しりの下に敷しくレジャーシートを引っ張り出します。

「じゃあ、この辺りに座ろうか」

　僕は、岩場のスキマを縫ぬうようにセセラぐ水の流れ、その一メートルほど手前。砂の上に膝ひざをついて、そこから上流に見える滝の具合を確かめました。

　そして、ふと、

「あれ、こんにちは。静しず希きちゃん」

　お隣となりにいた幼なじみの女の子にぺこりと頭をさげるのです。すると、６Ｂのえんぴつを走らせていた画用紙から顔を上げ、

「あ、桜さくらくん、偶然ね。こんにちは」
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　にっこりと微笑ほほえんでくれる静しず希きちゃん！

「隣となり、大だい丈じよう夫ぶ？」

「うん、ぜんぜん平気。気兼ねしないでどうぞ？」

「よかったぁ、ここ、景色いいもんね！」

「（おい、桜さくら！）」

「（わ！　びっくりした！　いたのか宮みや本もと!?）」

　それは、僕の右隣、一つ上流に座っていた親友の声。

「（そんなコトより、さっきから凄すさまじくわざとらしいぞ桜！　見ているこっちが恥ずかしい!!）」

「（うるさいこの野球部!!　恋の道はいばら道みち！　傷つかずにはいられないのさ！）」

「こんにちは！　静希ちゃん、宮本くんっ！　ほぉら、桜くんはなにやってるの？　早く座ってよう。せっかくボクがレジャーシートを敷しいたのにっ」

「あ、ごめんごめんドクロちゃん……って、え？　な、なんでキミが僕と静希ちゃんのアイダにぃ!?」

「えぇぇ？　だってボク、桜くんの天使だし……」

　まってください！　このままではさっきまでの僕は宮本のご指摘通り、まるで道化です。

　し、しかたない……！

「あれ、待てよ？」

　僕はおもむろに立ち上がり、『白しら鳥とりの滝』にエンピツを立てながら中腰、そろりそろりと静希ちゃんの背後を通過します。

　そうなのです。

　静希ちゃんの隣は一つだけにアラズ。こちら側とは反対の、一番下流に位置した側にも……!!

「こっちの方が──」

　しかし、

「なに？　桜くん」

　そこには、腰までの黒髪を持つクラスメイトの女の子、南みなみさんが今まさにシートを広げて絵画道具を広げている真ッ最中ッ!?　い、いつの間にですかぁぁッ!?

「──ちょっとだけ標高が高いなぁ……」

　僕は、ドクロちゃんと宮本に挟まれた場所に戻って参りました。静希ちゃんは南さんとドクロちゃんに挟まれて、もくもくと絵を描いております。

「（おまえ……）（宮本）」

「（なにも言うんじゃありませんッ！）（僕）」

「ほらぁ、なにやってるの桜くんっ？　一いつ緒しよに写生大会しようよー」

　天使の少女は僕の濡ぬれた制服の袖そでを引っ張ります。

「うぅぅ……ッ!!」

　しかたなく、僕は画板に画用紙をはさみ、筆箱から取り出した柔らか６Ｂえんぴつでの下描きを開始し──

「あ、まって？　桜さくらくん」

「なぁにドクロちゃん」

「その前に、桜くんは濡ぬれた服を着替えなきゃ。はいこれ」

「ちょ、ちょっと、これ、この真ピンク色のジャージは、木工ボンド部の──！」
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『い、いいよ！　こんな大自然の真ん中で、そんなにも真ピンクすぎるジャージなんて着れないよ!!　このビッショリ感は僕の意志だ！　全部、僕のモノなのさ……!!』

　それが、草くさ壁かべ少年が天使の少女の持つ眼力で意識を失う前に発した、最さい期ごの言葉でした。

　耳じ朶たを打つ川のセセラギに目を覚ませば、僕は〝木工ボンド部指定〟、真ピンク地に『苦く沙さ華か辺べ裟さ狗く羅らの全すべてを木工ボンドに捧ぐ』『そんな木工ボンドに、私はなりたい』『一つ、ヒト世の木工ボンド』などの格言が縦横無尽に刺し繡しゆうしつくされた、〝デザインディッド・バイ・ドクロちゃん〟のジャージを身につけた自分自身を発見したのです。

「うぅぅぅ、酷ひどいよう、酷いよう……」

　とっさに自分の身体からだを抱きしめ、特殊な恥ずかしさに震ふるえながら、僕は天使の少女に非難の視線を向けました。

「桜くんはそれを着るために生まれてきたんだから！」

「その意見はいささか論理が飛ひ躍やくしすぎというモノだよ!?　っていうか、なんでドクロちゃんはこんなジャージをいつも持ち歩いているの!?」

「本当なら桜さくらくんがいつも持ってなきゃいけないんだよ？　なのに、そんな言い方するなんてー！」

「わー！　待って！　脱がした僕の制服を川に放流しようとしちゃだめぇーッ！」

　ちなみに、先ほどから話題に上っている〝木工ボンド部〟とは、天使の少女ドクロちゃんが部長をつとめる新機軸の部活動で、しぼり出された白い木工ボンドと触れあい、乾いて透明になっていくその様を通して、いつの日か『木工ボン道』を極めるコトを目的として目もつ下か部員募集中です。

　さておき、

　現在、僕達たちクラスメイト五人は『白しら鳥とりの滝』からおおよそ十七メートル下流。川沿いに並んで腰を下ろし、上流にある一条の滝と、目の前にある画用紙の間で視線を上下させ、写生にいそしんでいました。辺りに響ひびくのは〈どーどー〉という滝たき壺つぼ音おんと、〈しゃらんらしゃらんら〉という流水のセセラギ。

「あれ？　宮みや本もと、もう色塗り始めたの？」

　右みぎ隣どなりに座る親友の絵をのぞき込み、僕は彼がいつの間にかパレットと絵筆を持っているコトに気が付きます。

「おう。というか、お前がここに着いてから、もう一時間は経たってるんだぞ？」

　一番上流に座っていた彼は、画用紙に奔はしらせていた筆を止めて、呆あきれたように僕を見ました。

「んー、でもさ宮本。ココをもうちょっとこうしたら──」

「や、やめろ桜！　なんで俺おれの川にお前のジャージみたいなピンクを塗り込むんだ!!　自然界に無い色使いをするんじゃねえ！　おい、やめろったらこの野郎！」

「ねえ桜くん！　ちゃんと前向いててってばぁ！　モデルが動いちゃだめでしょ？」

　突然、僕の顔をぐいぐいし始めたのは左ひだり隣どなりに座る、頭上のわっかに木漏れ日を反射させてる天使の少女。

「モデル？　あんたいったい、ナニを描いて……って。あ、わっ！　なんでドクロちゃん、画用紙の空に微笑ほほえんだ僕の横顔を描き込んでるのッ!?　しかもこんなにリアルで精密なタッチで!!　これじゃなんか僕、みんなを先に行かせて一人で自爆しちゃったヒトみたいじゃん！　消してよ縁起悪いから！　……い、痛い痛い！　違う！　僕を消しゴムでこするんじゃなくて、絵の方の僕を消すのーッ！」

「もー桜くんはしかたがないなぁ～」

　天使の少女はくちびるを尖とがらせ、しぶしぶ画用紙に消しゴムをかけ始めます。

「その桜くんの表情、すごく上手に描けてるのに……」

　静しず希きちゃんは、ドクロちゃんの絵に視線を向け残念そうに言いますが、

「い、いや、でもこのままにしておくワケにはさすがに──」

　弁解のさなか、ふと僕の視界に静しず希きちゃんの画用紙が飛び込んで来ます。

「（わぁ……）」

　今度は僕の呼吸が止まってしまう番です。静希ちゃんの絵は、力強く、精密で、なにより温かみに溢あふれて──

「ねえ、桜さくらくん」

「へっ？」

　静希ちゃんの絵にこっそりと見とれていた僕の意識は、一番下流に座るクラスメイトの女の子の発言で引き戻されます。

「あ、な、なに？　南みなみさん……」

　彼女は、画板から目を離さず、えんぴつの動きも止めぬまま、

「好きな色って、なに色？」

　問いかけて来きました。

「僕の、好きな色？　え、えぇーと、ビ、ビリジアン、かな……」

「ふーん」

　南さんは、いたって平淡にそう言ったきり、見つめていた滝から、再び画板に視線を戻し、作業再開です。

「……あ、あれ？　それで、おわり？」

「うん」

「じゃあ南さんの絵は──」

「見ないで」

　ゆっくりと、膝ひざと一いつ緒しよに画板を立てる南さん。

「で、でも──」

「見ないで」

　僕が、誰だれもいない遊園地に一人取り残されたような気持ちになった、その時でした。




　ムぅぅぅウ～～～～～




　上方、青い空から辺りに響ひびく、高くくぐもった音の波。

「あぁあっ、桜くんどうしよう！」

　天使の少女が突然、怯おびえたように僕の腕にぎゅっとしがみついて来たのです。

「え？　どうしたのドクロちゃん」

「き、きっとこれは、『舐なめちゃだめ』ってみんなが止めたのに、桜くんが道ばたのお地蔵様をぺろぺろしたりなんかするから、山の神がお怒りになって──」

「な、なぁにそれ!?　僕そんな変なコトしてないよ!!　ちょっとまって、これは『チグリス・ユーフラテス自然公園』内に正午をお伝えするサイレンなんだからね!?」

「ほんとう？　本当にこれ、山の神様の怒りの咆ほう哮こうじゃないの……？　じゃあ、お弁当食べよう？」
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『白しら鳥とりの滝』の下流には、今やそれぞれのレジャーシートがくっつけられてできた、お昼ご飯の場が出現していました。

「いっただっきまぁーすっ」

　相変わらず僕の左ひだり隣どなりにいる天使のドクロちゃんは、巾きん着ちやく袋より取り出したピンク色、ネクタイを締しめたスーツ姿のサラリーマンが印刷されたプラスチックなお弁当のフタを開け、さっそくフォークでタコさんウィンナーをぷすっと捕獲。お口に運びます。

「な、ド、ドクロちゃん、早いよっ」

　まだ筆箱にえんぴつと消しゴムをしまっている最中だった僕は、天使の少女に〝待った〟をかけます。こういうのは、一番最後のヒトに足並みを揃そろえるのが優しさだと思うのです。

「えへへー。ほら見て？　このウィンナーは、桜さくらくんそっくりに切ってあるんだよっ？　だからこれで（ぱくりっ）、おあいこー！」

「そこにはどんな心理が働いているのかが解わからない……！」

　──この場を俯ふ瞰かんで見るならば、お弁当を広げて、まぁるく輪になって座っている『聖ゲルニカ学園』の生徒が五人。とりあえず写生はひと休み。今はお昼の時間なのです。

　なんだか、ちょっとした遠足気分に浸れちゃい、カラダを硬くしていた緊きん張ちよう感かんのようなモノが、ゆっくりとほぐれていくのが解ります。

「その桜くんウィンナー、ドクロちゃんが作ったの？」

　右隣に座る天使の少女に尋ねたのは静しず希きちゃん。

「ええとね、切ったのはボクで、焼いたのはザクロちゃんなんだよ？」

　天使の少女が振り向けば、金のわっかもそれにあわせて一いつ緒しよに動きます。ドクロちゃんは静希ちゃんへとスーパーにこにこしながら、

「静希ちゃんのお弁当も、てづくり？」

「うん。朝、ちょっとだけ早起きして……」

　見れば、彼女のお弁当の中には、色とりどりの具材を白いパンで挟んだサンドイッチが並んでいて、

「うわぁ、すごく、おいしそうだね」

　僕は思わず、呟つぶやくように声に出してしまいます。

「あ、南みなみさんも自分で作ったって言ってたよねっ」

　静しず希きちゃんは恥ずかしそうに、左ひだり隣どなりの──位置的には、僕の正面にいる──南みなみさんに振り向きます。

「……（こくり）」

　と顔を縦に動かし、長い黒髪を持つ彼女は、両手で銀色の水筒のコップに口を付けていました。正座した南さんのスカートの上には、朱色のお弁当箱があり、中には濃い小豆あずき色いろ、楕だ円えん型をした、

「お、おはぎ!?」

　和菓子の代表格、おはぎが、ぎっしり!?

「……なにか？」

「い、いやっ！　南さん、器用なんだと、思って……」

　感情が読みとれない表情のまま、彼女は、おそらく中身は緑茶なコップに、再び口を付けるのです。

「っていうか、桜さくら。実は俺おれも手作りなんだぜ？」

　僕の右隣。宮みや本もとがコチラに突き出して来たのは、

「おわっ！　なんだ宮本そのでかいおにぎり！　なんか、まんがに出てくるヒトみたいだな」

「お前にだけは言われたくねえよ!!　だったら桜の弁当を見せてみろ」

「もちろんさ！」

　自信たっぷりに、僕はお弁当の入ったきんちゃく袋を、

「……、あれ？」

　……手元にあったのは絵の具セットにスポーツバッグ。だけど、ザクロちゃんお手製の水色のきんちゃくはどこにも、見あたらず──

「どうした？」

「──ない。お弁当が……」

「は？」

　刹せつ那なに記き憶おく、プレイバック。

「あ」

　僕は、『白しら鳥とりの滝』、その傍かたわらに突き出た岩を眺め、

「……滝たき壺つぼ？」

　川から上がる時に、回収し忘れました!!　というか、回収したトコロで既に食べられるとも思えません！

「落っことしちゃったの……？」

　静希ちゃんが、僕の手元と表情を、心配そうにうかがっています。

「そ、そうみたい」

　ぽつりと呟つぶやけば、途端に〈ぐぅぅぅぅっ〉と鳴き声を上げる僕お腹なか虫むし。場に『ああぁ……』という、寂しい雰ふん囲い気きが漂います。

「桜さくらくん？　おひとつ、どうぞ」

　その時、綺き麗れいなサンドイッチの詰まったお弁当をそっと僕へと差し出してくれたのは、

「静しず希きちゃん……！　あ、ありがとう、本当にいいの!?」

「俺おれもやるよ。ええと、どの部分が食いたい？　昆布の部分にするか？」

　食べかけの巨大おにぎりをこっちに突き出してくる、

「宮みや本もと！　やっぱりお前は親友だよ！」

「……こしあんだけど」

　すっと、お弁当のフタに乗せた小さめのおはぎを僕の前に置いてくれる、

「南みなみさん……！　僕、こしあん大好物！」

「じゃあ、ボクは桜くんにこのソーセージあげるーっ！」

　天使な彼女が差し出す、赤いビニールを破いた、桃色魚肉ソーセージ状の物体。

「ドクロちゃんもありが……、えっ、待って？　まさか、これは──ッ!!」

「『びんかんサラリーマン・ソーセージ』だよっ？」

「い、いけないよこんなの──ッ!!」

　急いで説明します。『びんかんサラリーマン』とは、ドクロちゃんが購読している、とある漫画雑誌に連載中の漫画のコトで、世界一びんかんなカラダとココロを持つサラリーマン、『敏びん感かん一いち郎ろう』が巻き起こす、愛と裏切りの一大叙事詩で巷ちまたでは密ひそかなブーム。それがなぜかソーセージとメディアミックス。これを食べるとびんかんになる気がするゆえ、天使の少女のお気に入りおやつとなっているのですが、

　しかし！

「お、うまそうだな。じゃあ、桜がいらないなら、俺に一本（宮本）」

「うん、いいよ？　はいっ（ドクロちゃん）」

「あああッ！　だ、だめだ宮本！」

「じゃあ、静希ちゃんにもあげるー（ドクロちゃん）」

「ス、ストォップ静希ちゃん!!　ドクロちゃんの触れたそれを食べたら……!!」

　ま、間に合わないぃ!!

　僕は、天使の少女が静希ちゃんに差し出した剝むき済みソーセージに向かって身を乗り出し！

「（ぱくっ！）」

　彼女が口にしようとした寸前で食べるコトに成功!!

　すると、

「はぁうぅぅ！〈びくびく！〉、や、やっぱり身体からだが敏感になったよぅぅッ!!」

「ねぇーえ、桜くぅん……」

「ちょ、ちょっとドクロちゃんなに!?〈ぴびくり！〉　なんで僕の膝ひざの上にしなだれかかってくるの!?〈びびくぅッ！〉　ねえ僕、午後からこんなんでどうするのぉぉッ!?〈がくびくくンッ！〉」
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「ごちそーさまでしたぁっ」

　という天使の少女の言葉が合図。寄せ集めていたみんなのレジャーシートは元の写生スタイルの位置に戻されていきました。

「今ごろ桜さくらくんのお弁当、きっとお魚さんたちが『おいしいおいしい』って食べてるよっ？」

「ドクロちゃん。ひょっとしてキミは自分がイイコトをしたと思ってるのかい？」

　場には、たわいのないお喋しやべりが続きます。

　けれど、それも自然とぽつりぽつりになっていき、五人はやがて無口になり始めるのです。

　──時折、意識に浮上しては、やがて遠くなる水の音ね。

　それぞれが筆使いと画用紙に集中する中、木漏れ日が岩肌に作る陽ひと影の色彩を濃くしながら、ゆっくりと移ろいます。

「よし──」

　そして、最初にその静寂をやぶったのは、

「──完・成っ！」

　僕でした。仕上げに使っていた小筆を、すっかりにごってしまっている小さなバケツの中に沈めます。

　思い出したようにお父さんから借りてきた腕時計を見れば、時刻は三時十分。どうやら時間内に仕上げるコトができたみたいです。

　ふと、ドクロちゃんや宮みや本もと、静しず希きちゃんと南みなみさんの様子をうかがえば、みんなも完成間近。というか、ほぼ同時にフィニッシュを迎えてると言っていいでしょう。

　絵が全体的に乾くには、もうちょっと時間がかかります。僕は立ち上がって伸びをするフリ、なにげない動作でこっそりと静希ちゃんの絵に視線を向け、

「うわぁ……っ」

　思わず、今度こそ、本当に声を漏らしてしまいました。

「あ、もう、あんまり見ないで？　まだ描き途中なんだから……」

　彼女はコチラに気づき、恥ずかしそうに、膝ひざの上の画板へと覆おおい被かぶさるようにカラダを曲げてしまいます。

　けれど僕はばっちり見てしまいました。色彩の重ねられた彼女の『白しら鳥とりの滝』からは、今にも涼しい滝の音が聞こえてくるようだったのです。

　……思い出しました。小学校の時から今まで、体育館へいっせいに張り出される絵の中、静希ちゃんの所には『一番うまく描けたで賞』である金色の折り紙が常に輝き続けているくらいなのです。

「こんな綺き麗れいな絵が描けるのは、きっと静しず希きちゃんの心が綺──」

「ねえ桜さくらくん！　ボクの絵も見てっ？」

「なっ、ちょ、ドクロちゃん!?　まって今、すごく大事なトコロ……！」

　おのれ、その頭上にぷかぷか浮いてる金色のわっか、取り外してやろうか……!!　と、僕のココロはドドメ色に染まったけれど、ここで天使の少女だけをジャケンにするコトはできません。なのでしかたなく、僕はドクロちゃんの風景画を──

「なッ！　空が緑みどり色いろしてる!?　ね、ねえドクロちゃん？　この空の色は一抱えもある四星球スウシンチュウが存在する惑星のモノでしょ!?　キミにはこの地ほ球しの空がどんなふうに見えてるのさ！　ああッ、待って？　そしてここにある雲、よく見たらやっぱり僕の顔じゃない……!?　そ、そうだよ、ほら見て？　僕にそっくり！　だまし絵風にして紛れ込ませたってだめだよ!!　消して消して！　というか、まてよ？　そういう視点でドクロちゃんの絵をよく見てみると、色々なトコロに動物が隠れてる!?　キ、キリンさんみつけた……！」

「ねえ、桜くんの絵も見せて見せてっ？」

　僕の言葉に、天使の少女は照れたようにカラダをくねらせました。

「ま、まあ、いいけど……」

　胸の前に絵を掲げるようにして持った僕は、その場のみんなに自分の作品を見せました。

「どうかな？」

「普通に、下手ね（南みなみさん）」

「お、おい、南さん!!（宮みや本もと）」

「えええッ!?　へ、下手？　僕の絵、ヘタデスカ!?　タ、確かに僕、一度も『がんばりましたで賞』の赤い紙すら絵の下に張ってもらったコトないけど……!!」

「う、ううぅん、なんというか、とっても個性的で──……（静希ちゃん）」

「静希ちゃんまで言葉をニゴした!?　ちゃんと美術の先生に教えてもらった通りに、パレットの上に二十四色出して色も塗ったのに!!　──っていうか、なんでドクロちゃん泣いてるの!?　え？　絵の中に変なモノが隠れてる？　べつになにも隠れてないよ!?」

「まあ、だれにも得手不得手はあるってことだよ……（宮本）」

「なんだかフォローの言葉に聞こえちゃう！」

「あ、そうだ。私、バケツのお水、取り替えてくるね？」

　あっ！　静希ちゃんがなんだか席を立ちました！

　よおし、チャンス到ライッ！

「じゃあ、僕も行こうかなっ。そうだ、ドクロちゃんのも持っていってあげる！」

　草くさ壁かべ桜の華か麗れいな先回り。そう、ここでアホ天使の妨害を受けるワケにはいかないのです！

「あ、桜さくらくんありがとう！」

　ドクロちゃんに見送られながら両手にバケツを持ち、僕は先に歩き出した静しず希きちゃんに遅れること六秒、水くみ場へと向かいました。

　一番近くの水道は、しばらく下流に行ったトコロにある、休憩所に設置された簡素な水道です。

「まだあったんだね、この水道」

　僕は、水を取り替えている幼なじみの女の子にそっと近づきました。

　周囲にヒトの気配はなく、午後の黄色みを帯びた光は木立を抜け、いくつもの細いスポットライトを周囲に投げかけています。

「あ……うん」

　彼女は、休憩所の入り口にある蛇口をきゅっと閉め、振り向いてくれました。

　そして、頷うなずくその表情。

　静希ちゃんの微笑ほほえみはいつもの『凜りんとしたクラスメイト』のものではなく、『ほんのりと柔らかい幼なじみ』のものになっていました。

　僕は、ともすれば震ふるえる想おもいに呼吸ごと止まってしまいそうになる言葉を、

「小学校の時とか、夏にみんなでここで遊んで、喉のどが渇くとそこの水道で水を飲んだり、この休憩所で休んだりしたよね。……よく憶おぼえてる」

　紡つむぎます。

　そしてそのまま、あずまや式の休憩所へと入りました。ここからだと『白しら鳥とりの滝』は、かなり上流に見えます。

　静希ちゃんも、ゆっくりとコチラに来て、ベンチに腰掛け、

「小学校、三年生の時だったっけ。桜くんが子猫を助けようとして川に落ちちゃった時も、この水道で猫と一いつ緒しよに身体からだを洗って──」

「あ、あの時は大変だったよねっ！　風か邪ぜとか引かなくホントよかったよ」

　慌てて、静希ちゃんが頭の上に浮かべた想い出映像をかき消すようにオーバーアクション。

　その時僕は、川に落ちちゃったコトが悲しくて「おかぁさーんおかぁさーん！」と大泣きしてしまったのです。

　当時のコトを思い出したのでしょう。静希ちゃんは口元に手を当て、ふふっと笑みをこぼしています。

「そういえばね、桜くん」

　彼女は『白しら鳥とりの滝』を遠くに眺め、こぼします。

「再さ来らい年ねんあたりなんだけど、この『チグリス・ユーフラテス自然公園』、一部が取り壊こわされちゃうかもしれないんだって」

「え、本当に……？」

　思わず声を高くしてしまった僕。

「なんでも、国道のバイパスを作る話があって、公園の敷しき地ちが候補地の一つになっているらしいの。この辺りも大きく変わるんだって。お父さんが言ってた」

「みんなの、想おもい出の場所なのに……」

『白しら鳥とりの滝』から流れ落ち、砕ける水音は微かすかに、だけど、確かにここまで聞こえて来ます。

「でも、まだ決まったわけじゃないから、今は、私達たちがきちんとこの自然を絵にしてあげよう？」

　そよぐ風が静しず希きちゃんの髪を撫なでていきました。彼女は滝から視線を僕に移して、

「また五年後とかに、今日のことはぜったい、私達の想い出になるから」

　微笑ほほえみます。

　それから、静希ちゃんはふいに頰ほおを赤らめて、「あ、バケツ置きっぱなし……」と、立ち上がり、水道の方へと戻って行きました。

　背後、休憩所の薄うすい壁越しに女の子の気配を感じながら、ひとり、心震ふるえたままの僕は、ポケットの中身をぎゅっと握りしめます。

　手に、一組の湿ったチケット。それは僕がずっとあたためてきた計画プロジエクト。

『絵画と俳句の世界　～近代美術が表現する言葉～』というのが、僕達二人を未来に導くチケットに刻まれた行き先です。

　会場は、ここからだと少し遠い場所にある『ナウ・ヤング国立美術館』。電車一本で行ける距離にあります。

　あそこなら、長い時間を二人でいるコトができますし、近所の誰だれかに目もく撃げきされてウワサになっちゃう恐れもありません。

　まさに、デートの行き先としては最適といえる約束の場所です。

　今はまだ、彼女に想いを打ち明ける勇気は無いかもしれない。でも、このチケットを渡すコトだったら……！

　僕は、なぜかふわふわとしてしまう自分の足をどうにもできないまま、水道でバケツをゆすぐ聖ゲルニカ学園の制服、髪を二つ縛しばりにした女の子へと近づきます。

　彼女は水場にしゃがみ込み、コチラに背を向けていました。

「ねえ、今度の日曜日、よかったら──」

　その瞬しゆん間かん、〈どくんっ〉と全身を打った鼓動が、無限の時間となって僕を支配します。

　親指と人差し指と中指に感じる、大切な紙片の感触。

「──さっきのお弁当のお礼というか、もし空いてるんだったら、これ、絵の展覧会のチケットなんだけど、一いつ緒しよに──」

『白しら鳥とりの滝』の低い水音も、川のせせらぎも遠のき──

「──一緒に、行かない？」

　僕は『絵画と俳句の世界　～近代美術が表現する言葉～』の前売り券を、クラスメイトの女の子に差し出しました。

「……桜さくらくん？」

　草くさ壁かべ桜はいくじなし。コチラを振り向いた静しず希きちゃんが、どんな表情なのかを、やっぱり僕は見ることができません。

　まるで、チケットが、〈ぽわん〉と木の葉っぱになっちゃわないかと見張るかのように、自分の手元ばかりを凝ぎよう視ししたまま、

「ほら、僕、絵はちょっと苦手かもしれないけど、俳句とか、実は興味があって……」

「本当に、わたしなんかで、いいの……？」

　チケットの向こう側を、誰だれかが握る感触。

「も、もちろんだよ!!　だって、だって──！」

　それから僕は、運命の日曜日に繫つながる切り札から手を離し、彼女の顔を見上げれば、

「み……」

　そこにいたのは、

「南みなみさんッ!?」

　僕の幼なじみではなく、小学校も一いつ緒しよでは無かったクラスメイトの女の子です!?

「『絵画と俳句の世界』……」

　南さんは、渡されたチケットを両手に持って、怪け訝げんそうにコチラをうかがいます。

「え、あ、み、南さん!?　な、なんで髪の毛を、二つ縛しばりにしてるの……ッ!?」

「水に浸つかって、よごれちゃうから」

　つぶやく彼女の、いつもは感情なんか表さない表情、そして瞳ひとみに、揺れるものがありました。

「いや、そういうコトじゃなくて……ッ！」

「絵のコト、気にしてる？」

「は、へっ？」

　長い黒髪の彼女は、なぜか少しだけ怯おびえたように、問いかけてきます。

「下手って言っちゃったコト」

「う、うぅぅん!?　き、気にしてない気にしてない！　ちょっとびっくりしただけで……」

「桜くん」

「は、はいっ!?」

「小さい頃ころの話なんだけどね」

「え……？」

「近所に、わたしといつも遊んでくれてたお兄ちゃんがいたの」

「うん」

「そのヒトも、絵がすごく下手で、わたし、いつもちゃかしてて」

　僕の足元あたりを、うつむくように見つめながら、南みなみさんは続けます。

「でも、その絵はすごく温かくて、優しくて」

「そ、そう……」

「桜さくらくんの絵は、そのヒトの絵によく似ているの。だから、見ていたら、わたし、どうしようもなく──」

「え？」

　そして彼女が、再びチケットに視線を戻した、その時でした。

「桜くん、おーそーいーっ！」

　聞こえたのは、天使の少女のくりくりヴォイス。

「えっ!?」

「ボクのバケツ、いつになったら……あれ？　なにしてたの？」

　振り向けばそこには制服姿のドクロちゃん。

「え、ええっとぉぉ、バケツを洗ってたら、南さんがいたから──、ね、ねぇ南さん!?」

　もう、なにが『正直』なトコロなのかがわかりません。シドロモドロで、今は髪型をイメチェンしている南さんに振り返れば、

「……」

　たったったと、彼女はドクロちゃんの背後に逃げ込むように小走りで僕から遠ざかり、

「桜くんが、震ふるえながらわたしの背後に近づいてきて、『キミに興味があるから、お礼としてハイソックスを片っぽぬいで、自分を表現しろ』って……」
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「桜、くん……？」

「ええぇええッ!?　な、なにそれ！　どう聞こえたらそんな風に──！」

「桜くんは、ボクだけじゃなく、南さんにもそんな自分勝手なお願いを……!!」

「したことないよ!?　ドクロちゃんにも!!　ちょ、ちょっと待って！　エスカリボルグってそういう──!!」

「目を覚まして──っ！」

　天使の少女の攻こう撃げき。トゲトゲバットを横よこ薙なぎに〈すゅどっ！〉と、少年のミゾオチに突き込みました。

「ごほぁッ……!!」

　浮き上がる僕の身体からだ。

　打撃の衝しよう撃げきに両脚の運動靴がくつしたごと脱げ去り、『エスカリボルグ』がもたらした衝突エネルギーは次の瞬しゆん間かん、運動エネルギーとなって『く』の字になった僕を、水平に打ち出しました。

「うわあああぁぁぁぁぁぁぁぁぁ………!!」

　茂みを突き抜け、

「……きゃっ！」

　と、帰り途中の静しず希きちゃんの真横を通過し、水面を〈つぱぱぱぱぱッ！〉と、六ちょんぱ水切り。風を起こして『白しら鳥とりの滝』壺つぼへと落下、するものと思われた僕はそこで激しいスピン。重力と慣性を無視した軌道で滝昇り、

「っは……！」

　キラキラと輝く青い空、煌きらめく虹にじを見ました。

　そして、やがて運動エネルギーを失い、重力に引かれて、




　たっぷーんっ




　立ち上る水柱。僕は滝壺に、本日二度目の墜つい落らくを果たしたのでした。
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　空と雲をうすい茜あかね色いろに染めているのは、西の方角へと落ちていく黄色い太陽。

　写生大会からの帰り道、

「桜さくらくんのお洋服、川とおんなじ匂においがするー！」

　天使の少女は制服に包まれた僕の腕に顔を押しつけ、〈くんくん〉してくるのです。

「ちょ、ちょっとくすぐったいってばドクロちゃん！　っていうかコレ、みんなアナタのせいなんだよ!?　いつまでも香りを楽しんでないで、天使の力とかで消臭してよ、もう～！」

　むずがる僕が着ているのは半日間、木の枝にぽたりぽたりとシズクを垂らしながら干されていた学校指定の制服でございます。明日もコレを着る予定。

　なのに彼女は、制服にすがりついたまま僕を見上げて、

「じゃーあー、なにか便利な道具をポケットから出してよ桜くーんっ！」

「僕がかいッ!?」

　──『白しら鳥とりの滝』へ、二度目落下を果たした、あの後。

　朝と同じ『水神様』の境けい内だいに参集した僕達たちは、

そこで執り行われた『帰りのＳシヨート・Ｈホーム・Ｒルーム』にて描き上がった絵を提出し、明日また、必ず学校で再会するコトを誓って解散。家路につきました。

　その際、僕は司会の南みなみさんとすれ違いざまに、

『日曜。楽しみに、してるから』

『う、うん』

　以上の様な会話をするに至ったのです。

　というか、なにが今の僕を一番混乱させているかと言いますと、静しず希きちゃんにきちんとチケットを渡してデートに誘さそえなかったコトももちろんあるのですが、それよりもなによりも、『今度の日曜日、南さんと二人っきりでお出かけするんだ』という重大な事実の前に、一人の少年の苦悩があるのです。

　いざ南さんと二人っきりになったら、いったい僕はナニをお話ししたらいいのでしょうか。もうどうしていいか解わからず、僕は天気の話題を頻ひん繁ぱんに繰くり返してしまうかもしれません。〝食べ物しりとり〟だったら自信もあるのですが、南さん相手にそうもいくまいて。

「どうしたの桜くん、さっきからはぁはぁしちゃって。……あ、あぁっ！　もしかしてさっきの電柱に貼はってあったチラシのコト考えてるの!?　もう桜くんたらっ！　あんな電話番号のコトなんか、ボクが忘れさせてあげる……!!」

「ち、違うよだめだめドクロちゃんッ！　絵の具セットに入っているスポイトはそんな用途で使うものじゃありませんよ!?」

　天使の少女に、なかんずく追いつめられる僕。逃げるようにして走り出そうとした、その時でした。

「桜さくらくん……」

　角を曲がった僕達たちの前にたたずんでいたのは、クラスメイトの女の子。

「えっ？」

「……突然ごめんね？　ちょっと、いい？」

　彼女は、静しず希きちゃんでした。




　　　　★




　ここは、先ほど静希ちゃんと出で逢あった場所からほど近い、『アバランチ公園』。

　近所の子供達と砂場で遊ぶ天使の少女を横目に、僕は幼なじみのクラスメイトと共にベンチに座っていました。

　気になっているコトがあります。隣となりに座る彼女は、この公園に入った時くらいから、なんだかそわそわ、落ち着きが無いように見えるのです。

「どうしたの？　静希ちゃん」

　ドキドキしっぱなしの僕は、勇気を出してコチラから切り出してみました。

「うん。……あのね、桜くん」

　そして静希ちゃんは、鞄かばんの中から一枚の紙片を取り出し、

「これ──」

　差し出してくるのです。

「……ッ!?」

　彼女が持っていたのは、南みなみさんに渡してしまったハズの、展覧会チケット。

「──『桜くんから、私に渡すように頼たのまれた』って、南さんが」

　言葉一つ一つを大切に、僕へと伝えてくれる静希ちゃん。

「きちんと、誘さそってくれればいいのに……」

　僕が片かた想おもいしている女の子は少し小さな声で、ちょっと赤くなりながら、うつむきます。

　一方、

「桜くん……？　どうかしたの？」

　僕はといえば、混乱する脳みその中から言葉を選び取るのに苦戦中……!!

「う、うん!!　そうなんだ。いざとなったら、急に恥ずかしくなっちゃって、それで、南さんに、頼んで──」

　ＯＫ!!　どうにか切り抜けましたッ!?　でも、でもこれは、いったい──!!

「週末、楽しみだね」

「ほ、ほんと！　楽しみだよね!!」

「みんなで、お出かけなんて」

「は、はいぃっ!?」

「南みなみさんから聞いたよ？　みんなで展覧会に行くんでしょ？　ドクロちゃんと南さんと、あと宮みや本もとくんたちも一いつ緒しよに」

「──ッ!?」

「じゃ、また明日、学校でね！」

　静しず希きちゃんは立ち上がり、はにかむように微笑ほほえんで走って行ってしまいます。

「ねえ桜さくらくーん！　トンネル開通したよ？　くぐってくぐって！」

　そして呆ぼう然ぜんと立ちつくしてしまっていた僕は、天使の少女に導かれ、砂場に作られた小山に空けられた、直径三十センチくらいの穴につま先からぎゅうぎゅう押し込まれます。

「ちょ、ちょっとドクロちゃんやめなされーッ！　骨盤のカタチが変わっちゃうー!!　え……な、なに!?　なんなのこの砂山！　なんだか内部がビミョウに蠕ぜん動どうしてる気がする！　うごめいて僕を奥へ奥へと引きずり込もうとしている気がする!!　本当にコレ砂山なの!?　この穴はいったいドコに通じているっていうのッ!?　だ、出してー!!　出してよドクロちゃーん！　なんで子供達たちとシーソーで遊んでいるのさー！　おぉい助けてよー！　もう胸の辺りまで吞のまれてるんだよーっ！　すごい力だよー！　だれかぁー！　だれかぁぁぁ──……僕はこれからいったいどうなるんですかぁぁ……？」
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『白しら鳥とりの滝』から下流へと進む水の流れは、『チグリス・ユーフラテス自然公園』を抜けるあたりで、街の中心を流れる『グロリアス川』と合流します。

　桜さくらくんが自分ごと滝たき壺つぼに落としてしまったお弁当を、『グロリアス川』の川かわ縁べりで偶然にも発見したのは、土手に食べられる草を摘みに来ていた一人の天使でした。

「あぁぁ、なんですかこれぇ」

　川岸に打ち上げられていた青い巾きん着ちやく袋の中からお弁当箱を発見した彼女、名前をサバトちゃんといいます。

「はぁぁう！　おいしそうなんですぅぅっ！　きっと、きっとコレはサバトの日ひ頃ごろのおこないが天に通じて……!!」

　クリーム色の髪の毛を搔かき分けるように伸びているのは二本のくるくる羊ツノ。大きな金色の瞳ひとみの下に濃い紫のクマを持つこの少女も、実はドクロちゃんと同じく『未来の世界』からやってきた天使の女の子なのです。

　けれど、彼女が今着ているすり切れた制服をご覧いただければお解わかりのように、サバトちゃんは現在、さきほど桜くん達たちがいた『アバランチ公園』に段ボール製のマイホームをかまえる身。

　おなかぺこぺこだった少女はさっそく、少年のカタチに切られていた赤いウインナーを食べました。

　そして、幻覚バツド・トリツプに悩まされ始めました。

「はぁぅぅー、……ポ、ポテトはいかがですかぁー!?　Ｓ、Ｍ、Ｌ、の三つの大きさがあるんですぅ！　お願いですぅ！　誰だれか、誰か買ってくださいなんですぅぅっ。ポテトを……。ポテトが売れないとサバト、お家に帰れないんですぅ。あぁっ！　ありがとうなんですぅ！　ポテトのＬサイズですねぇ!?　ワンポテトプリーズですぅ！　サンキューですぅ！　……はっ、ゆ、夢なんですぅ!!　ポテト、ぜんぜん減ってないですぅッ！　入れてくださいぃ、サバトも暖かな家の中に入れてくださいですぅ……!!　うぅぅーん、うぅぅーん……」
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[image: 第二話]
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　あたらしい朝が来たら、それは希望の朝なのですから、

　よろこびに胸を開き大空仰ぎつつ、今日は僕の家から歩いて二十分くらいのトコロにある児童公園、『アバランチ公園』からお届けしたいと思いまーす。

「そーれ、いっちーにっいーさーんっ！」

　時刻は朝の九時三十分。日曜日。

　天使の少女ドクロちゃんはかけ声と共に、遊具の一つである〝回旋塔〟を勢いよくぐるぐると回し始めました。

「きゃははーっ♡」

　緑地に白水玉な膝ひざ丈たけプリーツスカート、上は水色のキャミソール。金色のわっかを頭の上に浮かべ、白いサンダルを〈ぺたぺた〉鳴らしながら少女が回転速度をどんどん上げれば、

『わーいっ！』

　朝早くから集まり、球形回旋塔に乗り込んだ近所のお子さん達たちは楽しそうにハシャギだすのです。

　おや？

　その中に混じっている、周囲の子供達より背の高いお兄さんが一人、なにか言っていますよ？

「ねえドクロちゃんッ！　もう、もう回さないでぇぇッ！」

　どうやら彼は、回旋塔の外側に摑つかまっている子供達と一いつ緒しよに遠心力で身体からだを浮きあがらせて水平になっているのがお辛つらいご様子。

　みんなは喜んでいるのに、一人で半泣きなお兄さんは誰だれなのかな？

　僕です。

「飛んじゃう飛んじゃう！　手を離したら飛んでっちゃううぅぅ!!　止めて止めてぇぇ!!　っていうかなんでお子さん達は超笑ってるのーッ!?」




　──僕達の街にある『アバランチ公園』は、敷しき地ちは小さいながらも、ブランコ、滑り台、ジャングルジムにシーソー、砂場に昇り棒といった遊具が充実し、木陰にはベンチの並ぶ快適空間です。

　そんな、老ろう若にやく男なん女によ、ご近所さん達の憩いこいの場として大いに活用されている公園に、なんでこんな朝早くから僕とドクロちゃんがやってきたのかというと……

『サーバトちゃん、あーそーぼーっ』

　ごらんの通り、この公園の主である天使、サバトちゃんに逢あうためなのです。

　楽しかった想おもい出を胸に、回旋塔のちびっ子たちと別れた後、僕とドクロちゃんは公園の隅にあるいつもの林に向かい〈がさごそ〉と覗のぞき込みました。

　しかし、

「あれ？」

「ねぇ桜さくらくん。サバトちゃんのおうちが……」

　二人は周囲をきょろきょろ。だって本来、ここにあるハズのサバトちゃん特製ダンボールの家がどこにも見あたらないのです。辺りには木こ洩もれ日がしゃんしゃんと降り注ぐ公園の木々や茂みが広がるばかりで、天使らしきヒト影やダンボールの気配がありません。

　僕は頭を搔かきつつ、手に持ったバスケットの中身を〈ちらり〉と確認します。

「せっかく、持って来たのにな……」

　中に入っているのは『おにぎり』に『たまごやき』、『麦茶』などなど。

　そうなのです。二人がここにやって来た真の目的は、常に空腹にあえいでいる不幸な天使に食料を供給するコトだったりするのです（あー、えぇと、ドクロちゃんはわかりませんが、僕は一応、そのつもりなのです）。

　当初（まだ四コマ漫画の頃ころ）は『笠かさ地じ蔵ぞう』に出て来る『地蔵様』のようにこっそりとサバトちゃんへと食べ物を差し入れていた僕なのですが、正体がばれてしまってからは、ちょっとしたコツが必要になっています。

　だってサバトちゃんも元はといえば由ゆい緒しよ正しき天使の女の子。さも「お腹なかがすいているんだね……？」ティックにお菓子やジュースを渡したのでは、彼女のプライドが邪じや魔まをして受け取ってもらえないのです。

　なので、動作はなにげなく自然に、醸かもし出すシチュエーションは『困っている僕達たちをサバトちゃんが助ける』という流れに持って行くのがベスト（例：「困ったなぁ。こんなにいっぱいのサンドイッチは重くて持って帰れないぞ？（僕）」「し、しかたないですぅ。そんなに重たいんだったら、ここに置いていってもいいですよっ!?（サバトちゃん）」）。

　しかしながら、サバトちゃん本人がいないとなると、そのどれもが机上の空論。このままだと、あの天使はしなしなに干ひ涸からびてしまうかもしれません。

「しょうがない、二人でサバトちゃんを捜そっか」

「うんっ！」

　僕とドクロちゃんは手分けして、さらに林を奥へと進みます。

　ドクロちゃんがはぐれちゃわないように、先行する天使の少女の後ろ姿に充分注意しつつ、「ここかなぁ？」と、怪しげな茂みを〈がさり〉とかき分ければ、

「（あ、こ……これはっ！　これはぁッ!?）」

　木こ洩もれ日の下に捨てられてあったのは数冊の雑誌。僕はそれを〈さっ〉と拾い上げ、

「ど、どうしよう〈ぱらぱら〉、ぼ、僕は〈ぱらぱらぱら〉とんでもないモノを、発見してしまったぞ!?　僕はまだ中学二年生だよ!?　なのに、こ、こんな──ッ!!」

「ねぇ桜さくらくーんっ」

「ッッ!?」

〈がばっ〉と顔を上げれば、そこには天使の少女が、いて。

「桜くん、なにしてるの？」

　コチラの姿を見たまま、動きを止めていました。なぜならそれはたぶん、僕のお腹なかが不自然に膨ふくらんでいたから。そう、僕は混乱のあまり間違って、着ていたシャツの中へとマッハの速さで雑誌を収納していたんだよー。そして、なにやら心持ちコチラを心配する表情で一歩ずつ歩み寄って来る天使の少女。後退する少年。

「ド、ドクロちゃん！　これは、このコレはぁ……〈ばさばさばさっ〉うぁッ!?」

「？　なにこれー」

　僕の腹部よりこぼれ落ち、地面の上で〈ばさり〉と開いた複数の雑誌!!

「は、ひゃっ！」

　そして、それを見てしまった天使の少女のとった行動とはッ!?

「い、いやぁぁぁぁあああんっ!!　桜くんの──」

「う、うわぁぁッ!!　やられ………って、あ、あれ??」

　顔を真っ赤にして『エスカリボルグ』を振りかざしたドクロちゃんの姿が、かき消えて……ッ!?

「ちょ、ちょっと、ドクロちゃんどこ行ったのッ!?　く、くそっ！　どこに？　あの天使はどこに消え……はッ!!　う、上かッ!?」

「──おませさんっ！」

〈しゅいんっ！〉と頭上に出現していた天使の少女。彼女が振り下ろした鋼鉄トゲトゲバットのカタチをした魔ま法ほうのアイテム『エスカリボルグ』は〈べなぁむッ!!〉と、僕の脳天を強打しました。

「ああッ！　どうしよう！　桜くんが打ち付けた杭くいみたいに首まで地面に突き刺さって涙を流してるのに……っ！」

「『のに……っ！』じゃないよドクロちゃん！　なんだかんだで恐る恐る、しかし好奇心に顔を赤らめつつ雑誌をめくろうとしてないで、僕を早く元に戻すんだぁ！」

「よーいどんっ！　よーい、どんっ!!」

　ドクロちゃんもカナリ動揺しているのでしょう。ピンク色に染めた頰ほおを両手で押さえたまま正座で地面に置いてある本を読書リーデイングしていた彼女は勢いよく立ち上がると同時に、『エスカリボルグ』を居合い抜きました。




　ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪




〈ぎゅふぉーん！〉と魔ま法ほうの凶器から放たれたピンク色エネルギー波が僕に命中すると、地面から身体からだが〈ぼっこぉ〉と引っこ抜かれる不思議。僕はとれたて泥付きな新鮮状態で地面に横たわりました。

「なんてことするのさドクロちゃんはー!!」

「だってサバトちゃんのお家みたいなものを見つけたから桜さくらくんに教えようとしたのに、そ、それどころじゃない桜くんは、え、えっちな──!!」

「そんなのはヌレギヌだよぉぉっ！　僕はコレを今すぐ鬼太郎ポストに投函……って、えっ？　サバトちゃんの家を見つけたの!?」




　　　　★




　天使の少女の案内でたどりついたのは林の中、ぽつんと日当たりのいい、小さく開けた場所でした。

　そこにあったのは、

「サ……『サバトちゃんハウス』の、残ざん骸がいッ!?」

　なにがあったというのでしょう。あのサバトちゃんのダンボールハウスが、ぺしゃんこに崩ほう壊かいしているのです!!

「しかもこれ、入り口だったトコロにはサバトちゃんの靴が揃そろえて置いてあるよ!?　というコトは、サバトちゃんは、この下にッ!?　え？　なに？　自殺？　これは世をはかなんでの自殺なの!?　そんなのだめだよ！　サバトちゃーん!!」

　僕は慌てて大量に積み重なっている湿ったダンボールの撤てつ去きよにかかります。

　ばっさばっさとめくって行けば、その下から現れる……!!

「ぅ……うう……っ！」

「サバトちゃんッ！　ねえ大だい丈じよう夫ぶ!?　しっかりして!!」

　残骸にまみれ横たわっていたのは、クリーム色の髪の毛からくるくる羊ツノ、今まさに開かれようとしている瞳ひとみの下には黒紫色のクマを作った制服姿な一人の天使!!

「は、はうぅぅ……？」

「大丈夫!?　ねえサバトちゃんしっかりして!!」

　僕は、〈こしこし〉とまぶたをこするサバトちゃんの上半身を抱き起こします。

「さ、桜くん……？」

「よかった。無事だったんだねサバトちゃん！　ねえ、これはいったいなにがあったの!?」

　すると彼女は金色の瞳に涙を溜ため、

「ふ、ぅええ、うえええ──ん、恐こわかったですよぉぉ桜くぅぅぅーん!!」




【サバトちゃんの証言】


　発言者：サバトちゃん

　聞き手：草くさ壁かべ桜さくら

　※補足　この証言は、差し入れのおにぎりやたまごやきを食べながら行われた。口にモノを詰めこみながらのインタビューだったため、少女の発音が不鮮明だった箇所は、こちらで適宜、補正を試みた。







サバト：昨日の夜、サバトがぐっすり寝ていたら突然すごい音がして、気づいたら天てん井じようが落っこちてきたんですぅ！（はなを〈ずずずーっ〉とすする）



──原因はなんなのでしょう。


サバト：この公園に突如襲しゆう来らいした『闇黒のダークネス双翼・フエザー・カァカァラス』の集団に家をバラバラにされてしまったんですよぅ！（両肩を抱き、震ふるえる）



──それは、つまりただのカラスのコトですね？


サバト：あ、あいつらはニンゲンじゃないんですぅ……！



──なんでずっとダンボールの下した敷じきに？


サバト：お腹なかが空すいて力がでなかったんですぅ。桜くんに助けてもらえなかったら、サバトは、サバトはあのまま……!!（両手で顔を覆おおい泣き伏す）



【サバトちゃんの証言終わり】




「ひっく、ひっく、もうサバトは、これからどうしていいかぁ……」

　まぶたを腫はらしながら〈はくはく〉とおにぎりを食べるサバトちゃんの瞳ひとみからは、今も〈はらはら〉と涙がこぼれ続けています。

「最近、サバトはずっとあいつらにイタズラされていたんですぅ。だから、昨日の夜遅くに家の場所を頑張ってかえたんですぅ。そしたらあの『闇黒のダークネス双翼・フエザー・カァカァラス』達たちは、明け方に大集団でやってきて……!!（がくがくがくがく）」

「ほ、ほらサバトちゃん、麦茶飲む!?」

「ありがとうですぅ桜くん。ぅうぅ、はぅぅっ、」

　サバトちゃんはコップに注がれた麦茶を〈ごくごく〉と飲み干します。

「このままだと、サバトは公園で暮らせなくなってしまうんですぅ」

「それに、さしあたって今日の夜どこで寝るかも問題だしね……」

　僕はちらっと『サバトちゃんハウス』の残ざん骸がいに目を向けます。

「そ……それを、言わないでですぅぅぅっ！」

「ご、ごめんサバトちゃんっ！」

　僕はめそめそと泣き崩れてしまったサバトちゃんをのぞき込みます。

「ねえ、元気を出して？　僕に、いい考えがあるんだ」

「なんですぅっ？」

　そして僕は、彼女の金色の瞳ひとみを見てココロを決めたのです。

「よかったらこの家の再建、任せてもらえない？」

「はう……？　再建を任せるって、桜さくらくんにですかぁ!?」

「うん。前からちょっと思ってたんだけどこのダンボールハウス、少し工夫すればちょっとやそっとじゃ壊こわれない、丈夫で素す敵てきな家になると思うんだ」

「あ、ありがとうなんですぅぅぅ……!!　ぜひ、お任せしたいんですぅっ！」

　サバトちゃんは、ごはんつぶだらけの手で、僕の手をぎゅっと握ってきます。

「ボクもいっしょにやるーっ！」

　同じくおにぎりを食べていたドクロちゃんも、ごはんつぶだらけの手で僕の手を握ってきます。おまえら、おにぎりくらいちゃんと食え。

「よぉし！　そうと決まったら、まずとりかかるべき作業は『材料集め』！　二人とも、手伝ってくれる？」

「おー！」

「もちろんですぅ！」

　天に向かって拳こぶしを振り上げる三人！
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「じゃあ、一時間後に、できるだけ材料を集めて公園に集合しよう！　各自、健けん闘とうを祈る!!　それでは解散……ッ！」




　──これは、僕と天使達たちの、ビフォーアフターな物語。








　──今回の舞台となるのは、埼玉県某市のとある公園。

　その一角にあったダンボール製のエコロジカルな家、サバトちゃんのマイホームが突如、『闇黒のダークネス双翼・フエザー・カァカァラス』により倒とう壊かいしてしまったのがコトの発端でした。

　どうか、このダンボールハウスを再び、サバトちゃんが安心して暮らせる場所にして欲しい。

　そんな切なる願いを受け、今回は一人の少年が立ち上がりました。その仕草や言動から、周囲の者の胸をキュンとさせる匠たくみ、草くさ壁かべ桜さくら（14）。ヒトは彼を『思春期の探求者』と呼びます。

　そして物語は、ドクロちゃん、サバトちゃん、草壁桜の三人が、再び『アバランチ公園』に集結する場面から始まります。
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「あ、戻って来た、おーいドクロちゃん、こっちこっちー！　こっちだってばー！」

「もぉぉぉっ、遅刻なんですぅっ！」

　公園の入り口に大きな袋を持ったドクロちゃんを発見した僕とサバトちゃんは、〈ぶんぶん〉と手を振ります。天使の少女は僕らに駆け寄り、

「お待たせ桜さくらくんっ！　もーっ、二人とも『ぞうさんブランコ』の前にいるから〝ねずみくんのチョッキ〟かとおもっちゃった」

「最後のページ!?」

「あとね、お家にいたザクロちゃんも一いつ緒しよに作ろうって、さそったのー！」

「サバトさんのお家をみんなで作るとおねえさまから聞きまして、お手伝いできたらと……」

　ドクロちゃんの背後にたたずみ、紙袋を抱えたザクロちゃんは、こちらをうかがうようにもじもじしています。

「うん、大歓迎だよザクロちゃん。一緒に作ろう？」

「心強いんですぅ！」

　僕とサバトちゃんの言葉に、彼女は「よろしくお願いします」とふぅわり柔らかく微笑ほほえみます。

「よーし、じゃあ桜くん、はやく新しい『サバトちゃんハウス』を作ろうよーっ」

「でも、どうするんですぅ？　あの『カァカァラス』達たちの攻こう撃げきにも屈しない家をカンタンに作れるとは思えないんですぅ」

「確かに、今まで通りやっていたら難しいと思う。けど僕には、小さい頃ころにしょっちゅう庭でダンボールの家を作って遊んでいたというノウハウがある。やがて時は経たち、今年で十四歳になった今の僕を支えているのは、あの時の経験から来る自信！　きっと『カァカァラス』に屈しない家を造るよ!!」

　そして僕は、立てていた人差し指を、みんなが持ち寄った材料へと向け、

「そう。最初に集まった材料を確認し、そこから最適な家のプランを立てて行けば、きっと素す敵てきな家ができるのだ！」

「さすが『思春期の探求者』……！（ドクロちゃん）」

「匠たくみは言うことが違うんですぅ（サバトちゃん）」

「まずは下準備からというわけですね（ザクロちゃん）」

「うん。じゃあ、さっそく始めよう！」

『はぁーい！』

　僕達は「よいしょよいしょ」と一人一人、『サバトちゃんハウス』用にあつめた資材をジャングルジムの前に並べました。

「えっと、みんなが持ってきたダンボールはこれで全部かな」

　スーパーや薬局、コンビニや八百屋さん、そのほか色々なお店でわけてもらったきたダンボールは、平たくたたんであるにもかかわらず、積み上げればドクロちゃんの背が隠れてしまうくらいの山が三つもできていました。

「ダンボールハウスの主材料はこのダンボールだからね。これだけあれば頑丈なものができるハズだよ？」

「はぁう、サバト、もうこのダンボールの匂においだけで、わくわくしてきちゃうですよぉ」

「あ、桜さくらさん、角材まで用意されたのですか？」

　僕にそう問いかけ、四角い木の棒を手にするスラリと背の高いザクロちゃん。

「うん、近所で家を建ててた大工さんから、いらないっていう木を分けてもらったんだ。ついでにほら、針金も」

　ザクロちゃんが手にしていた片手で握れるくらいの四角い木の棒を受け取ります。分けてもらったのは全部で十二本の角材と、丸められた十メートルほどの針金です。

「そういえば、ザクロちゃんが持ってるその袋には、なにが入ってるの？」

「はい、ハサミが人数分に、お家にあった工具箱。それとビニール紐ひもとガムテープが入っています。もちろん木工ボンドも」

「あ、工作道具のコトをすっかり忘れてた……！　ありがとうザクロちゃん」

　表情の左半分を黒いベルトで覆おおった軍服の天使は、「どういたしまして」と少しだけ照れたように微笑ほほえみます。

「サバトはですね、ええとぉ、このビニールシートを見つけてきたんですぅ！」

「さすがはサバトちゃん。外での生活は地面の湿気と、空から降る雨との戦いだからね。ビニールシートはその両方から僕ぼく等らを守ってくれる重要なアイテムだよ。でも、これ、どこにあったの？」

　サバトちゃんが持っているのは、巨大なサランラップの如ごとき真新しいビニールシートなのです。

「ええとですねぇ、向こうの畑のそばに落ちていました」

「そ、それはたぶん、農家のビニールハウス用だと思うんだけど……う、うぅん！　とにかく、よくできました！」

　サバトちゃんの無防備な頭を、僕はとりあえず撫なでてあげるのでした。

「ところで──」

　ふと視線を緑色のジャングルジム方向へと向ければ、

「──あっちのほうに並べてある大量の空きペットボトルは、なんなのかな……」

　公園の一角、ボウリングピンの如く整然と林立していたのは色とりどりの五百ミリペットボトルなのです。

「ボクボクー！　ボクが集めてきたんだよっ？」

　手をあげて僕の前でぴょんぴょんするのは天使の少女、ドクロちゃん。

「ね、ねえ、ドクロちゃん。あの大量のペットボトルを、いったいどこに使う気なのかな」

「ほら、針金で横に組み合わせてー、ボートとかー」

「苦しい生活からいざという時の脱出用!?　僕達たちは公園に家を造るんだよ!?」

「縦に組み合わせてー、ロケットとかー」

「苦しい生活からいざという時の緊きん急きゆう脱出用!?　いったいどこに？　僕達たちは公園に家を造るんだよ!?」

「でも、なにかの役に立つかもしれないでしょっ？」

　僕は腕組みをして、

「う、うーん、そうだねぇ、なにかの役に立つかもしれないけど……じゃあ、そっちの大量のガチャポンのカプセルは？」

　新たなギモンを投げかけます。

「これはねー、組み合わせてー、ボートとか」

「ならないっ！」

「組み合わせてー、ロケットとか！」

「ならないっ！　ドクロちゃんはなんでプラスチックばっかり集めてくるのさ！　エコＥＣＯ？　Ecoloエコロgicalジカルなのッ!?」

「なんで桜さくらくんはみんなのは褒ほめて、ボクのは褒めてくれないの!?　ボクもがんばったのにーっ！」

「やめてやめて！　僕はガチャポンには入らない！　景品にはなり得ないぃぃッ!!　そして、こんな時になんですが──」

　僕は額に小さなプラスチックの半球を押しつけられたまま、家主である天使に向き直り、

「──サバトちゃんはどんなカンジの家がいいの？」

　尋ねます。

「はぅっ？　どんな、家、ですかぁ……？　え、ええぇっとぉ、前の家は、狭くてお客さんも呼べなかったんですぅ。なので、広くてぇ、楽しい家がいいんですぅ！」

「なるほど、そうすれば僕達もサバトちゃん家で遊べるもんね！」

「そうですそうなんですぅぅっ!!　そうすれば、サバトの家で、サバトは、さ、桜くんと遊べるんですよぅっ！　あ、で、でもぉぉ……」

「どうしたの？」

　ガチャポンのおまけになる危険からどうにか脱却した僕は、言い淀よどむサバトちゃんをうかがいます。

「本当に、昨日の夜みたいな猛もう獣じゆうの襲しゆう来らいや台風に耐えられるお家が作れるんでしょうかぁ？　なんだか、これだけだとまだ不安なんですぅ……」

「それだったらまかせて？　僕に、いい考えがあるんだ」
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「ここだよ？」

　僕が三人の天使を連れてやってきたのは、もともとサバトちゃんの家があった近くの林の中。そこにある、一本の大きな木の下でした。

「この木が、なんなんですかぁ？」

　サバトちゃんは口元に指をあて、丈夫な枝がそこかしこから伸びる太い木を見上げ、コクビを傾かしげます。

「ボクわかった！　ねえ見て見て？　あそこに鳥の巣箱があるっ！」

「まさか、あそこがサバトさんの新しい家なのですか？」

「ええっ、そ、そうなんですかぁっ!?　いくらサバトでも、あんな小さなトコロには入れないですぅ……っ！」

「ち、ちがうよ!?　違うからねサバトちゃん！　ほら、涙ぐまないで！　こらドクロちゃん、変なコトいわないの！　ザクロちゃんも機転をきかさない！」

「じゃあ、このアリの巣は？（地面にしゃがみ込んだドクロちゃん）」

「それだともっとサバトが入らないですぅ！　ドクロちゃんはサバトのコトをなんだとおもっているんですかぁ!?　そしてそれだと今まで集めた材料が意味ないことになってしまいますぅ！」

「落ち着いてサバトちゃん！　ドクロちゃんに惑わされちゃだめだ！　いい？　僕は今から作る新しい『サバトちゃんハウス』を、この太い木を中心にして作っていこうと思うんだ」

「どういう、コトですかぁ？」

〈きょとん〉と、くるくるツノの天使は僕を見つめます。

「ほら、『寄らば大樹の陰』っていうでしょ？　つまり、この木を柱にして、根本とか、木の枝の上に、部屋を作ろうと思うんだ。それにね──」

　僕は、木の幹にそっと手のひらをあて、

「──この木は、僕がまだ小さかった頃ころにてっぺんまで登ったりして遊んだ、想おもい出のある木でね。その頃、結構やんちゃしたんだけど、でも、ここでは不思議と怪け我がをした記き憶おくがないんだよ。だから、なんていうか、この木だったらサバトちゃんを優しく包み込んでくれるんじゃないかと思って」

「なるほど、これならばちょっとやそっとの災害ではびくともしない家ができると思います」

　小さく頷うなずき、ザクロちゃんは納得したように高い木を見上げます。

「ね？　どんなコトがあってもここなら大だい丈じよう夫ぶ」

「す、すごいですぅ！　桜さくらくんは、そんなにも、そんなにもサバトのために──っ」

　サバトちゃんは、ふるふると震ふるえつつ、

「よぉし、じゃあ、がんばって作るんですぅ！」

　腕まくりをするのです。が、

「まってサバトちゃん」

　僕はそっと、彼女のツノを押さえます。

「ひゃはぅっ！　な、なんですぅっ!?」

「家主はこういう時、手出しをしないで僕達たちにまかせるものなんだよ？」

　頰ほおを染めて僕を見上げるサバトちゃんへと僕は優しく言葉を紡つむぎます。

「そ、そうなんですかぁ……？」

「うん、サバトちゃんはゆっくり休んでて？」

「わたくしたち三人が責任を持って、サバトさんの新しい家を作り上げてみせます」

「は、はぅぅ、わかったですぅ。じゃあ、サバトは新居完成パーティーのために、食べられる草を摘んで来るんですぅー！」

　こくんと頷うなずいたサバトちゃんは、さらに公園の奥へと茂みをかきわけて行きました。

「よおし、サバトちゃんが帰ってくるまでに新しい『サバトちゃんハウス』を完成させて、びっくりさせちゃおう!!」
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　ひと夜のうちに倒とう壊かいしてしまった、ダンボール製の『サバトちゃんハウス』。




「ただいま戻りましたですぅ！　遅くなってごめんなさいなんですぅっ！　つい草むらでウトウトしていたら……って、は、はぅぅううッ!?」

「おかえりなさい、サバトちゃん！（僕）」

「どう？　びっくりしちゃった？（ドクロちゃん）」

「今、ちょうど仕上げが終わった所なんですよ？（ザクロちゃん）」




　そこから天使の少女を救い出し、新たな家をつくるコトを申しで、彼女に明るい未来を約束するコトに成功した匠たくみ。




「あ……、新しい家が、完成してるんですぅ！」





　出来上がったのは、太い木を中心に、周囲を囲むように作られたダンボールの城。

　それでは、『思春期の探求者』たる桜さくらくんを筆頭に、三人がその手腕を存分に発揮し、ミゴト完成させたリフォームの全ぜん貌ぼうをご覧頂きましょう。






●玄関：ＢＥＦＯＲＥ→

　かつては湿り気を帯びたダンボールを、忍者屋や敷しきの秘密部屋に侵入するが如ごとくめくりあげ、腰を曲げて出入りしなくてはならなかった玄関。

『はうぅぅ、もうこの扉、ヨレヨレでちぎれて取れちゃいそうなんですよぅぅ。しかも四つん這ばいにならないと入れないですし、一いつ緒しよに土と砂が吹き込んで来ちゃうんですぅ……っ』

　脱いだ靴も外に出しっぱなしにしておくしかなかった『サバトちゃんハウス』の玄関は、匠たくみの手により──




○玄関：ＡＦＴＥＲ→

「た、立ったままでお家の中に入れるんですぅ!!」

「玄関の部分は大型冷蔵庫が入っていた箱を二個並べて作ったんだ。風が入って来ないようにサバトちゃんのカラダのサイズギリギリで扉を切り出したんだけど、大だい丈じよう夫ぶ？」

　今や『サバトちゃんハウス』の玄関は、僕とドクロちゃん、そしてザクロちゃんの手により、ダンボール製ながらも広く、大きく生まれ変わったのです！

「サバトのカラダのサイズをなんで桜くんが知っていたのかはよく解わからないですけど、もうばっちりなんですぅ！　はぅぅ、これでもうしゃがんだ時にスカートを気にしないでお家の中に入れるんですぅ！　しかも──」

　家主である天使は首を上に向け、

「──しかも、天てん井じようがビニール傘になっていて、とっても明るいんですぅ！」

「出かける時に、外の天気がわかると便利だからね」

「それとねっ、脱いだ靴は、ここに入れるのっ」

　ドクロちゃんは靴屋さんからもらってきた箱をサバトちゃんに差し出します。

「下げ駄た箱ばこまであるんですかぁっ!?　はぅぅ、これなら、野の良ら犬いぬに靴のかたっぽを持って行かれちゃうコトもなくなるんですぅっ」

「玄関は家の顔だから、特に力をいれたんだよ？　こうやって四人が入ってもまだ余裕があるくらい広く作ったし」

「ありがとうなんですぅっ。あ、こっちの小さな箱はなんなんですかぁ？」

　サバトちゃんは、靴箱の上に置かれた黄色い折り紙が貼はられた箱を手に取ります。

「あ、それはね」

　僕は〈ぱかり〉とフタを開け、

「家に帰って来た時に、サバトちゃんが外したツノをしまう箱だよ？」

「も、もうぅっ！　これは外れたりしないんですよぉ～っ！」

　サバトちゃんは両ツノを手で押さえて、顔を真っ赤にしてしまいます。

「それじゃ、次の部屋に行こうか。次は、お客さん用の部屋だよ？」




●客間兼リビングルーム：ＢＥＦＯＲＥ→

　かつての『サバトちゃんハウス』には存在せず、家主のたっての希望により作られるコトとなった『客間兼リビングルーム』。つい昨日までは、その役割はお外にある公園内のベンチが担当していました。

『せ、せっかく遊びに来てくれたのに、ご、ごめんなさいなんですぅ……。あの、サバトの部屋、今、散らかってて……は、はぅっ、いいんですよ桜さくらくんっ！　片付けならサバト一人でやるんですぅ！　それより、あの、あっちのベンチに行って、お話、したいんですぅ……』

　せっかくのお客様をおもてなしすることができなかったサバトちゃんなのですが、それも、匠たくみの手にかかれば──




○客間兼リビングルーム：ＡＦＴＥＲ→

「はぅっ！　このリビングルームだけで、前のサバトのお家の二倍以上あるんですようぅ!!」

　玄関から右手に伸びたトンネルのような廊下を抜け、まず一番初めに辿たどり着くのが、天てん井じようの高いお部屋です。

「気に入ってくれた？」

「も、もちろんなんですぅ！」

　その広さ、およそ六畳。僕の部屋とおなじくらいの空間です。床にはミカン箱のテーブルがあり、周囲には牛乳パックで作ったイスが四つほど並んでいます。

「なんだか、秘密基地みたいで、すっごくわくわくなんですぅ！」

　サバトちゃんは足取りも軽やかにダンボールの床をスキップします。壁には耐久性をそこなわないギリギリのラインで換気と採光のための窓が開けてあり、見ため以上の開放感を僕ぼく等らに与えてくれるゆとりの設計。

「ここなら、ボク達たちが遊びにきてもゆっくりくつろげるね！」

「もちろんその時は大歓迎するんですぅ！」

　イスに腰かけたドクロちゃんに向かって、サバトちゃんは指を立てつつウインクします。

「ねえサバトちゃん？　天井も見てみて？」

　僕はそんなウキウキな天使の視線を、上へとうながします。

「え？　天てん井じようって……、あ、わぁぁああ、すごいんですぅ！」

　そこには、ガチャポンのカプセルが、まるで色とりどりの星座のように埋め込まれているのです。

「最初はもう、いったいなにに使えばいいのかわからなかったんだけど」

「ね？　役にたったでしょ？　ボクの言ったとおりなんだからっ！」

「うん、カプセルは透明だし、明かりも採れてこれなら一石二鳥だよね」

「でもでも、コレだけの天井をどうやって支えているんですかぁ？　柱が見あたらないんですぅ」

　嬉うれしすぎて、それが不安になってしまったのでしょうか。彼女の瞳ひとみがわずかに曇くもります。思えば、喜びはいつもいつも裏切られてしまうという星を背負っているかのごとく、サバトちゃんには涙がよく似合います。そんな彼女を、僕は安心させてあげなくてはいけません。

「補強材として角材を四隅に配置してあるんだけど、それだけじゃなくって、主要箇所は全部、針金で木の枝と連結させてあるから、ちょっとやそっとじゃ天井が落ちてくるコトはないよ？」

「はぅぅ、なるほどなんですぅっ!!」

　ぱぁっと表情を輝かせるサバトちゃん。心なしか、彼女の瞳の下を彩いろどる黒紫色のクマが、すぅっと薄うすくなってきた気がします。

「あ、この箱はなんですかぁ？」

　改めて自分のリビングを見まわしたサバトちゃんは、ふと、テーブルの上にあった小箱を手に取ります。

「それはね、ゆっくりくつろぐ時にツノを取ってしまっておくトコロだよ？」

　口元に手をあて、もう片方の手でサバトちゃんの肩を〈つんっ〉とつっつくドクロちゃん。

「はぅっ！　もう、だからやめてくださいですぅっ！　これは、取ったり付けたりはできないんですよぅぅ……っ！」

　サバトちゃんはツノを押さえ、カラダをよじってほっぺを赤くするのです。

「じゃあ、隣となりの部屋に行こうか。次はお待ちかね、サバトちゃんのお部屋です！」




●寝室兼サバトちゃん私室：ＢＥＦＯＲＥ→


　昨日までの旧『サバトちゃんハウス』においては、その空間全すべてが『寝室兼サバトちゃんの私室』と言ってもよい間取りでした。

　なぜなら、家自体は大きな箱が一つという作りだったのですから。



『はぅぅ、ね、眠れないんですぅ。今度生まれてくるときは、地面がもっとふかふかしている世界がいいんですぅぅ……っ』

　これでは彼女の目の下に、余計にクマが育ってしまうというものです。しかし、そんな苦労も匠たくみの手にかかれば──




○寝室兼サバトちゃん私室：ＡＦＴＥＲ→

「こ、これはベッドなんですぅ！」

　部屋の間取りは、先ほどのリビングルームより若干狭い、ほぼ四畳。けれど、部屋の角にそって置かれた寝台はサバトちゃん一人ならば充分眠れる広さがあります。

「ここはボクが担当しましたー！」

　ふるふると肩を震ふるわせるサバトちゃんに向かって、ドクロちゃんは発育のいい胸を張ります。

「ありがとうなんですドクロちゃんっ！　サバト、ずっとベッドで眠るのが夢だったんですぅ!!」

　ビールケースをダンボールで覆おおったものが土台。その上に学校でもらってきた、破けた体育用マットを敷しいたのはドクロちゃんならではの工夫です。上にかけてある新しいシーツと掛け布ぶ団とんは家で余っていたものを持ってきました。

「この部屋にはね、いろいろな仕掛けがあるんだよ？　まず──」

「え？　なんなんですかぁ？」

　我慢できずにベッドに腰掛けて感触を楽しんでたサバトちゃんの背後、その壁に取り付けてあったスイッチをドクロちゃんが〈かちん〉と動かします。

　すると、

〈ずひぃーんッ！〉

「うひゃあっ！」

「なッ!?」

　不思議な紋様が彫り込まれたメタリックな立方体が突如、壁からスライドし、ベッドの直上に出現!!

「あ、あぶないんですぅ!!　これ、サバトここに寝てたら挽ひき潰つぶされてたですよぅッ!?」

「ねっ？」

「『ねっ？』じゃないよドクロちゃん！　確かにすごい技術だけど、これ、ぜんぜん意味ないよ！」

「その上とってもあぶないんですぅっ！」
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　僕とサバトちゃんの叫びに、しかしドクロちゃんは天使のわっかの中に『？』を回転させつつ、

「でも、カッコイイよー……？」

　盛んにスイッチをオンずひやん！[image: ][image: ]オフがしやん！と、と二次元の壁から立方体を出し入れします。

「とにかくその機能は封印して!!　キケンにミチミチた家を作るのは僕達たちの志に反しているよ！」

「えーっ？　だってこの他ほかにも、床が消え去って、ぬるぬるの──」

「いいからそのスイッチも封印してくださいッ!!　サバトちゃん平気だよ？　ほら、目を開けてごらん？　ここはキミの安らぎの場所なのだから。それにほら、この枕まくら元もとにあるプラスチックのケースがツノ入れだよ？」

「はぁぅ！　な、なんで各部屋に置いてあるんですかぁ!?　サバト、そんなに頻ひん繁ぱんにコレを取ったり付けたりするつもりなんかないんですぅぅっ！」

「それから、これはサバトちゃんの要望にはなかったモノなんだけど──」

　僕は、「このツノ入れ箱だって要望を出した覚えはないんですぅ」ともじもじ呟つぶやくサバトちゃんの手を取り、

「──一度、家の外に出てもらっていいかな」

「はぅ？」

　戸惑う彼女の背中を押すようにして、僕達たち四人は『新・サバトちゃんハウス』から再び屋外、空の下へと場所を移動しました。

「いったい、なんなんですぅ？」

　そして、靴を履はいたサバトちゃんへ、僕は太い木の枝から幹へと垂れ下がった頑丈なロープを手に取り、差し出します。

「さあ、どうぞこちらからお二階へ──」




　　　　★




　僕ぼく等らはロープを伝い、背の高い木の中程に縄なわを張り巡らせて設しつらえた〝二階〟へと移動しました。

　辿たどり着いたそこは、樹上のバルコニー。

「ここが、サバトちゃんの第二のお部屋だよ？」

　時は夕刻。木の上からは、沈みゆく夕日によって濃いオレンジ色と影色に塗りつぶされていく街を、望むコトができました。

「……────っ」

「サ、サバトちゃん？」

　が、しかし、見ればくるくるツノを持つ天使は広がる光景を前に動きを止めているのです。

「も、もしかして僕、余計なコトしちゃった？」

　予想していなかった彼女のリアクションに、僕は戸惑い、弁解します。

「えっと、今までは、なんかこう、スパイの覗のぞき穴みたいな窓しかなかったけど、ここなら今の生活もまんざらじゃないって、思えるかなって──」

「はぅっ！　ち、ちがうんですぅっ！　サバトは、……サバトは──」

　彼女は〈ぷるぷる〉と首を振り、僕を見上げ、

「──う、うれしくて……」

　金色の大きな瞳ひとみから、すぅっと頰ほおの上に細い水滴を滑らせるのです。

「はぅ、お、おかしいんですぅ。サバト、うれしいのに、なみだが、なみだが止まらないんですぅっ」

「サバトちゃん……」

「桜さくらくん、ありがとうなんですぅっ！　サバト、今まで生きてきて、今日が一番嬉うれしい日なんですよぅ!!　あ……、あと、あの、念のためにおうかがいするんですが、ここには、サバトのツノをしまう箱は……」

「もちろんあるよ？　えぇっと、この木の洞うろの中に──」

　近くの幹に僕が手を伸ばそうとすると、

「はぁぅっ！　だから、サバトのツノはそういうのじゃないんですぅっ!!」

　身をよじって僕の手を押さえつけるサバトちゃん。そして彼女はふと、うつむいて、

「でも……でも、サバト、やっぱり心配になってきちゃうんですぅ。桜くんとドクロちゃんとザクロちゃんが作ってくれたこんな立派な家が、もしまた『闇黒のダークネス双翼・フエザー・カァカァラス』の軍勢に取り囲まれてしまったら……」

「そんな時にはコレ」




　ぱぱぱぱしゅううッ!!




　突如、破裂音に似た衝しよう撃げきが頭上に連続で発生！

「はぅッ!?」

　見上げれば空高く、茜あかね空ぞらに見えていたのは、

「ペットボトルロケットなんですぅ……!?」

　僕は握っていたスイッチから指を離し、サバトちゃんへと差しだします。

「これがあれば、家に寄ってくるカラスを追い払うコトができると思わない？」

　それは、圧縮した空気と水で打ち上げられた飛び道具。推進力を失ったロケット群は、ゆっくりと地面に落ちていきます。

「はぅぅっ！　だいじょうぶですぅっ！　これならあの『闇黒のダークネス双翼・フエザー』もイチコロなんですよぅ！」

「それから、……ほら、ドクロちゃん」

　僕に背中をつつかれた天使の少女は、「うん！」と頷うなずいて、

「これ、ボク達たち三人で作ったのっ！」

　一歩前に出ます。そしてドクロちゃんは、『サバト』とかたどられた半透明に白はく濁だくしたオブジェを、家主である天使に差し出すのです。

「こ、これは……木工ボンドの表札なんですぅ!?　はぁぅっ！　サバト、絶対に家の玄関にこの表札を飾るんですぅ！　そして、サバト家の家宝として一生大事にするんですぅ!!」

　それから、

　僕ぼく等ら四人は日が沈むまで木の上で語らい、ロープを伝って地面に降り、みんなで玄関に表札を取り付け、お別れをしたのでした。




　　　　★




「サバト、今とっても幸せなんですぅ」

　桜さくらくんとドクロちゃん、そしてザクロちゃんに手を振って見送ったうっとりサバトちゃん。彼女は改めて自分が今日から住む家を見上げ、さっそく玄関のドアに手をかけます。

「じゃあ、さっそく、新居を満喫するんですぅ」

　しかし、

「あれ？　ドアがあかない……んですぅ？」

　手をかけた扉がびくともしません。

「これはどういう──」

「あ、それはねっ！」

　聞こえたのは、くりくりっとした女の子の声。

「はぅっ、ドクロちゃんなんですぅ？」

　振り返ったサバトちゃんが見たのは、さっき別れたばかりの天使の少女なのです。

「お一人で、どうしたんですかぁ？」

「あのね、桜さくらくんが『最近世の中ぶっそうなんだよ』ってこの前言ってたから、ボク、新しい『サバトちゃんハウス』に、きちんとセキュリティをつけてあげたの。だから、ちゃんと手続きをしないと家の中には入れないんだよ？」

「だからこのドア、開かなかったんですね？　わざわざありがとうなんですぅ。で、手続きってなんですかぁ？」

「まずはー、ここに、入って？」

　ドクロちゃんが案内してくれたのは玄関の扉の横、小さなダンボールがくっつけてある場所でした。サバトちゃんは、案内されるままに、マジシャンがアシスタントの女の人を閉じこめるような箱の中にしゃがみました。

「これでいいんですかぁ？　って、なんでフタをしちゃうんですかぁ!?」

　ドクロちゃんはサバトちゃんが中に入った箱のフタを〈ぱたん〉と閉め、

「これでよしっ〈かちり〉」

「し、しかもいま、鍵かぎをかけたような音がしたんですよぅドクロちゃん!!　なんなんですぅ？　ここ、ちょっと窮きゆう屈くつで苦しいんですよぅ？」

「セキュリティ、セキュリティ！　でね、壁にボタンがあると思うから、ちょっと押してみて？」

「あ、本当ですぅ。えいですぅ」

　すると、〈かちん〉とボタンは引っ込み、

『第一問ダイイチモン。用意ハ、ヨロシイデスカ？』

　聞こえて来たのは、とっても機械的な声。

「はぅ……？」

「そうするとね、次に天使だったら誰だれでもわかる質問をされるから、それに三問正解すると、玄関のドアが開くしくみなの。これなら普通のヒトはぜったいに入れないでしょ？　つまりどろぼうさんも入れないんだよっ？」

「なるほどぉ！　けっこうすごいセキュリティシステムなんですぅっ！　よぉし、じゃあ早く答えて、家の中でゆっくりくつろぐんですよぅ？　どんと来いなんですぅ！」

『ソレデハ問題デス。〝ルルティエ通信〟ノ最新号デ連載ガ始マッタ四こま漫画ノたいとるハ？』

「は、はぁうッ!?　ま、まってくださいっ！　サバトのトコロには、ずっと前からその『ルルティエ通信』ガ届イテナインデスヨゥッ!?」

『【Ａ】ゴッドくん　【Ｂ】ゴッドさん　【Ｃ】ゴッドちゃん　【Ｄ】ゴッドはん　【Ｅ】ミスター・ゴッド』

「しかもどれでもいい選択肢なんですぅッ!?　なんだかお話が違うんですよぉドクロちゃん！……それと、さっきからずっと気になっていたんですが、この電光掲示板はなんなんですぅ？　どうして〝爆弾マーク〟に向かって、導火線が激しく燃え迫る映像が出ているんですかぁ？　え、爆発……？　もしかしてこれ、答えられなかったら、爆発するんですかぁっ!?　そ、そんなの聞いてないんですぅッ!!　〈がちゃがちゃがちゃ！〉──って、なんでこの扉開かないんですかぁ!?　ドクロちゃんお願いですぅ、ここ開けて出してですぅ。〈がちゃがちゃがちゃ！〉……ひょ、ひょっとして、もうドクロちゃん、お外にいないんですかぁっ？　ひぃっぃ！　こ、このままだとサバト、またもや我わが家を失ってしまうんですぅ!!　こうなったらサバトの家は、サバト自身が守るんですよぅっ!!　じゃあええっと、【Ｂ】の『ゴッドさん』──いや、【Ａ】の『ゴッドくん』……??　はぁうサバトのこれからの運命が、こ、こんな問題に直結しているなんてぇ……っ!!　はぅぅ、う、裏の裏をかいて、やっぱり【Ｄ】の『ゴッドはん』かも、いやいや、やっぱり【Ｅ】の『ミスター・ゴッド』こそ、……あ、あぁぁっ！　もう導火線が爆弾に!!　ええい、じゃあ、【Ｄ】の『ゴッドはん』で……──っ!!」
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　天使の少女、ドクロちゃんは言い出したのです。

『ねえ桜さくらくんっ！　遅刻したら、みんなに置いていかれちゃうかも!!』って。

　そんなコトになってしまったらもちろんイチ大事。だから僕は急いでここまでやって来ました。現在時刻はなんと午前三時十五分。

「しまんちゅ点呼、はじめー！　せーのっ」

　天使の少女のくりくりヴォイスは夜明け前の暗くら闇やみの中、駅前噴水広場に響ひびき抜け、

「し・ま・ん・ちゅっ！」

　リズミカルに手を叩たたく少女にあわせて、僕は、

「ちゃんぷるうッ！」

「し・ま・ん・ちゅっ！」「ちんすこうッ！」

「し・ま・ん・ちゅっ！」「ヨナグニサン！」

「し・ま・ん・ちゅっ！」「マングローブ！」

「し・ま・ん・ちゅっ！」「シィーサァッ！」

「し・ま・ん・ちゅっ！」「シィクワァーサァァァ──ッ！」

「だーいせーいこーっ！」「あいやっ、いやそっソ──ッ!!」

　二人は両手でハイタッチするのです。

「どうするドクロちゃん！　もうこれで二人は島人しまんちゆの仲間入りだよ!?　ひゃぁっほー！　集合時間より一時間四十五分も早く来ちゃったからとて、なにするものぞー！」

「さぁっすが桜くん、ふとっぱらぁっ！」と、天使の少女は大きな深緑色の瞳ひとみを晴れた日の二十五メートルプールの如ごとくキラメかせ、黒いミニスカートをくるりとひるがえし、

「どうしようボク、ドキドキがとまらないの！　だってだって、桜くんと一いつ緒しよに、南の島で、だなんて……ど、どうしょうっ！　ボク、そんなじゅんびは、ぜんぜんーっ!!」

〈ごぶしゃー！〉

　痛部を見れば左脇わき腹ばら。鋼鉄バット『エスカリボルグ』は僕肉をかすめ、半円を描いて骨盤の上を通ツウ穿ガしていました。そして未いまだそこにある殺さつ戮りく鉄塊。僕は冷やかな太いトゲトゲにそっと触れ、

「僕、このまま死ぬの……？　ねえ、ドクロ……ちゃん──」

「きゃっ！　ごめんなさい桜くんっ！　だめっ、動いたらだめ！　こ、こうなったらー！」




　ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪




　僕の身体からだを心配してくださった皆さん、どうもありがとう。そしてごめんなさい。若い二人は、ちょっと浮かれていたみたいです。

　だって聞いてください。聞いてくださいよッ!!　あのですね、実は僕達たち、これから、

「沖縄に行くんでーす!!」

「さ、桜さくらくんどうしたの？　急に両手でピースしながら立ち上がっちゃだめ……！」

　そうなのです。なんとこれより、この埼玉県から遥はるか南方〝沖縄県〟はイリオモテ島へと向かうのです！　すなわち撲ぼく殺さつ騒トラ動ブル＜より沖おき縄なわ旅行トラベルッ！

「うぅん、それだけじゃないんだ。それだけじゃないんだよドクロちゃん！」

　三泊四日、魅み惑わくの沖縄旅行。しかも一いつ緒しよに行くメンバーの中には僕が恋してやまない幼なじみの静しず希きちゃんが参加しているという事実！

　そして嗚あァ呼あ、僕は今ここに誓うッ！

　今回こそ、今回こそ迷い無く一直線に、静希ちゃんへ我わが募る想おもいを伝えてみせると!!

　そのためならばどんな艱かん難なん辛しん苦くもいとわない僕という男、草くさ壁かべ桜は考える。

　この、大人のいない『僕達だけの旅──theBeautifulWorld──』において、水みな上かみ嬢じようをエスコートするコトはもちろん、常に頼たよりがいのあるトコロを見せるコトができる者こそ、彼女への『愛の告白』を遂げるにふさわしい人物なのだと！　もちろんその点ご安心ください。僕はどんな時にも静希ちゃんの盾となり、時には剣となる覚悟があーるッ!!

　そうと決まればさっそく荷物チェック。できる紳士はイザという時に忘れ物で慌てたりはしないものです。僕は足元のバッグを開いて着替えよーし！　水筒よーし！　海パンよーし！　水中メガネよーし！　飛行機のチケットよーし！　……え？　ヒコーキ？

「ボク、ヒコーキに乗るのもたのしみー！」

　目の前では両手を水平にして嬉うれしそうにくるくる回っているドクロちゃん。そ、そうでしたぁーッ！　僕も今日初めてヒコーキに乗るのでした!!　ちょ、ちょっと待ってください！　飛行機って、て、鉄テツでできてるんでしょ!?　う、うそだうそだ！　あんな重たいモノが飛ぶはずないのッ！　ワイヤーをＣＧで消してあるだけなのー！

『ウロタエるな草壁桜！』そ、その声はおうムル!?　どこ？　どこにいるの？　僕に姿を見せてよ！『命を持たない鉄の塊であっても、想いが通じれば蒼そう穹きゆうを翔かけるコトすら可能なのだと昨日あんなに復習しただろう？　もう恐こわくはないハズだ。それより今は機内マナーの再確認が先決ではないかね？　みんな最初は初心者なのだから』その通りでした！

「よ、よぉし、それじゃあ二人で一緒に確認しよっかドクロちゃんッ！　いくよ？　飛行機の中で禁止事項しちやだめなことを三つ、お答えください！」

「はーいはいはいはい！（手をあげてぴょんぴょんとアピールするドクロちゃん）」

「はい、ドクロちゃん！」

「ひとつ！　『りりくちゅうに席を立たないでください！』」

「グッド!!」

「ふたつ！　『シートベルトはおしめください！』」

「トレビアーンヌッ！　いいよいいよ次が最後です！　頑張ってドクロちゃん!!」

「みっつ！　『ぼくさつはしないでください！』」

「パァーフェクツッ!!　サイコーだよーッ！　感動した！」

「やったぁー!!」

「待ってドクロちゃん!!　エスカリボルグを持ったままそんな『手足が何本にも見えるだだっ子みたいな動き』で僕に抱きついてきたらぁぁー……ッ!!」

〈ぱごぐぐぐむー！〉アテンションプリーズ。ただいま当機は乱気流の如ごとき鋼鉄バットに巻き込まれました。えー、僕ビーフｏｒ僕チキーン？　ただし主食ごはんも副食おかずも肉オンリーを覚悟せよ。どこを向いても骨肉のフレッシュミートですので、この中にお医者様がいらっしゃいましても、もう助かりはしないのです。〈が、がくり……！〉

「きゃっ！　桜さくらくんがぐちゃぐちゃに……！　だいじょうぶ!?　でも、今のボクならファーストクラスで桜くんを……！」

　天使の少女は、棘とげ棘とげだらけの鋼鉄バットを足元に広がる赤い水みず溜たまりに向かってさっと一振りいたします。




　ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪




「本当だよ!?　本当にこういうコトを飛行機の中でやっちゃだめなんだからね!?」

「もうしない、ぜったいに二度としないから！　ぜったいいい子になるからぁ!!」

　１／１スケールで復刻、尻しり餅もちをついたままの僕に駆け寄った天使の少女は、

「まったくしかたないなぁ。今回は沖縄旅行だから特別だよ？」

「えへへ、うん……っ！」

　感謝を表現したいのでしょうか。なぜか膝ひざの上に腰かけるようにして首に抱きついてくるものですから、彼女が僕の腿ももの上に重みと共に与えてくる感触を大切にしていいのか、上半身に密着してくるカラダの柔らかさを大事にしていいのか、もう判断がつきません。そしてさらには背中にも、なにやらゴツゴツと骨張った不快な肌触りが生まれてくるものですから、

「ありがとうザンス桜くん！　ミィも今回ばかりはきっちり団体行動を取るザンスよ！」

「なんでアナタが──」

　突如画面内に出現した、ピンク色のモヒカンに貫通された哀れなエンジェルリングを持つ鷲わし鼻ばな＆サングラス＋変な革ベスト短パン男に、僕は一歩踏ふみ込んで、

「──ココにいるんですかーッ!!」

「ごんまーッ！（モヒカンで地面を削り取りながらくるくる吹き飛びつつ）ミィも連れテッテ欲しぃんザンス！　ヌーディストビーチｉｎ沖縄へーッ!!」

「どこで仕入れたんですかその情報を!?　ヌーディストビーチなんかないですよ沖縄に！　いいかげんもうザンスさんは帰ってください『未来の世界』に」

「もう『未来の世界』には戻りたくないザンスー。違うんザンス！　待ってくださいザンス桜さくらくん！　実はミィはこのアイテムをユゥへお届けに参った新たなる使者ッ!!」

「え……？　僕に、お届け物？　噓うそをつかないでください！」

　僕はザンスがかけているサングラスのブリッジをつまんで、そのままへし曲げました。

「へぷぅヲーッ!?　な、なにするザンス桜くん！　ミィのサングラスをッ!?　ウソじゃないんザンスよ!?　聞いて驚おどろくナカレザンス!!　なんとミィは、かの、水みな上かみ静しず希きちゃんからお電話をウケタマわッテいるんザンスよー!!　はい、これどうぞザンス」

「って、コレ家の電話の子機じゃないですかーッ!?　ひとんちの電話をこんなトコロまで持ってきて……返してらっしゃい!!　こんな場所で使えるわけがないでしょッ!!」

「チっチっチ、ユゥは相も変わらずベリースウィートザンスね。ミィはあけみさんの『携帯電話が欲しい』という言葉と想おもいにイチネンホッキ。苦難の末、家の電話を改造して街中でエレガントに使いこなせるようモデルチェンジに大成功！　あけみさんも大喜びでビールをお酌しやくしてくれたザンスよー！　あと『ルルティエ』からも電話がかかってくるようになって実にナイス」

「なにが『実にナイス』だ！　僕んちの電話に勝手な改造をほどこすなァァーッ!!」

「シィィエエエ[image: ][image: ]ッ!!　そんなに強くまつげをひっぱっちゃダぁメザンスぅぅ!!」

「あと僕のお母さんともうこれ以上コミュニケーションを取らないでください！　わかりましたか!?　わかったら『ごめんなさい』と言ええッ!!」

「ごめんなさいごめんなさいザンス桜くん！　ごめんなさいと言っているのになんで今度はミィのまゆげを引っ張り続けるんザンスかユゥは!?　さ、さてはミィを沖縄に連れてってくれないつもりザンスね!?　ならば、せめてこの『食べラれるザンスちゃんフィギュア』をミィだと思って一いつ緒しよに連れて行っ──」

　手渡された珍妙なポーズのフィギュアと共に、僕は四し肢しよ砕けよとばかりにクズ籠かごへとザンスを折りたたみ＆勢い余って宙に滞空していた子機をキャッチ。保留音状態に点滅しているボタンに指をかけました。

　──僕らの間では沖縄旅行において『なにかあった際』には、参加メンバーに電話連絡で確認しあうコトが決められていました。ならば静希ちゃんの『なにか』とは!?　まさか、彼女は旅行前にどうしても僕に告げなくてはいけないコトができて……、すなわち、二人は実は両想いステデイだった!?　それに僕が気がつかなかっただけで!?　ごめん静希ちゃん僕ってニブイ男！

「も、もしもし!?」

　僕は通話ボタンをプッシュ！　すると、

『もしもし……』

　聞こえるくぐもった声の主は、

「──静しず希きちゃん？」

『うん』

　というコトは、やっぱり!?　オ、落ち着きなさい草くさ壁かべ桜さくら！　男の子でしょ？

「あ、ひょ、ひょっとしたら、ずっと、待たせちゃってた？」

『うぅん、そんなことないよ？　さっき、ザンスさんにかけ直してもらったの』

「よ、よかった、そうなんだ。あ、静希ちゃんももう起きてたんだ。今日は楽しみだよね！　昨日はきちんと眠れた？」

『うん、眠れたよ？』

「いいなぁ、もう僕なんかぜんぜん眠れなくってさ、しかたなく布団ふとんの中で一人、子守歌を歌ってたら自分で歌ってるもんだからどんどん目がさえてきちゃうし！」

　けれど、受話器の向こうからは、なぜか反応がなくて──

「あれ、静希ちゃん？」

『……、ごめんなさい……』

「？　どうしたの？　なんか、あったの？　あ、こ、子守歌はだめだった!?」




『沖縄、いけなく、なっちゃった』




「……え？」

『熱が出ちゃったの。今、三十九度あって』

　ちなみに彼女の平熱は〝三十六度二分〟。

『南みなみさんには連絡したんだけど、桜くんの家に電話してみたら、もう、出ちゃってるって……』

「ご、ごめん！　実は今、集合場所にいるんだよ、遅刻しちゃいけないと思って！　駅前に！」

『そうなんだ。桜くんらしいんだ』

　彼女は〈くすり〉と笑って、それから、

『なんで私、風か邪ぜなんか引いちゃったのかな。楽しみにしてたのに』

　声が、だんだん、小さくなっていきます。

『私も桜くんやみんなと一いつ緒しよに、沖縄にいきたかったな──』

「……静希、ちゃん」

『あのね、私、だれにも言ってない秘密の計画があったの』

「秘密の……計画？」

『沖縄のイリオモテ島には、宝たから物ものがあるんだって』

「たからもの……」

『それは人魚の形をした貝なの。見つけるコトができれば、願いが一つだけ叶かなうって』

　願いが、一つだけ……。

『その貝、一いつ緒しよに探したかったね』

「うん……」

　その時、にわかに静しず希きちゃんが受話器の向こうで小さく咳せき込む音が聞こえました。

　僕は、

「ねえ、静希ちゃん」

『ん……ごめんなさい。なぁに？　桜さくらくん』

「それ、僕が見つけてきてあげる」

『え、そんな……』

「だめかな？」

『うぅん、……嬉うれしい』

　僕は、「うん」と頷うなずきます。

『……そろそろ切らなくちゃ。沖縄、楽しんできてね』

　受話器に、息がかかる音。そして、

『行ってらっしゃい、桜くん。気をつけて』

「うん、行ってきます、静希ちゃん。静希ちゃんも、早く、よくなってね」

　彼女が受話器を置いたのを確認してから、そっと子機の【切】ボタンを押します。

　最後、静希ちゃんは、涙声だったかもしれません。

「だれから電話だったのっ？」

　ずっとベンチに座って、クズ籠かごのザンスをスケッチしていた天使の少女が尋ねてきます。

「静希ちゃんからだった。沖縄、いけなくなっちゃったんだって……」

「ええええーっ！」

　そう、ドクロちゃんだって知ってるのです。

　──彼女はこの旅行を、とても楽しみにしていました。教室で旅行の話をしている時だって、僕はずっと静希ちゃんの笑顔を見ていたのです。……僕も、静希ちゃんと一緒に、沖縄にいけなくて残念だけど、でも、一番つらいのは、家にいなくちゃならない彼女自身……。

　白み始める空。

　そこに僕は、未いまだに輝きを失わない一粒の星をみつけます。

　……決めました。

　静希ちゃんが沖縄にいけないのなら、せめて、彼女の秘密の計画。

　僕が片かた想おもいしてる女の子が探そうとしていた貝を、

「僕が、絶対に、みつけてくるからね」

　あの星が、あの『静しず希きちゃん星』が頭上に耀かがやき続ける限り、僕は決してくじけない……!!

　そして、拳こぶしを握りしめる僕の誓いは、早朝、夏の大気を東方より金色に焦がし始め──




　──こうして、誰だれよりも熱い心を内に秘めた一人の少年、草くさ壁かべ桜さくら、そして天使の少女と仲間達たちの、南の島への旅が始まるのです。

　これは遥はるか南方、ニライカナイの物語。







[image: ]

　さあ、心の中の日本地図を広げてください。

　そしたら人差し指をまずは〝関東地方〟に置いて、左下にゆっくりゆっくり次第にギューン！　本州を過ぎて九州を縦断！　すなわち飛行機で南西に二千キロ、〝沖縄本島〟も通過して着陸いたしますのは石垣島の〝石垣空港〟。

　さらにそこから高速フェリーで海上を西へ一時間疾走すれば北緯二十四度二十分、東経百二十三度五十分。目的地であるイリオモテ島に、

「とうちゃぁぁああくっ！」

　紺あおくて瑠あ璃おくて藍あおくて蒼あおい、まじりっけ無しの碧へき空くう。

　ノースリーブの白いシャツに黒いミニスカートな天使の少女は、沖縄の空へと舞い上がるみたいにタラップから桟橋へとジャーンプ!!

「ふぁあー。やっとついたー！」

　僕はドクロちゃんを追いかけるように港に降り立ち、輝くような島の緑、からりと暑い空気を深呼吸です。

　フェリーを振り返れば、ここまで一いつ緒しよに来た今回の旅の仲間達たち。クラスメイトの南みなみさんに、親友の宮みや本もと、それからちえりちゃんが桟橋を渡ってやってきます。

　時刻は午後〇時。

「無事につけてよかった」

「うん、ありがとう南さん！」

　今回の旅をコーディネイトしてくれたのは、実はこのクラスメイトの女の子なのです。彼女は白いつば広の帽子から零こぼれる長い黒髪を耳の上へ淡々とかき上げ、

「一時は桜さくらくんが『飛行機が落っこっちゃうー』って、泣き崩れて大変だったけど」

「た、たしかに、ちょっと機内が揺れて恐こわかったけど、僕そんなコトしてな──」

　しかし、そんな返答にもまったくの無表情クールフエイスで、南さんは僕のすぐ脇わきを通過！

　今日から三泊四日、僕らは南さんのおばあさんが経営している民宿に泊まるコトになっていて、宿の手配や飛行機のチケットなど、今回は全すべて彼女が手配してくれたのです。それはとっても嬉うれしくてありがたいのですが……。

　と、その時。

「水みな上かみが来れなかったのは残念だったな」

　僕の肩を〈ぽん〉と叩たたくのは、眩まぶしそうに目を細め、フェリーの向こうに広がる大おお海うな原ばらを眺める宮本。ああ、ナニゲない親友の心遣いが今の僕には、染みる……！

「あ、あの……」

　その声に二人して振り返ると、歩み寄って来るのは日傘をさした文学少女、ちえりちゃん。もちろん二人も、沖縄旅行の大切なメンバー。彼女は小さなカメラを手に、顔をまっかにしてうつむいていて、

「どうしたの？（僕）」

「あ、あの、よければ、一枚……静しず希きちゃんへのおみやげにもなるし……（ちえりちゃん）」

「ん？　小野さんを撮ればいいのか？（宮本）」

「そうじゃなくて、あ、あの、その……宮本くんと、一緒に……（下を向いてもじもじしているちえりちゃん）」

「あっ！　ああ、……うん（頷うなずく宮本）」

「宮本くん……！（彼を見つめ上げるちえりちゃん）」

　突然発生する宮本とちえりちゃんの『二人っきり結界』。……どうして？　なんで宮本だけなのですか？　おまえ、僕の親友じゃないんですか？　僕にだって本当はここに静希ちゃんという──片かた想おもいではありますが、とにかく──大好きな女の子がいたハズだったのに……!!

　ああ、泣いたりなんかしないって決めたのに、涙さんが瞳ひとみを過剰に潤うるおします。僕があわてて目頭を押さえた、その時、

「はぁぅ、やっと、到着したんですかぁ……？」

　フェリー内部から聞こえてきた、弱々しくも眠たげな甘ぁい声。中からよろよろと這はい出て来たのは二本のくるくる羊ツノを頭部にたずさえた寝不足天使、サバトちゃん。彼女は早朝、ペットボトル鳥獣撃退ロケット用ミサイルが尽きてダークネス・フェザー（注：ココではカラスのコト）の一団に公園を追われ、地元駅周辺を当てもなくふらふらしていたトコロを僕にみつかり、静しず希きちゃんの分のチケットでここまでやってきてしまったのです。

「やってきてしまったんじゃないですぅ！　サバトは行き先も告げられず、半ば強制連行されてココまで来たんですよぅっ!?」

　しかも乗り物全般に弱い彼女は、ヒコーキを降りてから乗った海の男達たちが操るじゃじゃ馬高速フェリー『まっどまっくす』のアラクレ漕そう法ほうに悪酔いしてしまいました。

「う、うぷぅ……。と……ところで、ここはどこなんですかぁ!?」

　きょろきょろとぼとぼとタラップを歩いてやってきた彼女に僕は、

「え、イリオモテ島だよ？」

「は……はぁうッ!?　イリオモテ島って、ええと、あの、サバト知ってるんですよぅ!?　ずっとずっと南の〝おきなわ〟っていうトコロにある海のきれいな島なんですぅ!!　はぅぅっ、待ってください！　サバト、こんな素す敵てきな南の島にやって来たのに、旅行の用意なんかなんにもしてないんですよぅっ!?　さ、桜さくらくんの、バカぁぁっなんですぅーっ！」

　そんなメンバー六人でお送りいたします。

「そろそろ迎えがくるはずだから。とりあえず、あそこの休憩所へ」

　南みなみさんはショルダーバッグをかけ直し、手首の時計をちらりと見ます。僕らは『まっどまっくす』の甲板に並ぶ、セーラー服を着た妙に生白い肌のお兄さん達に手を振り、てくてくと歩きだしました。

「それにしても、すげートコロだな」

　ちえりちゃんのスポーツバッグもかついでいる宮みや本もとは、道沿いの海を眺めて感心しています。

「はい、同じ日本じゃないみたいです……」

　北関東よりずっとまぶしい太陽が作り上げる亜熱帯なイリオモテの景色に、彼の隣となりを歩くちえりちゃんも、声を弾ませます。

「こんなきれいな南の島で──」

「──心もカラダもおもわず開放的になっちゃう？（ドクロちゃん）」

「お、おそらくは……（カメラ片手に真っ赤になるちえりちゃん）」

「ちょ！　なに聞いてるのドクロちゃん！　ちえりちゃんも素直に答えないのッ！　なんかなまなましいでしょ!?」

　そんなこんなですぐに到着してしまう道沿いの休憩所。僕達六人は屋根の下、石のベンチでひと休みしながら迎えの車を待つことになりました。

「ふぅ……」

　そして僕が足元に置いたバッグから水筒を取りだし、ザクロちゃん特製のスポーツドリンクをコップに注ついで、一息ついていると、

「あっちに案内板がある」

「どれどれー？」

　みんなはいつの間にか脇わきにある観光案内板にわらわらと集まっているのです。気がつけば休憩所にいるのは、僕ひとり。

「そうだ、いまのうちに」

　こうしちゃいられません。みんながコチラを見ていないこの隙すきに、僕と静しず希きちゃん（になりきった僕）が交互に綴つづる『一人交換日記☆沖縄旅情編（一日目）』に着手するべきなので、軽やかに　ノートにペンを　ハシラせる　キミへの想おもいが　そうさせるのさ。思わず一句だなんて僕って冴さーえてるー！　〝Ｄｅａｒ静希ちゃんへ。イリオモテ島についてすぐに、これを書いています。今は迎えの車を待っているトコロ。沖縄はやっぱり日本の南端なだけに、すごく暑くて日差しが強いです。でも、なんだかとても気持ちのいい場所です。想像していたよりもずっとずっと海は透明でキレイで、緑もくっきり鮮やか。なんでもこの島は面積の八割以上が手付かずの原生林だっていうから、なんだかドキドキしちゃいます。……こんな楽園みたいな島に、キミと一いつ緒しよに、来たかったな。うぅん、でも僕らはまだ十四歳。まだまだそういうチャンスはいっぱいあるよね！〟

「よぉしノって来たぞ!?　〝だから、今度僕と静希ちゃんが二人っきりで来る時のために、おすすめスポットをいっぱい見つけ──」

　気がついたのは、その時です。

「──ぇ？」

　ふと顔を上げると、隣となりで、小学校二年生くらいの見知らぬ少女が一人、僕のノートをじっと覗のぞき込んでいるのです。

「（ふ、ふぅああァア───ッ!!）」

　慌ててノートを閉じる僕ですよッ!?　いつから!?　いつのまにいたのーッ!?

　小さな女の子はベンチの背もたれに深く腰かけ、カラダをひねるようにしてコチラを向いていました。着ているモノはぶかぶかの白いＴシャツ。たぶん大人用なのでしょう。ワンピースのように腰まで届いています。そこからのぞく手足、首筋はきれいな小麦色で──

〈にゃーぁ〉

　その鳴き声と共にＴシャツの裾すそからでてきたのは、一匹の黒っぽい茶色の仔こ猫ねこ。彼女のむきだしの腿ももの上で丸くなり、猫は興味深げに僕を見つめて来ます。

　そして、閉じられていた日記帳ノートの表紙をずっと見つめていた南国な少女も、仔猫の視線を追うように〈ちらり〉と、僕を見るものですから、

「こ、こんにちは」

　思わず、小さく会え釈しやくします。

「……うむ」

　それはまるで風に揺れる若葉の音色みたいに澄すんだ声。少女は指先で仔こ猫ねこの前足、肉球をつつきます。するとネコは小さなあくびをしてから〈にゃ〉と鳴きました。

「地元の子？」

「……、応おう」

　なんだか男の子みたいな言葉遣いで頷うなずいてくれたのはいいのですが、それっきり彼女は、傍かたわらに置いてある僕の水筒の方をじっと見たまま、仔猫を撫なでています。

　僕から見えているのは、少女の濡ぬれたように艶つやのある長い黒髪。……日記を再開するわけにもいかないし、彼女とずっとこのままなのも、もにょもにょする感じなので、

「え、えっと、お名前は？　僕は草くさ壁かべ桜さくら」

　なんとなく、尋ねてみます。

「くさかべさくら」と、少女はつぶやき、それから、

「ふむ、私の名なら、世果報」

　けれど、言葉はあまりにも不思議な響ひびきをもっていたので、

「え、あ、ご、ごめん、もう一回、いい？」

「世ゆ果が報ふ」

「ゆがふ、ちゃん……？」

「応」

　頷いて、少女はなんだか満足げにネコをくすぐり続けるのです。

　そういった彼女の仕草、雰ふん囲い気きに、僕はふと、妙な感覚にとらわれていました。

　この女の子とは初めて逢あったハズです。なのに、なんだか、そうじゃないような気がするのは──

「それ」

　ゆがふちゃんが指さしたのは、さっきから彼女が見ていた、まだちょっと中身の残った水筒のコップ。

「……喉のど、渇いてるの？」

　その問いに、ゆがふちゃんは少しだけ、コクリとうなずきます。

「じゃあ今、もう一個のコップで──」

　僕が水筒を手にしようとすると、

「それでいい」

　さっと腕を伸ばし、僕の手からコップを取り上げました。

「あ、ちょっと……！」

　そして彼女が中身を飲もうと、長めの前髪をかき上げ、小さな顔をあらわにしたその時、

「──!?」

　僕は、固まります。

「どうした？」

　尋ねるゆがふちゃんのその凜りんとした瞳ひとみ、涼しい口元、重なる姿は──
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「あ、い、いや、ごめん。ゆがふちゃんが」

　──静しず希きちゃん。

「僕の友達に、すごく似てて……」

　ゆがふちゃんは、ぜったいここにいるはずのない、僕の片かた想おもい相手に、正確には、幼い頃ころの静希ちゃんに、あまりにも瓜うり二ふたつで……

「ぅむ、友達とは？」

「ええと、僕の幼なじみで──」

「桜さくらくーん!!」

　僕を呼びつつ、こっちに走ってくるのは、

「あ、ドクロちゃん！　もうお迎え来たの？」

　手を振る天使。僕は立ち上がって言葉を返します。

　視線を移せば、さっきから一台も車が通ってなかったアスファルトの向こうから、白いワゴン車がやってきます。僕はゆがふちゃんに振り向き、

「そうだ、僕達たちこれから──」

　しかし、

「あれ……？」

「もう、なにやってるのっ？」

　飛びつくようにやってきて、僕の腕を取る天使の少女。

「いなく、なってる」

　さっきまで確かにここにいた奇妙な少女は仔こ猫ねこごと、カゲもカタチも、僕の水筒ごと、いなくなってて──

「……桜さくらくん？　どうしたの？」

　心配そうに天使の少女が尋ねて来たから、

「えっと、いまココに、このくらいの小さな女の子が──」




　ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪




「桜くんはこんなトコロに来てまで小さな女の子の話なの!?　時と場所を考えて！」

「えええッ!?　ドクロちゃんに言われたくないよ!!　キミこそ時と場所をどう踏ふまえたって僕をバラバラにしたらダメなのにっ!!」

　僕と天使の少女はポカポカとケンカしながら、沖縄ナンバーなワゴン車が止まった場所まで小走りです。

「おまたせー」

　それは少しだけハスキーな女性の声。

〈がちゃっ〉と運転席のドアを開け、僕達の前に姿を現したのは一人の背の高い女の人でした。

「イリオモテ島にようこそ」

　長い黒髪はポニーテール、タンクトップから伸びるきれいに焼けた腕で彼女は南みなみさんの肩を抱き寄せ、

「私はこの子の六つ上の姉で、菜な月つきっていいます。よろしく」

　少しだけ照れたように微笑ほほえみました。

　続いて南さんは僕らを一人ずつお姉さんに紹介してくれます。

　宮みや本もと、ちえりちゃん、サバトちゃんと来て──

「こっちが、三み塚つか井いドクロちゃん」

「よろしくね、ドクロちゃん」

「うんっ！　よろしくおねがいします！」

「それで、こっちが桜くん」

「草くさ壁かべ桜さくら、中学二年生です。よろしくおねがいします」

「あー、この子が、あの」

「え？」

「迎えに来てくれて、ありがとう」

　南みなみさんは僕を遮るように、菜な月つきさんにお礼を言いました。

「いいのよ今回はお客さんなんだから。こっちこそちょっと遅くなっちゃって」

　うりゃうりゃと妹の髪をくしゃくしゃにする菜月さんは、ええと、なんというか、久しぶりに会うハズのお姉さんのスキンシップにも表情を変えない南さんとは、印象がカナリちがいます。

「トランクあけて」

　抱ほう擁ようから解放された南さんは荷物を持ち上げます。

　僕らもそれに続いて車の後方に回るのですが、

「はいはい……、と──」

　トランクを開けた菜月さんは、再び南さんの顔を覗のぞき込むのです。

「──めずらしい。すっごく嬉うれしそうね」

　でも、黒髪のクラスメイトはいつも通りの、クールな面持ちのまま。

　だから僕は思わず尋ねます。

「え？　南さんそうなの？　今、嬉し──」

〈ばたぁん!!〉と、

「車に、乗りなさい」

　凄すごい勢いで南さんはトランクを閉めました。

「う、うん……」

　菜月さんは車のキーをちゃりんと鳴らし、

「よし、じゃあ宿まで六名様、ご案内～」




　　　　★




　頰ほおを赤らめ、そっと僕から視線をそらす天使の少女。

「ボ、ボクなら、平気だよ……？　だって、いつも、桜くんと一いつ緒しよの部屋みたいな、ものだし……」

　部屋は簡素な十畳間でした。でも本来は、男女別々の部屋割りだったハズで──

「ほんとごめーん」

　菜月さんは「はっはっは」と笑っています。

「一部屋でいいのかと思ってた」

　民宿『びぎん』。

　南みなみさんにちえりちゃん、ドクロちゃんとサバトちゃん、そして僕と宮みや本もとの六人は『さーたーあんだぎー』と名付けられた部屋に荷物を下ろしていました。

「もう他ほかの部屋はふさがっちゃってるし、ちょっと狭いと思うけど我慢してね？」

　というわけで、部屋のはじっこに積んである布団ふとんを敷しいて並んで眠る方式なこの部屋に、

「ど、どうするこれ、ねえ南さん。あれ、どうしたの？　顔赤いよ？　やっぱり、みんなをここまで連れてくるのって神経使うから──痛い！　南さんに叩たたかれた!?」

「サ、サバト、こんな立派なお部屋で、しかも桜さくらくんと一いつ緒しよなんですかぁ!?」

「きょ、今日から三日間、宮本くんと、同じ部屋で……」

「あぁっ！　ちえりちゃんがまたはなぢだしたー！」

「宮本！　おまえはこっちにきなさい！　ちえりちゃんと離れて！」

「…………（ぱさ）」

「そして南さん、まだ布団を敷くのは早い！　どうしちゃったのさ南さん！」

「桜くんとだったら、ボク、いいよ……？」

「な、なにが!?」

　混乱してしまう六人！　宿に着いてそうそうてんやわんやです。というか、どうして静しず希きちゃんも一緒にこのハプニングに巻き込んでくれなかったのですかカミサマ!!　あんたは酷ひどいヒトだよ！

　それからラウンジに移動した僕らは菜月さんと南さんのおばあさんと一緒に談笑し、やがて時刻は夕方、六時三十分。

『いただきまーす！』

　六人が集合したのは食堂。これからみんなでお夕飯なのです！

「たくさん食べてくださいね」

　と、まっしろい髪を細く一本縛しばりにして腰までたらした南さんのおばあさんが、ご飯をよそってくれました。さっそく僕達たちは箸はしを動かし始めます。

「あ、ねえねえ桜くん、コレはなんのお肉？（ドクロちゃん）」「えっと、なんだろうこれ。ハムみたいだけど、ちょっと違うし──」「それはスパム。豚肉を加工したもの（南さん）」「なぁ桜、こっちのつぶつぶした緑のはなんだ？（宮本）」「えぇと、きっと木の実かなんか──」「それは海ブドウ。海かい藻そうの一種（南さん）」「草くさ壁かべさん、このもちもちしたお豆腐みたいのは……（ちえりちゃん）」「え、あぁ──」「それはジーマミー豆腐。ピーナッツで作ってあるの（南さん）」「こっちの骨付き肉はなんなんですぅ？（サバトちゃん）」「そ、その肉なら、えぇっと──」「それはてびち。いわゆる豚足（南さん）」「ねえねー桜くんっ、じゃあこの──（ドクロちゃん）」「ていうか待って？　なんでみんな僕に聞くの!?　そりゃ僕だってスラスラみんなの質問には答えたいよ!?　でも知らないもんッ！　さっきから南さんが全部答えてるんだから最初から南みなみさんに質問すればいいでしょ!?　僕は沖縄博士でも料理研究家でも無いんだからー！　というか、僕さっきから食べられてないよご飯を！　みんなはぱくぱく食べてるのに……!!」

　みんながごちそうに対する一通りの好奇心を満たしきったとき、止まりがちだった僕の箸はしははじめてスムーズに動き出すのであった。

　そんな中、

　電話の子機で誰だれかとお話ししている南さんに僕はふと、目を留め──っていうか、

「待って？　南さん、それ僕の家の子機じゃない……？　なんで南さんが持ってるの!?」

「カバンの中にあったから」

「僕のカバンの中にでしょ!?　理由になってないよ！　っていうかここ沖縄なのに通じたんだ!?」

「桜さくらくんちょっと今電話中。後ろで騒さわがないで」

「南さん、完ペキにそれ自分のモノにしてるけど……、いったい、誰と話して──」

「静しず希きちゃん。夜に連絡するって言ってたから」

「……え？」

　答えた南さんは、続けて、

「電話、代わりたいヒト」

「あ、僕──」

　箸を持った手をあげようとした瞬しゆん間かんでした。

『ハイハイハイハイハイハイ!!』

　イスを蹴け飛とばさん勢いで立ち上がり手をあげる仲間達たちッ!?

「ちょ、ええッ!?　みんなも!?　サバトちゃんはともかく、なんで菜月さんやおばあさんまで!?」

「じゃあほら、みんなでじゃんけんしようよ!!（ドクロちゃん）」

『じゃんけんぽん！　じゃんけんぽん!!　じゃんけんぽん!!（みんな）』

「か、勝ったー!?　僕勝った!?　すごい！　草くさ壁かべ桜が一番です！　ねえ南さん、受話器貸して！」

　南さんは、勝者である僕へとおもむろに近づき、

「これ？　これ？」

「い、痛いよ南さん、なにするの？」

　僕は南さんからほっぺに押し付けられた受話器を受け取り、抱え込むようにみんなに背を向けます。

「も、もしもし、静希ちゃん？　ええと、桜だけど……」

『なんだかそっち、すごい賑にぎやか……』

「な、なんでなんだろう、僕にもよくわかんない」

　電話越しに、僕と静しず希きちゃんはちょっと笑いあいます。

『沖縄はどう？　楽しい？』

「うん、やっぱり凄すごいよ。周りの海がね、ぜんぜん磯いその匂においとかしなくて、さらさらしてるし、船から海底の砂が見えちゃうんだよ。でね、えーと、あ、そうだ、実はこっちに、サバトちゃんが来てるんだよ。静希ちゃんの分のチケットで」

「ありがとうなんですぅ！」と、サバトちゃんは僕の背後から受話器に向かって叫びます。

『そうなんだ。サバトちゃん、喜んでる？』

「うん、我を失ってはしゃいでたよ？」

「失ってはいないんですぅ！」と、サバトちゃんは僕の背後から受話器に向かって叫びます。

「あのさ」

　僕は、すこし声を小さくします。

『うん、なに？』

「──あの貝、探してみるね」

『え、……そんな、いいのに……』

　静希ちゃんはすこしビックリしたように、息をつき、

『でも、憶おぼえててくれたんだ。ありがとう』

　そう微笑ほほえんでくれました。

『桜さくらくんの声で元気になれたかも』

　受話器をぎゅっと、握りしめます。

「ぼ、僕も静希ちゃんの声で──」

「もう代われぇ！」

「うわぁあ！　ちょっとナニするの!?　僕まだ電話の途中で──」

「俺おれ俺！　宮みや本もと！　もうメシ喰くった？　埼玉とこっちは時差はないんだっけ……？」

　しかし、既に宮本は僕の話なんか聞いていません!?　僕はとぼとぼと自分の席に戻──

「ちょっとちょっと」

　呼び止めたのは、

「菜な月つきさん？」

　彼女はちょいちょいと、自分が座ってるイスの隣となりを指さします。……やはり、お姉さんです。行動が南みなみさんとほぼ同じです。

「は、はい……」

　僕はちょっとだけ用心しながら、菜月さんの隣に腰かけます。

「……ほんと似てる」

　それはポニーテールを揺らし、しげしげとこちらを見つめていた菜月さんの言葉。

「へっ？　え？　なにが、ですか？」

「最近あの子、ぜんぜん友達連れてこなかったの。でも、今回はどうしてなんだろうって思ってたら……なるほどねー」

「あ、あの……」

「ごめんごめん、こっちのコト。それより桜さくらくん」

　菜な月つきさんはちょっとお酒を飲んでいるのかもしれません。本当に楽しそうに僕の膝ひざを〈ぴしぴし〉叩たたいてくるのです。そして、

「学校ではあの子、どう？」

　あの子というのは、つまり菜月さんの妹である南みなみさんのコトです。

「え、ええと、あの、なんというか、その……」

「あはは、ちょっと難しい子でしょ。昔から、思ってるコトとやってるコトが違っちゃう子だったし……。根は正直なんだけどね。これからも、仲良くしてあげてね」

「はい……」

「ちなみにあの子、絵画とか見るのが好きだから」

「え？」

「じゃ、がんばって」

　立ち上がり、どこかに行こうとする菜月さん。なにを頑張ればいいのかよくわからないまま、僕はこの場に一人、残されそうになったので、

「あ、ちょ、ちょっと待ってください。僕も、聞きたいことがあるんですが……」

「わたし？　彼氏ならいないよ？」

「ち、違います！」

　僕はちょっとだけ呼吸と鼓動を整え、尋ねます。

「あの、この島に『見つけたら願いが叶かなう貝』って、ありますか？」

　菜月さんは首をひねり、

「んー、聞いたコトある気がする。ねえ、おばぁ？」

　菜月さんは新聞に目を落としていたおばあさんに尋ねます。

「この島に、見つけると願いが叶う貝殻ってあった？」

　おばあさんは目を細め、一呼吸を置いて、

「……それは『ニライカナイの鍵かぎ』のコトかもしれません」

「あー！　思い出した。それってほら〝島〟で見たって、おじぃが昔言ってた」

　菜月さんは〈ぽん〉と手を打ちます。

「島って？」

「あした、わたしたちが行く島のこと」

　僕の問いに答えてくれたのは、

「あ、南みなみさん」

　いつのまにか側そばにいた彼女は、そのままおばあさんに視線を移して、

「それって、どんな貝？」

「白くて、細い巻き貝です」

　おばあさんは立ち上がると、本棚から一冊の厚いアルバムを取りだし、孫である彼女と僕の前に広げてくれます。

「これがその写真です。実物はいろいろあって無くしてしまったのだけれども……」

　そこにあった白黒の写真に写っていたのは、細長くて白いチョココロネにいっぱい細いツノが生えたみたいな貝でした。

「この貝を手にすると、願い事がかなうの？」

　僕が質問しようとしたコトを、一いつ瞬しゆん早く尋ねてくれる南さん。おばあさんは答えます。

「ええ、おじいさんは私と幼なじみで、お互い気持ちは通じ合っていたのに、向こうがなかなか言い出してくれなくてねぇ。けれど、ある日突然、『結婚しよう』と言ってくれて」

「二人って幼なじみだったんだ」

　ビックリしている菜な月つきさんにおばあさんは頷うなずき「これは、そのずっと後に聞いたのだけれども、なんでも島で不思議な体験をして──」と、お話を続けてくれます。

「──その貝を見つけるコトができたから、私と結ばれたんだって、おじいさんは言ってました」

「すごいね、南さん！」

〈こくり〉と彼女も頷きます。




『その貝、一いつ緒しよに探したかったね』




　電話越しに静しず希きちゃんに言われた言葉、忘れてなどいないッ!!　しかもこの貝、確かに『人魚』に見えるのです。よぉし、明日は必ず、絶対にこの『ニライカナイの鍵かぎ』をみつけてやりますよ！

「ねえねえ桜さくらくんもお部屋に戻ってトランプやろうよー！」

　そこへ、食堂のテーブルから僕を呼んだのは天使の少女。

「え？　あ、電話終わったの？　っていうかちょっとまってドクロちゃん！　僕まだお夕飯全部食べてな……あ、みんな行っちゃだめだよー……！」
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　──翌日。

「どうしようボクここに住みたい！　もう帰りたくないよーっ!!」

　琉りゆう球きゆう列島の端の端、秘密の小島の浜辺にて、到着したばかりなのに天使の少女は言うのです。

「ねえ桜さくらくんっ！」

　灼しやく熱ねつの銀陽。空と海にグラデーションする透紺色コバルトブルーと浜辺の象牙色アイボリー。遥はるか遠くには、地球の曲面にたわむ水平線を目指し、巨大戦せん艦かんのような白い雲が列になって突き進んでいます。

　そして前面より一八〇度サラウンドで弾はじけるサザ波の音。

「沖縄はなんでこんなにキレイなの？」

　覗のぞき込むように問いかけてくるのは、キミのはなんでこんなに面積が少ないの？　と、ハラハラせずにはいられないほど小さなツーピースの水着を着た少女、ドクロちゃん。

　頭上に浮かぶ金色のわっかを太陽系の中心から届く苛か烈れつな光にキラキラさせる彼女は、カラダはちぃちゃいくせに、出るべきトコロは「コレでもか！」と凸ふくらみ、引っ込むべきトコロは「ひょーう！」と凹ひっこんだ起伏メリハリ抜群なボディーの持ち主。それなのに目の前に広がる砂浜をひと目もはばからず元気に走り寄ってきちゃうものですから重力は健気ケナゲにその弾力ある──

「……ねえ、聞いてる？」

「え、あ、うん！　ごめんドクロちゃん！　僕ちょっと、この水平線の果てまで青い海に囲まれた島の揺れ動く自然に、思わずじぃんと感動してしまっていて!!」

「もー、しかたがないなぁ桜くんは～」

　天使の少女は「くすっ」と微笑ほほえみ、白地にパステルピンクの水玉が浮かんだ水着の肩ひもをつまみ上げ、そこから、

「ぱかぱかんっ♪　ひーやーけーどーめークリィーム～」

「な、なに突然ドクロちゃん！　どこから物理的にそのチューブを取り出したの!?」

「日焼けはお肌の天敵なんだよっ？　ボクが桜くんにクリーム塗ってあげるー！」

　さっと白い乳液を小さな手のひらに取り出し、僕に襲おそいかかってくるのです!!

「え、い、いいよ!!　だめぇっ！　そんな風に塗ったら当たってるぅ！　くすぐったいし当たってるよぉッ!!」

　僕は〈あなや！〉とやわらかなビーチマットに組み伏せられ、背中や足に白いクリームをぬりぬりされてしまうのです！

「だ、だれか、だれかたすけて……！」

「もっと大きい声を出さないと、誰だれにも聞こえないよ桜さくらくん？」

「そんなコトいわれても……!!　そ、それに、なんだか塗り込んでくる手の数がさっきからビミョウに多いような──って」

　振り向けば、

「──み、南みなみさーんッ!?」

　そこにいたのは首の後ろで結んである赤いワンピースな水着の上に、グレーのパーカーを羽織ったクラスメイト！　彼女は僕の叫びにふっと顔をあげ、

「南国の太陽を甘く見ないで」

「そういうコトじゃないでしょ!?　ちょ、あ、なに!?　膝ひざの裏とかはそんなに塗らなくていいでしょ!?　くすぐったいー！」
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　これ以上されたら、着いたばかりなのに、早くも動けなくなってしまうかもしれません。僕が覚悟を決め『ギブアップ宣言』をしようとして──

「ねえ桜くん？　それじゃあ次は、ボクと南さんにこのクリームをぬって……？」

「え……？　ちょ、ちょっとそんなの、そんなのだめだよ!?　だって僕が塗るって……二人にとって僕は同級生で、しかも男の子なんだよ!?」

「恐こわいの？（南さん）」

「ち、ちがうけど……!!　わ、解わかったよ。二人がどうしてもっていうならまずは背中から──って、え……？　どうして二人とも、僕が掌てのひらにクリームを出している最中なのに、手を繫つないで海に向かって微笑ほほえみながら走っていっちゃうのですか？」

　楽しみ尽きて哀かなしみ来きたる。実は、南みなみさんのご実家が管理されているこの名も無き無人島へ来るまでにも、計画段階で紆う余よ曲きよく折せつがありました。




【回想シーンスタート】

　聖ゲルニカ学園、二年Ａ組放課後の教室。六人のメンバーが囲む机にて。

「えーと、イリオモテ島で見て回る場所なんだけど、南さんはどこがおすすめ？」

　彼女は地図の一点、イリオモテ島の更に西を指し示し、

「え？　ここって、離れ小島じゃないの……？」

　僕はイリオモテ島拡大地図の、はじっこにある菱ひし形がたをした小さな島を見つめ、

「ここにはなにがある──ぃいっ？　な、なになになに!?　なんで机の下で足を踏ふんでくるの南さん！　わかったよ！　行くからその島に!!　だからぐりぐりやらないで……！」

【回想シーンおわり】




　あの時南さんがいつになく押しが強かった理由が今判明！　だってここは楽園的にキレイな場所なのです！

「そういえば、さっきから僕ら以外にだれも見かけないんだけど、ひょっとしてここ、無人島なの？」

　二人の後を追うようにして波打ち際ぎわにたどり着いた僕は、黒髪のクラスメイトに尋ねます。

「あれでしか来れないから」

　視線を移す先にあったのは、浜辺に繫けい留りゆうされている水牛車。干し草を嚙かみ、湧わき水を飲んでいる黒毛水牛と屋根付の荷車は民宿『びぎん』が保有する自家用水牛車でして、なんと南さんがあやつってここまでやってきたのです。

「ということは、ひょっとして今日はこの砂浜というか、この島全部が僕達たち六人のプライベートビーチ？」

「恐こわいの？（南さん）」

「いや、そうじゃなくてむしろ嬉うれしいんだけど……」と答える僕に、南さんは二度まばたきしてから、うつむいて、

「──この島は夕方五時までの予定。それ以降はハブが出るから」

「お、おっけー！」

　それならまだ六時間以上あるのです！　がんがん遊びたいと思います!!

「あ、ところで宮みや本もととちえりちゃんは──」

　僕は周囲を見まわします。すると、少し離れた波打ち際に、

「どうしよう、わたし、泳げなくて……」

　淡い青色のワンピース、腰の部分にスカートみたいなひらひらの付いている水着姿のちえりちゃんと、

「俺おれが教えてやるから大だい丈じよう夫ぶだよ。ほら、手をだして」

　たくましく日焼けした宮みや本もと。ちえりちゃんは彼が差し出す手を握り、それからお互いキラキラと見つめ合い、

「じゃあ、まずは顔をつける練習から」

「は、はい、おねがいします、宮本くん……」

　もう、あっちは見たくない!!

「あのうぅ……」

「んっ？　なぁにサバトちゃん」

　お熱い二人からぎゅっと目を閉じ顔を背けた僕の耳に届く甘い声。そこにいたのは、くるくるツノを持った天使の少女で、

「サバト、水着がないんですぅ」

「あ」

　サバトちゃんたらせっかくの沖縄なのに一人で聖ゲルニカ学園の制服を着ちゃってるー！

「はぁう！　サバトはイキナリこんな日本の最南端まで連れてこられたんですよぅ!?　桜さくらくんが責任とってくださいなんですぅ……っ！」

「うーん、しかたないなぁ。サバトちゃんが着れる水着でしょ……？　えぇと、そうだ」

　僕は〈ぽん〉と手を叩たたいて砂浜にしゃがみ込み、「なんですぅ？」と、手元を覗のぞき込んでくる彼女へと、

「じゃあ、この昆布で」

「ちっとも『じゃあ』じゃないんですぅ！　そんな今拾った昆布でサバトをどうしようというんですかぁ!?　だいいちそれは水着の形態をしていないんですぅ！」

「『ヴィーナスの誕生』みたいで、けっこういいと思ったんだけど……」

「ヴィーナスがカラダに巻いてるのは自分の髪の毛であって、決して昆布とかの海かい藻そうじゃないんですぅ！　そもそもサバトはそんな新あら巻まき鮭じやけみたいな水着はいやですよぅ……!!」

「じゃあ、こっちの貝は？」

「ちぃさぁいぃっ！　なんで海岸にはこんなにいっぱい貝が落ちているのに、よりにもよって小指の爪つめくらいしかない貝をチョイスするんですぅ!?　そんなんじゃ隠れない上に、一人だけ貝の水着なんていやなんですぅ！」

「わがままだなぁ」

「サバトはわがままじゃないですぅ。ただサバトはそこらへんに落ちていたモノを適当に水着にしないでって言ってるだけなんですぅっ」

「ごめんごめん、冗談だよサバトちゃん。涙を拭ふいて？　ほら、ちゃんと宿で借りてきたんだから。はいこれ」

「……っ！　も、もぉー、あるならあるって、最初から言ってくれればいいんですぅ～！　まったく桜さくらくんはイケズなんですよぅ？　サバトはもう『昆布』か『貝』、もしくは『その両方』しかないって覚悟を決め始めていた所で──って、はぁぅ!!」

「どう、気に入った？」

「こ、この、ウェットスーツの手足の部分を切り取ったようなフォルムにおめでたい紅白しましま模様は……！　大正時代とかの海水浴想像図に出て来る水着なんですぅ！　ほ、他ほかに水着はなかったんですかぁ!?　サバトもみんなみたいな可愛かわいい水着がいいんで──」

「ほらほらみてみてー？」

　走ってやって来たのはドクロちゃん。彼女は哀願中のサバトちゃんと僕の間に入り込み、

「はぅ？」

　頭の左右に両手でもったねじねじの貝殻を掲げて、

「サバトちゃんのまねっ！」

「はぁぅー！　サバトはそんなんじゃないんですぅ～っ！」

　くるくるアンモナイトみたいなツノの天使は、サバトちゃんのまねっこをやめないドクロちゃんを手をくるくるさせながら追いかけ始めました。

「あんまり遠くに行っちゃだめだよー？」

　二人の背中に声を投げかけ、やれやれと改めて砂浜に目を落とせば、そこには大小色とりどりの貝殻が散らばっています。

　それはさながら波に磨き続けられた、キラキラ光る宝石のようで──

「この中にきっと……」

　静しず希きちゃんの求める貝殻があるはずです！　くぅぅぅ！　待っててね静希ちゃん！　僕はぜったい『ニライカナイの鍵かぎ』を見つけてみせるんだから!!




『その貝、一いつ緒しよに探したかったね。そして、私たちは幼なじみっていう関係から……』




　電話越しに静希ちゃんに言われた言葉、忘れるコトなどできないッ!!

　決意を新たにした、その時でした。




「　　　　　　」




「──？」

　僕はふと、浜辺の後ろに広がる、緑濃い亜熱帯林へと振り向きます。

「どうしたの？」

「あ、いや……」

　タオルを取りに来た南みなみさんが尋ねてきます。けれど、広がるジャングルには、人影などはもちろんなくて、

「えぇっと……」

　どう説明したらいいのでしょう。なんだか、背後から声をかけられた──ような気が、

〈ぽちゃんっ！〉

「っ？」

　打ち寄せる波の音とは異なる水音。それは、

「あぁ！　パイナップルー！」

　脚の先までくっきり見えちゃう透明な海に腰までつかっていたドクロちゃんが持ち上げたのは、ぷかぷか浮いてた、ちょっとトゲトゲな金色の果物。彼女は走って僕のトコロに持ってきてくれます。

「はぅぅ、すっごくおいしそうなんですぅぅ……」

　いつのまに着替えたのでしょう、紅白水着に身を包んだサバトちゃんは、漂い始める南国果実の甘酸っぱい匂においに早くもうっとり。

「でもこれ、どこから……」

　僕は海水に濡ぬれた果実を受け取り周囲を見まわしますが、近くにパイナップルの木なんて見あたらないのです。

「あのね、空からね、ぴゅーって落ちてきたんだよっ？」

「なんだろう、強い風でも吹いたのかな」

「ちょっと貸して」と手を差し出してくる南さん。彼女はパイナップルをひっくり返し、底の部分をくんくんして、

「熟してる」

「お、なんだなんだ？」

『二人っきり結界』から出てきた宮みや本もととちえりちゃんに、南さんは魅み惑わくの果実を紹介します。

「せっかくだからみんなで食べようよ」

「でも、この人数でわけると、ひとりちょっとずつね」

　僕の提案に、手をナイフのようにして〈とんとんとん〉と、手のひらを大きく広げたくらいの大きさの果実へ架空の切れ目を入れる南さん。

「それはしかたないよ。せっかく拾ったんだし、少しずつでもみんなで分けられれば──」

「ねえねえじゃあさ、ゲームで勝った人だけが食べられるっていうのはどうかなっ？」

「えっ？」

「はぁう！　おもしろそうなんですぅ！」

　ドクロちゃんの言葉に、みんなは〈ぱぁっ〉と顔を上げ、

「賛成（南みなみさん）」「俺おれも！（宮みや本もと）」「わ、わたしも……（メガネを押さえて頷うなずくちえりちゃん）」「みんな、自分が食べられない時のコト考えてないでしょ!?　やめようよ！　争いはよくありません！　ここはみんなでなかよく──!!」




　　　　★




「『輝け第一回、熟うれ熟れパイナップル争奪・水中たまとり大会ｉｎ沖縄』（南さん）」

『いええええい！』と騒さわぐみんなと「そんなのだめだよ！　なんだかイヤな予感がするもん！」と叫ぶ僕を南さんはすっと片手で制し、

「それではルール説明」




【大会ルール説明】

　海に向かって投げられたボールを奪い合うゲームです。

　水に沈んだボールを拾い、先にスタート地点まで持ち帰ったチームの勝利となります。

　チームは二人一組で、組み分けはこの通り。

（浜辺に書かれた表には）

〔Ａチーム〕ドクロちゃんと桜さくらくん

〔Ｂチーム〕宮本くんとちえりちゃん

〔Ｃチーム〕サバトちゃんと南さん

　この三チームが総当たり戦で闘たたかいます。




「なにか質問は？」

　南さんは〈たしたし〉と、漂着してたマングローブの細長い種子を手のひらに打ち付けます。

　僕はさっそく手をあげて、

「ええと、対決は全部、一回勝負ですか？」

「桜くん」

「な、なに……？」

「わたしが許可してないのに、喋しやべらない」

「えぇ!?」

「はーい！」

　見れば今度は天使の少女が手をあげていて、

「対決は、ぜんぶいっかい勝負なのっ？」

　南さんは〈こくり〉と頷き、

「三チームの中で一番成績のいいチームが、パイナップルを手に入れます」

「僕の質問と同じなのに……」

　けれども僕はくじけない、新たに決心するのです。こうなったら必ずや、僕らのチームがパイナップルを手に入れてみせるのです！　そして……!!

「それでは第一試合。〔Ａチーム〕ドクロちゃんと桜さくらくん対〔Ｂチーム〕宮みや本もとくんとちえりちゃん」

「小お野のさん、がんばろうな（宮本）」

「は、はい……！（赤くなるちえりちゃん）」

「がんばろうねドクロちゃん！（僕）」

「は、はい……！（赤くなるドクロちゃん）」

　四人は砂浜に引かれたラインに並びます。持参の水中メガネをぎゅっと締しめ上げ、当方、準備ＯＫ！

「じゃあいくですよぅー！」

　最初に球を投げるのは〔Ｃチーム〕のサバトちゃん。

「せぇのっ、えぇいですぅ！」

　かけ声に、サバトちゃんの手から球が飛んだと同時に、

「そりゃああああ！」

　スタートォッ！

　放物線を描いた赤いゴムの球は着水＆みるみるゆらゆら海底へと沈んでいきます！　砂を蹴けって海へ飛び込んだ僕らは、波にぶつかるようにしてざぶざぶと腰まで水に浸つかってそこからダイブ！　視界良好、ひたすらブルーな海の中！　水底をころころ転がる赤い球に向かい、僕はひたすらに泳ぎます！　がしかし……！

「（まずい！）」

　現時点では隣となりを泳ぐ宮本が一歩リード!?

「（こ、こうなったら!!）」

「ぶはぁッ！　や、やめろ桜！　海パンをつかむんじゃねえ!!」

「ぐはぁっ！　離すもんかぁ！　今のうちにドクロちゃん！　早くボールをッ!!」

「ねえ桜くん！　きれいな魚がいっぱいいるよぉ！　きゃっ！　くすぐったぁい！」

「って、ちょっとなにやってんのドクロちゃんっ！　遊んでないで──」

「と、とりましたぁ！」

　ぷはぁっと、海面にあがったのはちえりちゃん！　彼女は「あの、宮本くんが泳ぎ方を教えてくれたから、わたし、がんばれて……」とかなんとか言いつつ、〈たかたか〉走って砂浜に戻りそのままゴール！

「あぁあああ……ッ！　負けちゃったじゃんドクロちゃん！　あんたが争奪戦ゲームを提案したのに、いざとなったらこのテイタラクってばどういうコトなのッ!?」

「ねえ桜さくらくん？　『将を射んと欲すれば先まず馬を射よ』って、……知ってる？」

「知ってるけどドクロちゃんに言われたくはない」

　僕らは海から陸へと上がります。

「第一試合は〔Ｂチーム〕の勝利。つづいて第二試合。〔Ａチーム〕ドクロちゃんと桜くん対〔Ｃチーム〕わたしとサバトちゃん。Ａチームは連戦だけど、がんばりなさい（南みなみさん）」

「え？　あ、うん！　が、がんばります！　というわけでドクロちゃん、今度こそ絶対に勝つんだからね!?　途中でお魚と遊んでちゃだめだよ!?」

「もっちろーん！」

「よぉし、四人とも、準備はいいか？」

　第二試合で球を投げるのは野球部のエース、宮みや本もとです!!　スタートラインに並ぶのは〔Ａチーム〕である僕とドクロちゃん。そして〔Ｃチーム〕のサバトちゃんと南さんの四人。僕はすばやく水中メガネを再装着！

　さっそくプレイボールです!!

「とぅりゃああああ!!」

　出た！　野球部エースたる宮本の超遠投!!　ボールは遥はるか高く、かなり沖まで飛んでいきます！　さすがは僕のライバルッ！　こいつは手て強ごわいぜ！

　僕はもちろん海に飛び込み、

「うぉりゃぁぁあ魚！」

　着水点に向かってトビウオのようにクロール！　〔Ｃチーム〕を差し置いて、ぶっちぎりで赤い球を、

「とったー！　取った取った！　僕とったー！」

　それから頑張って岸へと戻ります！　泳ぎながらふと顔を上げてドクロちゃんとサバトちゃんを見れば、

「きゃはーっ！　イルカさーん！」

「はぅん！　へんなところつっつかないでですぅ！」

「また遊んでるぅぅーッ!!　確かにイルカさんは魚類じゃないけどー！」

　けれど、ここは僕が頑張れば!!　そして全すべてのヒトに言うのです！

『うぅん、僕とドクロちゃんだけなんておかしいよ。このパイナップルは、みんなで食べよう？』と!!　これぞ紳士のふるまいです!!

「よ、よーし、やっと砂浜に……！」

　足が着く場所まで辿たどり着き、波に打ち上げられるように僕は浜辺へ。しかし連戦、体力は予想以上に消耗していて、

「はぁ、はぁ、くそう、僕は青い海を甘く見ていた……！　けど、あともうちょっとで──!!」

　その時です。へなへなと浜辺を走っていた僕の隣となりに〈とととと〉と黒髪の女の子が寄ってきて、

「あ、静しず希きちゃん（南みなみさん）」

　遠くを見ながらそう言うものですから、

「え!?　どこどこ？」

〈もぎゅっ〉と、

「はぇっ？」

　突然、南さんは僕の手の中から球をもぎとり、そして、

「ゴール」

　小さな声で呟つぶやいてゴールラインをまたぐのです。

「なぁぁああ!?　み、南さん!?　ひどいよーッ！」

「ひどくなんか、ない」

「なくないよ!!　僕は、みんなのタメに……」

　ひょっとしたら南さんはずっとこの浜辺にいたのではないでしょうか。

「はぅ、第二試合は、〔Ｃチーム〕の勝ちなんですぅ！」

「しっかりしてよ桜さくらくんっ！」

「僕はしっかりやったんだよぉー！」

　海から上がって水滴を〈ぽたぽた〉させている天使の少女達たちに、僕は思いの丈をぶっつけました。

「ん？　おい桜、お前の水中メガネは？」

　宮みや本もとは自分のおでこの部分を指して、僕へと尋ねます。

「あれ？　ないよ？　どこいった？」

「あそこ」

　南さんがユビさす方向。僕の水中メガネは波の上にぷかぷか浮いているのです。

「まったくもー」

　しかたなく、僕はざぶざぶと忘れ物を取りに行きます。なのに背後から、

「それでは第三試合」

「え……っ？」

　腰まで海に浸つかった僕は思わず立ち止まり、振り向けば、

「じゃあいっくよー！」

「は、な、なぁぁッ!?」

　浜辺の〔Ａチーム〕、ドクロちゃんがボールを振りかぶって、第、一球。

「ちょっと待っ──」

　天使の少女の放つ球は、〈しゅどばぁぁああッッ!!〉と海を割って突き進み、僕をめがけて……ッ！

「う、ぶわぁああぁぁぁ──……ぁぁ……っ!!」




　　　　★




　……そろそろ夕暮れ。

「つっかれたぁー」

　みんなの肌が赤いのは、日に焼けてしまったからなのか。それとも音が聞こえそうなほど紅く燃える空に照らされてなのか。

　僕達たちは今、ここから少し離れた岩場から戻ってきたばかり。

　ごつごつとした岸壁が広がる岩場の海岸には、所々に天然の洞どう窟くつと入り江があって、お昼を食べた僕達はそこを住すみ処かとしていた色彩豊かな海の生き物たちと時を忘れて遊んでいたのです。

「まったく桜さくら、あんなにデカイ蛸たこをよく見つけてきたよな」

「見てよこれ、まだ吸盤の跡が消えてないよ……」

「ちえりちゃんも大変だったね。蛸さんの足があんなに絡からみついてくるなんて」

「すごくぬるぬるして、吸い付かれて……」

　けが人が一人も出なかったのが幸いです。

　ちなみに、『輝け第一回、熟うれ熟れパイナップル争奪・水中たまとり大会ｉｎ沖縄』はボールが行方不明となり無効試合。結局、みんなで分け合って食べました。みんな、だから言ったろう？

「あれー？」

　サンダルを脱いで砂浜を歩き出した天使の少女はコクビをかしげ、きょろきょろと辺りを見まわしています。

「どうしたの？　ドクロちゃん」

「なんだか、お水がふえてる」

　言われてみれば、

「ホントだ。砂浜が狭くなっちゃってる」

「満潮が近いから」

　隣となりにいた南みなみさんが呟つぶやくように教えてくれます。

「あ、なるほど」

　みんなで遊んだ浜辺は既に海に浸つかっていて、だいぶ印象がかわっています。風景が違って見えるのは太陽光線のせいでもありました。砂糖を溶かして煮詰めたようなオレンジ色の夕ゆう陽ひを、沖縄の海が吞のみ込もうとしているのです。

　みんなが自然と、その光景に言葉を失っていました。

　そこへ、〈ぐぅー……っ〉っと、

「お、おなかが、空すいちゃったんですぅ……」

　入り陽ひに染まるみんなより、もっと顔を赤くして下を向いてしまったサバトちゃん。

「うん、僕ももうお腹なかぺこぺこだよ。そろそろ宿に帰ろうか」

「はぅっ！　りょ、了解なんですぅ」

　常に赤貧にあえぐ天使は足元をちょこちょこ歩く小さなヤドカリから〈はっ〉と顔をあげました。

「あれーっ？」

　そして、再び声をあげる天使の少女。

「こんどはどうしたのドクロちゃん？」

「牛さんは？」

「え？」

　ドクロちゃんの言う牛さんとは、水牛車のコトです。今は波打ち際ぎわになっている水牛車の繫けい留りゆう所じよ。そこに、

「どこに、いっちゃったんだろう……」

　今は、なにもなくて。

「ねえ、南みなみさん？」

　しかし僕の問いかけを無視するように、彼女はてくてくと牛の綱つなを縛しばっていた太い木に近づき、しゃがみこみ、

「ほどけてる」

「ほどけてるって、え？」

　彼女は顔を上げ、ぐるりと水平線と、背後に黒く鬱うつ蒼そうとしげるジャングルを見まわします。

「おい、これって──」

「ま、まさか……」

　宮みや本もととちえりちゃんも、困惑ぎみにあたりをきょろきょろ。

　朱あかい太陽のしっぽが水平線に触れ、海面がぽってりと金色に染まり、砂浜には長く、黒く、六つの影が延びていました。




　──こうして、無人島に取り残されてしまった僕達たち六人の冒険が、始まるのです。
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「──こ、こんなの、間違ってるよ……」

　静しず希きちゃんも、本当はわかっているのです。

「それなのに……」

　理解しているにもかかわらず、十四歳の少女の細い指は止まってはくれなくて──

「だ、だめ……！」

　恐こわがりな部分が理性を刺激し、はっとした彼女は薄うす手でのパジャマ、胸の辺りにあったボタンを外そうとした両腕を抱きしめるように縮こまり、息を漏らすのです。

「今、お風ふ呂ろに入ったりしたら、だめなんだから」

　夕方の六時を少し回った時刻。

　ここは、静希ちゃんの家にある、バスルームに隣りん接せつした洗面所兼脱衣所です。

　自分の部屋で新しいパジャマに着替えた少女が、顔を洗うつもりでこの洗面所に訪れたのはついさっきのコト。タオルで顔の水気を拭ふき取り、鏡を見れば、そこに映っていたのはバスルームの入り口。

　そこに、彼女は発見してしまったのです。

　お風呂場とこちら側を区切る扉のスキマ。その向こうにあった、白い浴よく槽そうに満ちるお湯を。　ちょっと早めの〝お風呂〟が、いつの間にか準備されていたコトを──

　幼い頃ころからバスタイムを深く愛してきた彼女にとって、それが叶かなわなかった二日間がどのようなものであったかは、想像に難かたくありません。

　──けれど、ここまでカラダが欲していただなんて……。

　少女は自分自身に戸惑いながらも、思わず、

「すー……、はぁ──……」

　深呼吸。意識を内側に向けて、瞳ひとみを閉じ、もう一度自分の体調を探ってしまいます。

　……頭の芯しんはスッキリしています。お湯で濡ぬらした毛布を巻き付けたみたいだったカラダも今や軽やかに動き、関節の鈍い痛みも無くなっていて、

「んっ、ん……」

　喉のどの奥にあった違和感も、すっかり消えていました。

　完治していると、思うのです。

　けれども自分はついさっきまで風か邪ぜをひいていた──正確には、今日の午前中に熱が引いたばかりの病み上がりの身。もしかしたら今はただの小康状態で、まだカラダは完全に回復してはいないかもしれないのです。

　本来ならば大事を取るべきトコロ。ここで風か邪ぜをぶり返すわけにはいきません。それは静しず希きちゃんにも解わかっているのです。

　でも、これならもう湯船に浸つかっても平気だと思うのです。だから入りたい。お風ふ呂ろに入りたい。お湯の中でおもいっきり脚を伸ばしたい。大だい丈じよう夫ぶだよね？　うん、だいじょうぶ。だってぜんぜん元気だもん。でも。いけないよ。ここは部屋に回れ右して布団ふとんをかぶった方が、でも、でも──。ぐるぐると頭で考えつつも、少女のカラダは勝手にふらふら、バスタブの縁へ。そして無意識ついつい、湯船の表面をかき混ぜるように、指先が、

「あ、ん……っ」

　触れた瞬しゆん間かん、思わず〈ぴくり〉と静希ちゃんのカラダは震ふるえます。

　衝しよう動どうに呼応、〈とくん、とくん〉と心臓は高鳴り、

「ちょっとだけなら──」

　少しだけはだけたままだったパジャマのボタンが、ゆっくりと外されていき、

「──だいじょうぶ、だよね……？」




　　　　★




「……はいっちゃった……」

　静希ちゃんは広いバスタブに両脚を伸ばして、深く深く呼吸します。

　肌に触れる湯の感触。じんわりと伝わって来る〝熱〟。──彼女は、自分のカラダがずっとずっと、こうしてお湯と戯たわむれたがっていたコトを思い知りました。

　少女がベッドの中で目を覚ましたのは、いまから二十分前。

　けれど、今や彼女は四十一度のお湯の中にいるのです。

「もしかしたら、風邪を引いて一番辛つらかったのはお風呂に入れなかったコト、……だったりして」

　静希ちゃんは両腕を上げ、伸びをしてから悪戯いたずらっぽく微笑ほほえみを浮かべるのです。

　まだ陽ひのあるうちに入るお風呂も気持ちがいいものです。オレンジ色の夕陽に照らされて、だんだん少女のカラダは、ぽぅっと色づいてきます。

　少女はバスタブのふちに右手と左手を重ね、そこへ頰ほおを乗せて瞳ひとみを閉じました。

　そして、

「もし、ここに突然ドアが現れて、中から桜さくらくんが出てきたらスゴクびっくりしちゃうかも」

〈ぴちょん〉と、一滴のお湯が蛇口からバスタブに波紋を広げます。

「──って、なに考えてるんだろう、私」

　本当に、なにを考えているのでしょうか。かーっとなる頰に両手を添えています。
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「あーぁ、カラダをすごく小さく出来ちゃえば、コップ一杯でミルク風ぶ呂ろに入れちゃうのに」

　と、とにかく、なんだかお風呂の中では妙にテンションが上がって、白馬に乗った王子さまの横をペガサスでぐんぐん追い抜いていく程メルヘンな静しず希きちゃんでありました。

　窓からは、暮れなずむ太陽の朱あかい光。少女はそっと、瞳ひとみを閉じます。

「今ごろみんな、どうしてるのかな──」




　──これは、北関東よりずっと南。『琉りゆう球きゆう』と呼ばれた地で起こる、少年少女の物語。
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　白く、ゆったりと波打つ音を近く、遠くに聞きながら。

　無人島に取り残されてしまった僕達たち六人は、大きな弧を描く、まるで水を張った白いお皿の縁のような砂浜に座り、目の前に並べられた、

「ええと、この食料を六人で──」

　三本のチョコバーと四つのあめ玉を、

「──平等に、分けるんだよね……」

　思い思いにじっと見つめてい〈ききゅぅぅくぅるるるぅぅんーるぅぅ……るるるぅー……〉

「は、はぅぅぅぅ～……」

　視線を向ければ僕の左手、音源である恥ずかしの下腹部を持つ天使、紅白縞しま々しまスイムウェアを着用したサバトちゃんは、膝ひざを抱きしめ顔を伏せ、耳を真っ赤にして震ふるえているのです。

　けれどそれも、僕らがお昼ゴハンを食べたのがまだ太陽が中天にあった頃ころなればしかたなきコト。その時にみんなでぱくぱく食べたおにぎりや唐から揚あげエネルギーは既に消化・吸収・完全燃焼。今や僕らの胃に残されているのは、このプチ飢き餓が感かんのみ。

　見上げれば高く広い空は徐々に夕方から夜へと移り変わり始めていて──

「桜さくらくん、算数、得意よね」

「へっ？」

　そんな中、淡々とセリフを呟つぶやいたのは正面に座る、赤いワンピースな水着の上にグレーのパーカーを羽織った南みなみさん。

「均等に、分けてみて」

「ぼ、僕が……!?」

　突然の大役に視線が集中！　僕の声は裏返りぎみだね？　けれど熟考せよ草くさ壁かべ桜。もしもこの場に、静しず希きちゃんがいたと仮定したら……？　平等博愛の精神は紳士のたしなみ!!

「わかった。やってみるよ！」

　背後からは「がんばって桜くん！（ドクロちゃん）」「しっかりですぅ！（サバトちゃん）」「お手並み、拝見ね（南さん）」と、みんなの声援。僕はびしっと親指を立て、

「よぉし……!!」

　僕は砂浜の上に並べられた、わずかな栄養源を手に取り、

「まず、……チョコバーは、昼間のチームで一本ずつ、つまり僕とドクロちゃん、宮みや本もととちえりちゃん、南さんとサバトちゃんでそれぞれ半分に分けるのはどうだろう。そしてあめ玉はちょうど四つだから、女の子に一つずつで、よろしいかな？」

　一個一個かわいく包装されたキャンディーならびにチョコバーを、右手にいるツーピース水着、頭上に天使のわっかを持った天使の少女ドクロちゃんの手のひらに。それからパーカーを羽織った正面の南みなみさん、宮みや本もとの隣となりにぺたんと座るふりふり水着のちえりちゃんに渡します。

「はぅぅ、どうもありがとうなんですぅ」と、最後に僕から受け取ったサバトちゃんは大事そうにあめ玉と南さんのチョコバーを見つめ、

「これだけあれば三日は持つんですぅ♪」

　こっちがセツナイ気持ちになった、その時です。

〈サク、サク、サク〉

　背後から響ひびいてきた奇妙な音に、振り向いてみれば、

「あれ？　ドクロちゃんなにをして──って、ちょ、えぇええッ!?　あ、あんた、なんでチョコバーを一人でサクサク食べてるのッ!?　大事に大事にちょっとずつ食べなきゃだめだよ!!　しかもあんた一人だけのものじゃないのよ!?　や、やめないんだったらこっちにも考えがあるんだから！　僕だってチョコバーをドクロちゃんの反対側から食べちゃうーッ！」

「や、やだ桜さくらくん、みんなが見てるのにーっ！」

　顔を真っ赤にしたドクロちゃんは、おちょぼ口だった僕を思わず「えいっ」って突き飛ばしちゃいます。『エスカリボルグ』で。〈ぐぶゅる！〉って。なので、

「でーじやいたいへびーんっ！ーんつー　桜くんや桜くんがうちなーぬ波に沖縄の波にむっちか持っていかりーちゃうー！れちゃうー！」

　砂浜に倒れ波に洗われる僕は薄うすれ行く意識の中、最後に聞こえた天使の〝沖縄の方言うちなーぐち〟に、自分の身体からだがだいたいどういうコトになっているのかを知るのです。




　ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪




「ねえお願いだから目を覚まして……っ！」

　波の音をバックに、両目から静かに涙を流しながら目覚めた僕は、天使の少女に抱きかかえられているコトに気がつきます。

「反省したならいいんだよドクロちゃん。ヒトには間違いというものがある。だから、もうこれ以上チョコバーは食べちゃだめだよ？」

「それが、おかしいの……とまらない……、とまらないよぅ桜くーん！（サクサクサク）」

　僕が驚おどろいて身を起こせば、他ほかのみんなもこちらを見つめながら、

〈サクっサクっ〉〈サクリサクリ〉〈サク…サク…〉〈サクンサクン〉

「み、みんなもチョコバーを食べ始めてるーッ!?　計画性という言葉はいったいどこに!?」

　──三泊四日、魅惑の沖縄旅行の二日目。

　午前の早いうちからこの島にやって来た僕達たちは、浜辺で仲良くパイナップルを食べたり、海で泳いだり、それはもう時を忘れて楽しく愉快に遊んだものです。

　けれど、

「あぁ……」

　あれからもう、どのくらい経たっているでしょうか。イリオモテ島に戻る手段であるトコロの水牛車が浜からいなくなっているコトに気がついてから、たったの十分が一時間にも感じるのです。今や中学二年生の少年少女達たちはこの島に取り残された身。虎とらノ子であった『どこでも繫つながる電話の子機』も昨夜の長電話でついに電池が切れてしまった現在、僕らは一刻も早く脱出する手だてを考えなくてはいけないのです。

「ねえみんな聞いて。イリオモテ島で僕達の帰りをまっているおばあさんや菜な月つきさんを心配させたらだめだよ。六人で協力しあって島に帰る方法を考えよう？」

『…………!!（チョコバーを持つ手を止めるみんな）』

　そうなのです。僕達六名がイリオモテ島に連絡もとれず一夜を過ごし〝行方不明〟というコトにでもなってしまったら埼玉にも連絡が入り、子供達を信用して送り出してくれたみんなのお父さんやお母さん、それに静しず希きちゃんにだって心配をかけてしまうでしょう。それすなわち『僕達だけの旅──theBeautifulWorld──』の失敗を意味します。僕は思います。そんな事態だけは、なんとしてでも回かい避ひしなくてはならないのです。その上、

「荷物はみんな水牛車に乗せたままだったでしょう？　そもそもキャンプの用意なんかしてないから──」

『キャ、キャンプ……!?（チョコバーを食べ始めるみんな）』

「って、なにみんな声を揃そろえて瞳ひとみを輝かせチョコバーを再び食べ始めるの!?　ちがうよ？　キャンプは出来ないっていってるんだよ!?　だめだめ！　今さっき『…………!!』って手を止めて納得したばっかりじゃんみんな!!　そんなのいけないよ！　道具はなに一つないんだよ!?　もし、そんな状態で本格的な夜を迎えちゃったら──」

「どんどん寒くなってくるからお互いに肌と肌でカラダを暖めあうしかなくなっちゃう？（ドクロちゃん）」

「もう、他ほかに手段がなければ……（真っ赤になってうつむくちえりちゃん）」

「ちがうちがうそうじゃない！　なんでドキドキしているの!?　ドクロちゃんはちえりちゃんにそんなに密着して耳元で囁ささやいたらいけません!?　離れなさい!!　女の子同士だからってゆるしませんよ!?」

「桜さくら、落ち着け。いったんここまでの流れをまとめてみよう」

　しっかりとした声で僕を呼ぶのは親友、野球部のエースです！

「宮みや本もと！　こんな時は親友であるお前という存在がとても頼たのもしいよ……！」

「いいか？　マッチを使わない火のおこし方を、俺おれは知っている！」

「宮本くん……！（宮本を見つめるちえりちゃん）」

「ばか！　宮みや本もとのばか！　キャンプしないって言ってるでしょ!?　しっかりしろ宮本!!」

「サバトは『食べられる草』と、『頑張れば食べられる草』を見分けられるんですぅ！」

「どっちにしろ全部食べるんだ!?　その能力は意味無いよサバトちゃん！　ちがうよ！　ここからどうやって帰るかをまじめに考えようって言ってるんでしょう!?　ね、南みなみさんっ」

　砂浜に座ったままだった南さんに、僕は思わず同意を求めます！

「ちょっといい？　桜さくらくん」

　すると、黒髪のクラスメイトは傍かたわらにあった細い流木を手にして立ち上がり、ゆっくりとコチラに歩み寄って、

「イリオモテ島に帰れる方法があるかもしれないって言ったら、どうする？」

「か、帰れる方法があるの!?　どんな!?」

「いい？」

　彼女は握った流木で砂浜に一つの図形を描き始めます。それは大きな『菱形◇がた』をしていて、

「これは今わたしたちがいる島を表しているの」

　周囲に屈かがみ込むようにしてみんなが集まった図形の一辺を、彼女は流木の先端で指し示し、

「この島の周囲は浜辺と、昼間遊んだような岩がん礁しように囲まれていて、ここが、今いる砂浜」

　みんなが頷うなずくのを確認すると、続けます。

「それから、内陸部」

　描き込まれるのは『菱形◇がた』内部、一回り小さな〝菱形◆がた〟です。

「ここからでも見えているけど島の内陸部は原生林なの。そして、この森のほぼ中心に──」

　南さんの動かす流木は、菱形◆がたの真ん中で動きを止め、

「わたしのおじいさんが作ったログハウスがある」

「ログハウスって、こう、丸太を組んで作る……？」

　僕の質問に、彼女は頷きます。

「そこまで行けば緊きん急きゆう時じの発電機と無線機があるから、宿と連絡が取れると思う。もう一台の水牛車で迎えに来てもらえるかもしれない」

「す、すごいよ南さん!!」

　僕は顔を上げ、浜辺から続く原生林へと視線を向け、立ち上がります。

「じゃあ、さっそくみんなで──」

「待って。いなくなった水牛が帰ってくるかもしれないから、この浜には留守番が必要」

　そして南さんは、茂みへと相対するように立ち上がり、

「だから、わたしが行ってくる」

「だ、だめだよ南さん！　僕も一いつ緒しよにいくよ。女の子一人じゃ絶対に危険だよ」

「桜くんが行くならボクもいくーっ！」

　砂浜を蹴けって南さんに並ぶ僕に、天使の少女もぴょこんと飛びついてきます。

「はぅ、じゃあ、サ、サバトも行きたいんですぅ……！」

「なら俺おれと小お野のさんはここに残る。そういうコトならまかせろ。火をおこして、狼煙のろしをあげておく！」

「宮みや本もとくん……！（口元に手を当てるちえりちゃん）」

「じゃあ桜さくら、しっかりやれよ!!」

「わかってるって!!」




　──こうして、僕、ドクロちゃん、南みなみさん、サバトちゃんの四人は、空よりずっと濃い闇やみに沈もうとしている原生林へと、足を踏ふみ入れるコトになったのです。そこに、物語を大きく左右する事件が待っているとも知らずに……。
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　海岸を離れるコト数百メートル。夕ゆう闇やみ深い、ジャングルの真まっ直ただ中なか──

「ねえ、見て見てあそこの樹き！」

　天使の少女は原生林の奥を指さしながら、

「両腕を後ろに縛しばられた敏びん感かん一いち郎ろうが必死にパン食い競争してるみたいに見えるよーっ？」

「ホ、ホントだ！　なんだかいろんなモノに見えちゃうね……！」

　僕、本当はそんなの見たくないのに天使に向かって笑顔笑顔！　だってウネウネ奇怪なシルエットを形作る南国の樹々はみんな変な風にみえるんだもん！　おばけ!!　あっちにもこっちにもおばけ！　おばけがいっぱいいるみたい！　こ、こわいよお──……ッ!!

「あれ、桜くん？」

　だから、僕は一いつ生しよう懸けん命めいに他ほかのコトへ意識を集中させようとするのですが、

「なんで桜くんは震ふるえながら、そんなに目を潤うるませているの……？」

　胸と腰をわずかに覆おおう水着に身を包んだ天使の少女ドクロちゃんは、まるで大好きなお人形を抱きしめるみたいに僕の左腕へぎゅぅっとくっついてくるから!!

「え、えぇえっと……！」

　さらに、

「は、はぅっ。……ひぅ、ひゃぅう……っ！」

　僕の右腕。そこに摑つかまり、周りで〈かさり〉〈こそり〉と物音がするたびに耳元にかかるサバトちゃんの絶え絶えな吐息がそこに相マレバ、もうどこに意識を集中したらいいのかわからなくってとってもとっても困りものですマイ・イマジネーション！　なんで僕、一いつ緒しよに行くって言っちゃったの!?　本当に、弱ったよぅ。

「いくじなし」

「ち、ちがうよ!?　僕、いくじなしなんかじゃないったら！」

　ぽつりと聞こえた抑揚に乏しいつぶやき。それはフォーメーション的に言えば前衛からイチ一・サン三で展開しているトコロの一イチ、先頭を行く南みなみさんからのメッセージなのです！

「ぼ、僕は、僕は……！」

　タスケテー。このままじゃ本当に南さんの言ったようにいくじなしの弱虫人間！　こんなアリサマじゃ静しず希きちゃんを守る騎き士しになんて──

「静希、ちゃん？　そ、そうだ!!」

　僕は、思い出すのです！

「──僕、ぜんぜん怖くないもん！」

　どうして忘れていたのでしょう。僕には愛する幼なじみの女の子の星、『静希ちゃん星』があるのです！　旅行出発の朝に見つけたあの星が僕を照らし、導いてくれるのなら怖いモノなんかあろうはずがないのでした！　ここにだって星の光は届くはず、

「えいッ！」

　仰ぎ見る天！　南国樹のスキマより見える夜空には、

「な、なぁいっ!?　『静希ちゃん星』が見えない！　いつの間にか空が曇くもってるよー！　へ、へなへなへなぁ～」

「きゃっ、桜さくらくんが変なコトを言いながら崩れ落ちた！　どうしたの桜くん！　髪がまっ白に！（ドクロちゃん）」

　がっくりと大地に手を突いた少年を天使の少女は揺さぶります。僕は〈ゆさゆさ〉されつつ、

「怖く、……ないよ？」

「は、はぅぅ、桜くんどうしたんですぅ？」

「ぼ、僕、こんなジャングル怖くなんかないもの！　絶対に怖くない！　十四歳！」

　訴えた刹せつ那な、勇気を振り絞って立ち上がった僕の背筋にぴとりと冷たいモノが……!!

「ひゃあぇぁあッ！　なに!?　なになになにッ!?」

「『冷えピタ』を貼はったの」

「なんで!?　なんで南みなみさんはこんなコトするのッ!?」

「桜さくらくんが、急に震ふるえ出すから熱中症になったんじゃないかと思って」

「なってないよ！　もう涼しい夜だし！　それより先を急ごう？　まだあの『敏びん感かん一いち郎ろう樹』から五メートルも進んでない！」

「で、でも、道はこれで本当にあっているんですかぁ……？」

　サバトちゃんは背後を振り返りつつ、おそるおそる尋ねてきます。

「……平気。道には印がついてるから」

　小さなリュックを背負った南さんが懐かい中ちゆう電灯で照らすのは、頭上の枝に巻かれた小さな赤い布です。

「ああいう風に樹きにくくりつけてあるリボンを辿たどっていけばいいの？　あ、あっちにもあるーっ！」

　さっそく次の目印を見つけた天使の少女に、南さんは〈こくり〉と頷うなずきます。どうりでここまで、彼女のルート選択には迷いがないわけです。そういうコトは、もっと早く言おうよ。




　　　　★




　それから僕らは樹の幹や枝、時には岩にくくりつけられていた赤いリボンを頼たよりに、様々なルートを通過してまいりました。

「まだ、着かないの？（僕）」

「もうちょっとだから（南さん）」

　二人はいったい、どのくらいそのやり取りを繰くり返し、「南さんはそればっかり！」と僕が言う度たびに、〈ばしばし〉と彼女に叩たたかれたコトでしょう。だいぶ背中がひりひりしています。

　けれど、自分の身長より高い笹ささ藪やぶを抜けたり、浅瀬から頭を覗のぞかせている石の上を跳んで渡ったり、蜘く蛛もの巣地帯を進んだりを繰り返していると、果たしてログハウスはこの先にあるのだろうかと不安に思ってしまうのが人情というものなのです。

　今進んでいる場所は、視界を塞ふさぐ岩場が続く道。僕は半ばルーチンワークと化したように、

「ねえ、まだ着かないの？」

「もうそろそろ」

　南さんは振り返りもせずに答えます。同じような景色が、続きます。

「ねえ、ま──痛いッ!?　なにするのさ南さん！　僕は『ねえ、まマーライオンて魚なの？』　って言おうとしたかもしれないでしょ？　それなのに──」

「着いた」

「え……？」

「ログハウス」

　南みなみさんの瞳ひとみは、まっすぐ前方を見据えていました。

「あった──っ！」

　天使の少女はこぶしをふたっつ、顎あごの下に持ってきてはしゃぎます。辿たどり着いたのは密林の中、ぽっかりと開けた空間。

「な、なんだかすごいんですぅ……」

　ここから前方およそ二十メートル。そのログハウスは全体を緑色の苔こけに覆おおわれ、まるで大人しい草食動物のように背景の自然と一体化してしまっているのです。僕も、よくここまで一回もセーブせずにたどり着けたと、自分で自分を褒ほめてあげたくなりました。

「とりあえず行ってみようよ!!」

　僕は勇んでゴールに向かい、脚を早めま〈ずぼり……ッ〉

「あ、あれ……？」

　途端に身動き取れなくなるのです。とっさに足元へ向く視線。けれど、僕は既にそれが叶かなわないコトを知ります。

「なに、これ──」

　だって、腿モモから下が、

「──沈んでるッ!?　なにこのぬかるみ！　沼なの!?　僕、みるみる吞のみ込まれていくよ!?　ただの地面じゃなかったのコレ!!　ちょっとみんな！　お願いだからなにかでひっぱりあげて！　もう海パンのトコロまで沈んでるー！」

「怖いの？（南さん）」

「こわいよ!!　あたりまえでしょう!?　ていうか、なんでログハウスの目の前に底なし沼があるの!?　そんなの変だよー！」

「はぅっ！　桜さくらくんこれにつかまるんですぅ！〈しゃきしゃきしゃきーん！〉」

「こ、この長く延びてきた銀色の棒は？　はッ！　サバトちゃん!?　これは超電磁スタンロッド『ドゥリンダルテ』！　そうか、これにつかまれば!!」

「よいしょ、よいしょですぅ！」

「その調子サバトちゃん、いいよ？　持ち上がってきた！」

「はっくしょん！〈かちんッ！〉〈ずばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばッ！〉」

「うぎぃゃあああああああああああああああああああああああああッ！〈どっぷぅーん！〉」

「は、はぅぅ！　ごめんなさいなんですぅ！」

「くっそぉぉぉ!!　ゴールまであとちょっとなのにぃぃぃ！〈ぷすぷすぷすー〉」

　僕は再び、沼に沈み始めます。すると天使の少女、ドクロちゃんは、

「桜くん、もうボク達たちどうしていいのか……今までありがとう」

「アキラめるのが早いッ！　他ほかにもいろいろ方法はあるでしょう!?」

「じゃあいったいどうしたらいいんですかぁ!?」

「なんでサバトちゃん泣き出しちゃうの!?　ええと、あ、ほら！　あそこにツタが見えるでしょ!?　赤いハイビスカスの、さらにもっと上のほうまで伸びてるやつ！　あれを千ち切ぎって持ってきて、この真上に張り出してる枝にひっかけて、『せーの！』で下に引っ張れば僕が上に持ち上がらない!?」

「ご、ごめん桜さくらくんっ、もう一回言って？　早くて聞き取れなかったの！（ドクロちゃん）」

「だから！　あそこ！　あそこの樹きにツタが垂れ下がってるでしょ!?　あれを持ってきて、僕の真上に伸びてる太い枝にかけて、で、反対側を僕、もう一方をそっちの三人がもって、そっちでせーのって引っ張れば──って、なんで三人はハイビスカスに見とれて僕の話を聞いてないの!?　そっちがもう一回言ってって言ったから頑張って喋しやべってるのに!!　コチとらゆっくりと沈んでるんですよ！　いいからあのツタを早く持って来てって言ってるのー!!」

　僕の剣幕に慌ててツタを取りに行くのは二人の天使！　そう、それでいい。

「ハイビスカスを取って来ちゃだめだからねー！」

　彼女たちの背中に重々念を押して視線を移せば、見張り番なのでしょうか。しゃがみ込んだ南みなみさんは沈んでいく僕を、

「……なに、観察してるの？　僕が沈んでいくのがそんなに興味深い!?」

「お腹なかまで沼に浸つかっているのに、桜くんは元気ね」

「元気じゃないよ！　ゴールを目前にしてとっても危険な状況なんだからー！」

　僕の思いがどうしても届かない、その時でした。

〈ばちっ！〉

「ひっ！　な、なに!?　今度はなんなの!?」

　それは突如、周囲で響ひびいたスタッカートな破裂音で、

〈びちっ！〉〈ぱつんっ！〉

「あ、雨……!?」

〈ぱちゃっぱちゃっ〉と、水掛け遊びをしているみたいに大粒の水滴が身体からだにも降り注ぎ始めるのです！

「スコールが、来たみたい」




　ばち、ばちばち、ばちばちばばばばばッ!!




　あっという間に全天、三六〇度。

　あたかも森が吠ほえているみたいにアラユル方向から葉を打つ雨滴の大合唱、ミニサイズの滝みたいな雨と水煙に囲まれてしまうのです！

「も、もうだめだー！　雨まで降ってくるなんて！　はやく避ひ難なんしないと──！」

　下は泥沼、上は大水で僕はだいぶ弱っています。そこへようやく天使二人の帰還！

「ドクロちゃん！　サバトちゃん！　ちょうどよかった、早く僕を助けて！」

「はーいっ！」

「ちゃんと持ってきたですよぅ？」

　二人は取ってきた植物を僕に見せつけます。しかし、

「な……なに!?　なんなのこのヒトの形をした植物は！　スゴクきもちわるい!!」

「だ、だって、桜さくらくん『マンドラゴラ』取って来てって──」

「言ってないよそんなコト!!　あえて言ったとすれば『ハイビスカスは取って来ちゃだめ』くらい!!　いくらなんでも『マンドラゴラ取って来て』はないでしょ!?　そんなの全然予想外だよ!?　そもそも僕は『ツタを取って来て』って言ったのに……！　だいたいそんなのどこに生えてたっていうの!?　あああ、もう時間ない！　雨水が溜たまって水かさが増えてきた!!　しかたがないからもういいよそれで！　『マンドラゴラ』でいいから僕の命を助けて!!　お願いします！」

　急場なものですから、以下は箇条書きでお伝えします。【一】「よいしょよいしょ」とヒトのカタチをした植物で引っ張り上げられる僕。【二】千ち切ぎれる『マンドラゴラ』。【三】『マンドラゴラ』の凄すさまじい雄お叫たけび。【四】なんやかんやで、最終的には沼から助かった少年、草くさ壁かべ桜。満面の笑みですね。

　そこへ轟とどろく、

〈どがらががっしゃあああんっ！〉

　夜を貫く閃せん光こうと雷鳴！

「ひゃあああう！」

「はやく！　早く小屋の中へ!!」

　風も強くなり始め、嵐あらしの予感は確信へと変化！

　僕達たち四人は慌てて沼地帯を大きく迂う回かいし、施せ錠じようされていなかったのをコレ幸いにと、ついにゴールであるログハウスの中へと逃げ込むように、辿たどり着いたのです……。




　　　　★




　──閉めた扉に背をつけて、ゆっくり深呼吸すれば少しだけホコリっぽく、だけど暖かな密室の空気が濡ぬれた身体からだを包みます。

「みんな、大だい丈じよう夫ぶ……？」

　時は既に夜。僕は真っ暗なログハウスの中に言葉を投げかけました。

「だいじょうぶーっ」

「はぁう……、なんとか平気なんですぅ」

　屋根に当たるくぐもった土砂降りの雨音にまぎれつつ、天使二人の声が届きます。そして左手奥からは、

「全員、無事みたいね」

　南みなみさんの気配。その時〈かっ〉と窓の形に切り取られた雷光が室内を一いつ瞬しゆんの陰影モノクロームで浮かび上がらせ、半拍遅れて雷鳴が空気を〈びりびり〉と震ふるわせます。

「ねぇ、桜さくらくんどこー？」

　室内を移動しているのでしょう。天使の少女が床を踏ふんで近づいて来る音がしたので、

「あ、こっちだよドクロちゃん」

　手探りで暗くら闇やみに手を伸ばせば、〈ぷにゅり〉

「ひゃ、ひゃぅんっ！」

　僕の指先は、予想もしていなかった柔らかいなにかを突っついてしまいッ、

「あ、ご、ごめんドクロちゃん！　今、僕、キミのカラダのどこかに──!!」

「いくら暗くて桜くんだからって、そんなトコ触られたら、ボク……！〈びゅほうッ！〉」

「……え？」

「きゃっ！　だ、だいじょうぶ桜くん！　からだはなんともない!?」

　天使の少女はとっさに僕に抱きつくようにように、ぺたぺたと触ってくるのですが、

「ま、待って？　今、僕の目の前をかすめた〈びゅほうッ！〉ていう風のうなりは、ひょっとしてエスカリボルグの通過音……!?　ドクロちゃん初めて空振ったんじゃない？　エスカリボルグ!!　あ、ありがとう暗くら闇やみ！　よぉしドクロちゃん、このおめでたい日に手を繫つないで南さんのトコロに行こう！」

「うんっ！」

　僕とドクロちゃんは、カミナリで一瞬見えた室内の光景を思い出しつつ、南さんの声が聞こえた方へとゆっくり手さぐりで移動するのですが、

「はゃぁぅっ！　そ、それはサバトのツノですぅぅ……っ！　いったい桜くんはなんのつもりなんですかぁっ!?　つ、つよく握ったら、だめぇなんですぅぅーっ！」

「あ、あれ？　これはサバトちゃんなの!?　イスかと思った!!」

　そこへ〈ふわっ〉と、

「あった。これがランプ」

　南さんの言葉と共に、オレンジ色の温かい光がひろがります。

　浮かび上がったのは綺き麗れいに整せい頓とんされた室内。広さは教室より一回り小さく、壁かべ際ぎわにはタンスとベッド、簡単な水場や薪まきが設置されていました。部屋の中心に置かれていたのは大きくてがっしりとした木のテーブル。上には赤々と燃える湯沸かしポットくらいの灯油ランプがあり、その光の中、周りにいた僕らはようやくほっと息をつくのです。

「宮みや本もととちえりちゃん、大だい丈じよう夫ぶかな……」

　テーブルに置かれたランプは僕達たちの腰と同じ高さ、部屋の中心に位置するものですから、雨の様子を見ようと窓へと近づけば、壁には自分の影が浮かび上がります。

「スコールだから、しばらくすれば止やむと思う」

「そっか。じゃあ安心だね。それよりも──」

　と、僕が振り向けば、タオルでカラダを拭ふいていた南みなみさんは〈ぱっ〉とパーカーの前を隠し、

「え、え……？　いや、それよりも通信機！　通信機だよ!?　どこに、あるの？」

「たしか、そっちに」

　案内されたのは部屋の一番奥。そこには厚いビニール製のカバーに覆おおわれていた機械らしきモノが一つ、木机の上に。さっそく僕らは積もっていたホコリごとビニールカバーを外します。

「これが──」

　そして現れる錆さびの浮いた灰色、鉄で出来たスーパーのレジからマイクが飛び出たようなこの機械はまさしく、

「──通信機!!」

「でもまって」

　しかし南さんの視線の先。そこには、






　充電中






　という紙が、まるで封印のお札のように貼はってありまして!?

「え……？」

　試しに、僕は【入／切】と書いてあるスイッチを動かすのですが、

「や、やっぱりウンともスンとも言わない！　南さん、発電機はどこにあるの？」

「それならこっち」

　通信機のすぐ隣となり。そこには厚いビニール製のカバーに覆われていた機械らしきモノが一つ、床の上に。さっそく僕らは積もっていたホコリごとビニールカバーを外します。

「これが──」

　そして現れる錆さびの浮いた灰色、よく田んぼのあぜ道で見かける『用水くみ上げモーター』のようなこの機械はまさしく、

「──発電機!!」

「でもまって」

　しかし南さんの視線の先。そこには、






　故障中






　という紙が、まるで封印のお札のように貼ってありまして!?

「充電中なのに故障中なの!?　なんのコンボなのこれは！」

　こいつは予想外の展開なのです！

「いったい、どうしたら……」

　見れば南みなみさんも、なんだか恨めしそうに張り紙の文字を指先でなぞっています。おそらく、とても悔しいのでしょう。頭打ちの状況に打ちひしがれる二人。そこへ、

「こ、これを見てくださいなんですぅ！」

「サバトちゃん、どうしたの？」

　天使が持って来たのは銀色の円柱。ずっしりと重いそれは、

「これは、もしかして缶カン詰ヅメ……？」

「そうなんですぅ！　他ほかにもいっぱいあるんですよぅ？」

　通信機器に気を取られ、今まで意識していませんでしたが、室内には炊事用の薪まきにタンスにベッド。そう、ここは南さんのおじいさんが寝泊まりをしたりするログハウスなのです。となれば備蓄食糧などがあるのは当然。これならば……！

「でもこれ、全部パイナップル（水場の横に積んであった缶詰を調べる南さん）」

「なぜ!?」

「見て見てこっち！　洋服がある！」

「わーおドクロちゃんなに勝手にタンスをあさってるの!?　だめでしょ勝手にそういうコトしちゃ！」

「でも、この服をかぶれば寒くないよ？」

「はぅ！　ドクロちゃんがステテコ的なお洋服をサバトの頭にぃ……！」

　僕はそれらを総合し、一つの考えをまとめます！

「……通信機は故障中。となると、イリオモテ島に連絡して迎えにきてもらうっていう案は、とりあえず保留になっちゃう。けれど──」

　南さんも僕につられて室内を見まわし、

「──この小屋、すごく頑丈に作ってあるみたいだし、パイナップルばかりだけど食料も衣類もベッドもある。安全に一夜を明かすことは出来ると思うんだ」

〈こくり〉と頷うなずいてくれます。

「ここは浜辺に戻って宮みや本もととちえりちゃんに報告。それからみんなでここに帰ってこよう」

「うんっ！　さんせー！（ドクロちゃん）」「はぅ、サバトもなんですぅ！（サバトちゃん）」「桜さくらくんにしては上出来ね（南さん）」

　みんなの同意も得られます。となれば、

「あ！　雨が止やんできたよっ？」

　ドクロちゃんが覗のぞく窓に僕も近寄り、外を見れば夜空には満月。さっきまでの雨雲はどこへやら、いつの間にかバドミントンができるくらいの月明かりなのです！

「よし、じゃあさっそく出発しよう！」




　　　　★




　念のためにと、缶詰を何個か持って帰ることにしてリュックに詰め、ランプの明かりを消し、しっかりとログハウスの扉を閉めて、僕らは来た道を戻り始めました。

　そしてそれは、底なし沼の脇わきを抜け、岩場を攻略し、張り直されていた蜘く蛛もの巣地帯を突破した時のコト、

「な……ッ!?」

　僕達たちは、立ち止まらざるを得ない事態に遭遇してしまうのです。

「川が──」

　そこにあったのは、来る時には、あんなに緩ゆるやかだった清流が姿を変えたもの。

「──氾はん濫らんしてる……!!」

　もはやそれは、先ほどまで激しく降り続いていたスコールを、集めて早し激流となりて僕達が渡ってきた飛び石を半分以上隠してしまっていたのです！

「はやくー！」

「ちょ、ちょっとドクロちゃん!?　サバトちゃんまで、いつのまに!?」

　先頭で進んでいた二人の天使は既に対岸、濁だく流りゆうの上に頭を出している岩を渡って手を振っています!?

　行きには五メートルそこそこだった対岸までの距離は、今ではおよそ十メートル。辿たどり着くために渡らなくてはならない石は、全部で七つありました。確かに石は平らで大きく、足場もあるので渡りきるのは難しくないような気がします。よぉし……！

「南みなみさんリュックを貸して。僕が持つ」

　プチ暴れ川を前に彼女はややためらったあと、僕にリュックを預けてくれます。そして、

「危なくなったら僕がささえるから、先に」

　彼女はコクリと頷うなずき、一歩目を、一つ目の石に飛び移るのです。

「下はなるべく見ないで、でも、足場は確かめながら……！」

　僕は一個一個、南さんの後を着いていくように石を渡り始めます。

　対岸からは天使の声援。南さんは三つ、四つと渡りきり、一番小さな五つ目の石に辿り着き、

「……──っ！」

「南さん！」

　水が溜たまっていた部分で足を滑らしバランスを崩す彼女を、僕はとっさに、

「だ、大だい丈じよう夫ぶ？」

　飛び移り、支え、

「平気、ありがとう……」

　そして、彼女が僕に摑つかまって、カラダを起こした、その時でした。

〈ぐらり〉と、

「え……？」

　二人分の重さに耐えきれなくなったのか、石が傾き

「うそ、でしょ……!?」

　次の瞬しゆん間かん、

『…………ッ！』

　二人の悲鳴をも吞のみ込むように、僕らは冷たく、激しい流れの中へと、投げ込まれ────
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〈ぴとん、ぴとん〉と、水滴の音が響ひびきます。

「大だい丈じよう夫ぶ？　南みなみさん……」

　そこは作りかけの鍾しよう乳にゆう洞どうのような場所でした。周囲は岩壁に囲まれているのに、天てん井じようだけが無くて。上空、手の届かない夜空には鏡のような丸い月が僕らを見下ろしているのです。

「…………」

　そして僕の目の前には、うつむいたまま〈こくり〉首を縦に振る、クラスメイトの女の子。ぐっしょりと濡ぬれてしまったパーカーを脱いだ彼女もまた、周囲を不安そうに見つめています。

　どうやら僕と南さんは濁だく流りゆうに吞み込まれた後、ここまで流され、漂着したらしいのです。ふと目を覚まし、隣となりに彼女がいた時には、本当にほっとしました。

　わずかな沈ちん黙もくをつなぐのは〈ぴと、ぴとん〉という、いたるところに形成された鍾乳石からこぼれる雫しずくの響き。それからもう一つ、一定のリズムを刻む雫音とはまた別の音階が、僕達たちの視線の先にはありました。

　それは僕達たち二人をここまで運んできた水流のせせらぎ。増水していた水かさは徐々に減り始めています。もうしばらくすれば、元の清流に戻ると思うのですが……。それにしても、川があったら水没し、流されずにはいられない前世と業カルマでも秘めているのでしょうかこの僕は。

「ねえ南みなみさん」

　ずっとここにいるわけにもいきません。僕は周囲を見まわし、提案します。

「そっちの奥の方、なんとか行けそうな気がしない？　どこかに通じてるかもしれないし、とりあえず行ってみようよ」

　頷うなずく南さん。そして、僕が先頭に立ち、歩き出そうとしたその時、

「痛っ……！」

　声に振り向けば、カラダを起こそうとしていたらしい南さんが、足首を押さえていて、

「南さん？」

　慌てて僕は駆け寄ります。

「脚を、くじいたの？」

　再び地面に腰を落とす南さん。彼女は僕の目を見て、それからゆっくり、小さく頷きました。──おそらく、川に落ちてしまった時でしょう。

「じゃ、じゃあ、はい」

　僕はとっさに、ドクロちゃんにするかのように、自然に背中を向けていました。

「なに……？」

　南さんの問いかけに、

「なにって、おんぶ」

　しかし、返って来たのは、

「痛ぁいっ!?　なんで、叩たたくの!?」

「うるさい」

「いたたた！　わかったごめんごめん！　爪つめを立てないで……！」

　なんで僕は謝っているの!?　けれど南さんはさすがにやりすぎたと思ってくれたのかどうなのか、手を引っ込め、

「今だけ、とくべつ」

「う、うん。特別に」

　そっと、僕の背中に、身を寄せて来ました。




　　　　★




　川のせせらぎが、徐々に遠ざかっていきます。

　切り立った崖がけの底のようなこの道を、かろうじて届く青黒い月明かりだけが照らしていました。僕が背負っていたリュックはいろいろなアイテムごと、既に濁だく流りゆうがどこかへと持ち去っています。その代わり、今、背中には南みなみさん。彼女をおんぶした僕は、元の浜辺に帰るために出口を求めて歩くのです。

「ねえ、桜さくらくん」

「なに？」

「──なさい」

「え？」

「ごめんなさい、桜くん」

　それは千ち切ぎれた雲が一いつ瞬しゆんだけ月を隠し、再び月光が僕らを照らした時でした。

「ど、どうしたの？　南さん」

　出発してから僕の背中でずっと黙だまったままだった南さんが、ぽつりと、囁ささやくのです。

「全部、わたしのせいで──」

「え、あ、い、いや……」

　僕は思わず立ち止まってしまいますが、彼女を背負い直し、再び歩を進めます。

「こんなことになって、わたし、どうやって責任を取ったらいいか……」

「責任なんて、そんな──」

　けれど、それこそスコールの降った後の川の流れみたいに、彼女は僕の言葉を吞のみ込みます。

「そもそも、わたしがおじいちゃんのログハウスに行こうって言ったから、うぅん、この島に来たいって言い出したから。……沖縄に、行こうって、言い出したから──」

「ち、ちがうよ、南さん」

　だってそんなの間違っているから、僕は彼女を支えます。

「そりゃ、今はちょっと困ったコトになってるけど、僕、ぜんぜん後悔なんかしてないよ？　南さんがいなければ、僕達たち絶対に沖縄なんて来られなかったし、日本にこんな凄すごい場所があったなんて知るコトもできなかったんだから」

　僕は一歩一歩、足元に伸びる月影を見ながら進みます。

「桜くん……」

「どうしたの？」

　南さんの長い髪の毛が揺れて、僕の首筋や肩をくすぐります。

「ありがとう」

「こっちこそ」

　道が、二つに分かれています。僕は月の光がよく届く左の道を選びました。

「桜くんて、やっぱりやさしい……」

「え？」

　僕の首に回していた腕を組み替え、彼女はカラダの位置を少しだけ上に移動させます。

「わたしいつも、桜さくらくんに強くあたっちゃってるのに、いざとなったら、助けて、くれて……」

「い、いや、そんなコトは……。というか、困ったときは、ほら、お互いさまでしょ？」

　刹せつ那な、首筋に冷たいモノが〈ぴたんっ〉と!?

「ひゃー！　な、な、なにッ!?」

「ごめん、冷えピタ」
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「なんで!?　びっくりするよ!?」

「お礼に、冷やそうかと思って」

「い、いいよ、ありがとう、その気持ちだけで……！　というか、なんで冷えピタだけは持ってるの!?　あの激流をも乗り越えて……」

　彼女はこのシップを一体なんだと思っているのでしょうか。南みなみさんはとりあえず〈ぺりぺり〉と冷えピタを剝はがしてくれます。

「ねえ桜くん」

「なぁに？　南さん」

「わたし、確か近所のお兄ちゃんにしてもらったのが、最後だった」

　しばらく進むと、南さんはゆっくりとそう呟つぶやきます。

「してもらったって、おんぶを？」

　彼女が頷うなずくのが解わかります。

「あの時もわたし、公園で脚を怪け我がして、家までおんぶしてもらって……」

「そっか。いいお兄ちゃんだね」

「ちょっと恥ずかしくて、ちょっと情けなくて、でも、すごく嬉うれしかった」

　ぽつりと、南みなみさんは内ない緒しよ話ばなしをするときみたいに、

「今も──」

　息だけで、耳元に囁ささやくのです。

「──あの時と同じ」

「南さん……」

　歩き続ける僕の足音だけが、夜のシジマに響ひびきます。

　そしてゆるい上り坂が終わり、彼女を背負い直そうと立ち止まった時のコト。

　急に〈するする〉と、僕の首にまわされていた南さんの腕に力がこもり、首筋に、彼女は顔を埋うずめてきて──

「え、み、南さん……？」

　やがて、一定のリズム、健すこやかな呼吸が聞こえます。

「もしかして、寝ちゃった、……の？」

　返事が無いのが、その証拠。

　僕はなんだか力が抜けてしまい、慌てて彼女をもう一度背負い直し、足取りに力を込めます。

　──思えば、南さんだって本当は怖かったはずなのです。ジャングルの中も真っ暗で不気味だったし、ハプニングもいろいろ起きてしまい、彼女はそれに一つ一つ責任を感じていたのだと思います。だから、自然と気も張ってしまって……。

　僕は彼女を起こさないように、ゆっくり歩きます。風景は相変わらず、閉へい鎖さ的てきな岩場が続いていました。

「でも実際のトコロ、この道どこに続いてるんだろう。もし、ここから出られなかったら──」

　その時、

「ひぃえっ!?」

　首筋に冷たいモノがぺたりと、

「ま、また冷えピタッ!?」

　しかし、背中の南さんは寝たままで、

「ちょ……っ」

　彼女が頭を乗せている右肩とは反対側の首筋に、〈うにゅり〉と動いた感触。そしてその〝感触〟は〈ぼたり〉と、足元に落下するのです。

「────ッ!?」

　今や、僕の脳内では〝それ〟は明確な姿と確信を持って、足元を這はい回っていました。

　……見たく、無い。

　見たくないけど、これって、

「まさか──!!」

　視線はついに足元へ。そこには〈ぬぅっ〉と細く、長いカラダをくねらせた、

「──へびィッ!?」

　同時に、僕は自分がギリギリの瀬せ戸と際ぎわにいたコトを知るのです。だって、今、地面の上でウネウネと細長い身をタワマセテいるのは、

「ハブなのですかッ!?」

　長さはおよそ一メートル前後。月影をぬめりと照り返す背面には、薄うす茶ちや色いろの皮ひ膚ふにまるで〝毒〟そのものを体現させているかのような黒の斑はん紋もん。そう、それは沖縄中最強最悪の毒蛇〝サキシマハブ〟に違いないのです!!　けれどなにゆえ!?

「だ、大だい丈じよう夫ぶ……！　刺激しなければ、ハブだって襲おそってくることは……」

　しかし、向こうもコチラに怯おびえているのでしょうか、

「え、ええぇぇ？」

　僕らの方へ警戒態勢!?　鎌かま首くびをもたげるのです!!

「ちょ、まっ……！」

　お互いの距離はおよそ一メートル。元気いっぱいのハブを目の前にするにはあまりにも危険すぎる間合いです。

　背に南さんを背負ったままの僕は、まさしく蛇に睨にらまれたカエル。動くことが、できません。

　張りつめる、一触即発の、空気。

　そこへいつのまにか、汗が、僕の汗が頰ほおを伝い、顎あごへと流れ、地面へ、ぽたりと……!?

「（あ、ぁあ、だめぇー！　これ、合図になっちゃううぅッ!!）」




〈どぅっ〉




「え……」

　閉じてしまった瞳ひとみ。眼前で鈍い擦さつ過か音おん。ゆっくりと目ま蓋ぶたをあければ、

　僕の目の前には、




　飛びかかってきたはずのハブの首をくわえる、一匹の仔こ猫ねこ。




　そして、

「うむ、間に合った」

　声に、振り向けば、

「ゆ──」

　ワンピースに見えちゃうくらいぶかぶかな大きなＴシャツを、小さなドクロちゃんよりもさらに小さいカラダに纏まとった女の子……!!

「──ゆがふちゃん!?」

　昨日、忽こつ然ぜんと僕の前から消えてしまった少女なのです！

「応」

　小麦色に焼けた肌を持つ南国少女は〈したり、したり〉と裸足はだしで僕の隣となりに並び、

「捜したぞ、くさかべさくら」

　声は若葉の囀さえずりみたいに澄すんでいるのに、男の子みたいな口調で僕の手首を摑つかむのです。

「え、捜したって……」

　けれど彼女はコチラには耳を貸さず、ハブをかみ砕き、すばやく戻って来た仔こ猫ねこを受け止め、肩に乗せ、

「では、ついてくるがいい」

　濡ぬれたようにゆるいウェーブがかかった髪、そこからのぞく黒い瞳ひとみ。

　例の、静しず希きちゃんにそっくりな表情で八や重え歯ばを覗のぞかせ、コチラにむかって得意そうに〈にたり〉と微笑ほほえむのです。

「道を知りたいのだろ……？」







　　　　★







　──左右を壁に挟まれていた視界が、急激に広がり、

「うわぁぁ……」

　ついに僕達たちは、広い夜空の下へ。

　目の前には月色を弾はじく黒硝子ガラスのような凪なぎの海。続く砂浜、微かすかな潮しお騒さい……。

「ここは」

　南みなみさんを背負ったままの僕は、岩壁の裂け目より続く浜辺に立ちつくします。

「ふむ、ここはさくら達が昼間にいた浜とは反対側。ここより砂浜沿いに行けば、元の場所に戻れる」

　月明かりは、腕の中に仔猫を抱いた南国少女を白く浮かび上がらせます。

「……ゆがふちゃん、本当にありがとう」

「なに、昨日の礼をしたまでのコト」

　振り向く彼女が手にしてたモノは、仄ほの青あおく光を反射する小さな砲弾型の物体。

「それは、僕の水筒……？　ゆがふちゃんが持ってたんだ」

「ぅむ、もう中身は無くなってしまったが」

　少女は残念そうに水筒をカラカラと振るのです。

「そうだよね、あのスポーツドリンク、一日分しか入れてこなかったから……」

「ぁぁ、甘かん露ろであった。できるなら、また飲んでみたい」

　口の中に当時の味を思い浮かべるように、すこしだけうっとりぎみに笑みを浮かべるゆがふちゃん。けれど、ちらっと僕と目が合うと、少女は慌てて顔を赤くしたまま凜りんとした表情に。

「ゆがふちゃんが気に入ったのなら、またいつでも持ってきて──って、あ、でも……」

「んむ、どうした？」

　瞳ひとみを喜びの形に見開いていたゆがふちゃんが覗のぞき込んできます。僕はちくりと小さな罪の意識に嘖さいなまれつつ、

「ごめん。実は僕達たち、埼玉っていうトコロから来てて、明後日あさつてにはもう帰っちゃうんだ。今度はいつ来れるか──」

「んぅ……」

　背後から漏れる声。

「み、南みなみさん？」

　僕が背負っているクラスメイトの女の子、南さんが目を覚まそうとしているのです。

「その者が」

　ゆがふちゃんは〈たすたす〉と砂浜を踏ふみ、膝ひざをついて南さんを浜辺へと降ろす僕の隣となりへとやってきて、

「昨日言っていた『友達』というものか？」

　尋ねるのです。

「うん、大事な友達だよ？」

　そして僕は、しゃがんで膝ひざの上の仔こ猫ねこを撫なでる少女に、

「それから、ゆがふちゃんも」

　僕はてっきり彼女はこちらからの言葉に「応」と答えてくれるかと思っていたのですが、

「…………」

　なんだか、赤くなっているのです。

「実はね、ゆがふちゃん」

　僕は続けます。

「初めて会ったとき、ゆがふちゃんが僕の友達に似てるって言ったでしょ？」

「……応」

「その友達っていうのは僕の幼なじみで、一いつ緒しよにここに来るハズの女の子だったんだ」

　僕の隣にしゃがむ少女は、「ふむ……」と、自分のカラダを見まわして、

「くさかべさくらにはこれが、その『おさななじみ』に見えるのか」

　指先まで、確かめるように眺めるのです。

　そして、

「以前にも、同じようなコトを言った者がいた」

「……以前にも？」

「もうずいぶんと昔になる。くさかべさくらに似て、おかしなやつであった」

「そ、そうなの……？　ん、んっ？」

　膝ひざになにかが触れています。見れば黒と焦げ茶の仔こ猫ねこが、頭を擦こすりつけ〈にゃーっ〉と小さく鳴いていて、

「──今こ宵よいは楽しかった」

「へっ？」

　静しず希きちゃんによく似た少女は僕を見上げたまま、凜りんと微笑ほほえみを浮かべ、すっと立ち上がり、

「また、あの飲み物を持ってくるのだぞ？　約束だ」

「ゆがふちゃん？」

　僕も慌ててゆがふちゃんの後を追おうとするのですが、

〈ざぁあっ！〉という波の音、強い潮風が巻き起こり──

「ゎぷ……っ！」

　突然吹き付けてきた砂と水しぶき混じりの突風に、僕は思わず腕で顔を覆おおいます。

「な、なんだったんだ……？　大だい丈じよう夫ぶ？　ゆがふちゃ──」

　しかし、砂浜の上には、

「あれ……？」

　ふっつりと途切れた、小さな足跡しかなくて、

「……──」

　僕は、妙な感覚にとらわれます。これと同じようなコトを、前にも経験したような──

「──!!」

　フラッシュバック。それは確か、春。グロリアス川沿いの満開の桜の中で。

　そして、今日は──

「この樹きは、ガジュマル……!?」

　見上げる大樹。その南洋樹は砂浜と密林の境目に根を張り、頭上を覆うようにして海へとせり出しているのです。その周りにはたくさんのパイナップルがなっていて……

　遠くに〈ざわざわ〉と軋きしめく、通り風に揺れるジャングル──

「そういえば」

　僕は思い出します。

　ガジュマルには精霊が宿ると、静希ちゃんが『一人交換日記』で言っていたコトに。

　というコトはひょっとして、静希ちゃんの想おもいが、ゆがふちゃんの姿を借りて、僕をここに導いて……。いや、でも、なんでこんな──

「って、まてよ？　もしかしたら──！」

　南みなみさんのおじいさんが遭遇した不思議な出来事とは、ひょっとしたらこのコトではないでしょうか。そういえば、ゆがふちゃんは言っていたのです。

『以前にも、同じようなコトを言った者がいた』と。というコトは、やっぱり──！

「……桜さくら、くん？　ここは──」

　見れば南さんが砂浜からカラダを起こし、周囲を見まわしています。

「ここは昼間僕達たちがいた浜辺と、ちょうど反対の海岸みたい」

　そして彼女へと近づきながら、改めて浜辺に目を向けた僕は──

「どうしたの？　桜くん」

　南さんは、周囲を見まわし、そのまま固まってしまった僕へと、怪け訝げんそうな瞳ひとみを向けます。

「見て、南さん」

　どうして今まで気がつかなかったのでしょう。

　砂浜は、まるで星空を映したみたいに、

「貝殻で、いっぱいだ……」

　巨大な宝石箱に迷い込んだかのよう。砂浜の至るところに、不思議な色と形をした貝が砂にその身を半ば埋うずめ、月と波に煌きらめいているのです。

「……もしか、したら」

　今から思えば不思議です。僕はなんでそんなふうに思ったのでしょう。でもその時は、きっとあるはずだと感じてしまったのです。

「桜くん？」

　立ち上がった僕は、南さんに「ちょっと待ってて」と声をかけ、

　ゆがふちゃんの足跡を辿たどるのです。

「やっぱり」

　消えてしまった少女の、小さな足跡。その最後の一歩。それはあたかも、この貝を見つけるために、立ち止まったかのようで──

「あった……」

　ついに僕は、結晶化した虹にじのような光沢を持つ、白く、螺ら旋せんを描く貝『ニライカナイの鍵かぎ』に手を触れるのです。

　──南さんのおじいさんは、ゆがふちゃんにおばあさんの姿を見て、ここまで辿り着き、『ニライカナイの鍵』を見つけたのかもしれません。

　そして今回は『友達』のために、ゆがふちゃんはもう一つ、用意してくれたのでしょう。

「こっちは、南さんの」

　彼女のトコロに戻った僕は、二つ並んで半ば砂に埋まっていた『ニライカナイの鍵』のもう片方を、クラスメイトの女の子に渡すのです。

「きっと、おばあさんも驚おどろくよ」

　約束の貝を両手に僕は思わず呼吸を震ふるわせてしまいます。だってこれにて、ミッションはコンプリート！　あとは届けるだけなのですぅぅッ!!

「桜さくらくん……」

「なに？　南みなみさん」

　見れば彼女も『ニライカナイの鍵かぎ』を胸に、僕を見上げていました。

「わたし──」

　南さんの瞳ひとみ。その中に映る月華が、揺らめき、

「わたし、桜くんが──」




「桜くーんっ!!」




　響ひびき渡ったそれは少女の声音、くりくりヴォイス。

『え……？』

　僕と南さんはハモってしまいます。黒髪のクラスメイトは背後を振り向いて、そして僕は顎あごをあげて、声のした方、つまり、海の方角を凝ぎよう視しします。

　そこにあったのは、

「牛車……？（南さん）」

「ドクロちゃん!?（僕）」

「はぁう、サバトもいるんですよぅ！　よかった、二人とも無事だったんですぅ！（サバトちゃん）」

　そこには、見覚えのある牛に引かれた牛車と、手を振る二人の天使が!!

「桜くーん！」

「お、おーい！　ここだよー！」

　僕は大声を出し、両手をぶんぶん振ります！

　荷台を引く黒毛水牛は最短進路を取り、ゆっくりとコチラへ近づいてきて……！

「びっくりした。こんなに早く願いが叶かなうなんて」

「桜くん……？」

「僕、祈ったんだ。この貝に」

　隣となりにいた南さんに、僕は嬉うれしくなって打ち明けます。

「みんなと一いつ緒しよに帰れるようにって」

「そう……。じゃあ、桜くんのおかげなのかもね」

「そ、そんなことないよー！　あ、南さんも、もしかして、なにかお願いしたの？」

　彼女は、自分の貝を、月に照らして透かすように、持ち上げて、眺め、

「うぅん」

　黒髪を揺らし、首を振り、

「わたしは、これから」




　　　　★




　僕らは牛車に揺られつつ、夜空を波打たせたような黒い水面の上を島の周囲に沿ってゆっくりと進んでいました。

「脚が動かせなくても操れるから」と、南みなみさんは操縦席で牛の手た綱づなを握っています。その背後にあるベンチタイプのイスに腰かけ、揺られているのは僕と二人の天使。今、僕らが目指しているのは宮みや本もととちえりちゃんの待つ浜辺でした。

　というのも──

「もぅ聞いてくださいなんですぅ！　桜さくらくんと南さんが川に落っこちちゃったあと、サバトとドクロちゃんは慌てて二人を追いかけたんですよぅ!?　なのにドクロちゃんは『こっちこっち』って森の中に入って行っちゃって、そうしたら案の定、途中で迷子になって、それでもがんばって一いつ生しよう懸けん命めい二人を捜してたらぁ……」

「……森の中を同じようにウロウロしていた牛さんと出会って、それから一いつ緒しよに桜くんと南さんを捜してたんですぅ」と、説明してくれたのは右みぎ隣どなりに座るサバトちゃん。とりあえず納得した僕は、それから進路を元の砂浜へと定めたのです。

「でも、よく水牛車を運転してここまでこれたねドクロちゃん。南さんがやってるのを憶おぼえてたの？」

「えーっ、桜くんは知らないの？　ボク、牛さんの言葉がわかるんだよー？　だからボク、桜くんを見つけられたんだもんっ！」

　褒ほめて褒めてウェーブを照射してくるので、僕はしかたなく、左側に座る天使の少女の頭をいいこいいこしてあげます。すると、ドクロちゃんは僕に賞賛されたのが嬉うれしいのか、もじもじそわそわしながら、

「えへへー。最初はね、牛さんの方から話しかけてきたんだよ？　『お散歩にいきたいから、この縄をほどいて』って」

「────キミ、今、なんて言った？」

「え？　なぁに？」

「ちょっとスゴイ事を言わはりましたよ!?　ねえドクロちゃん!?　その、全すべては思いこみかもしれないキミの軽率な行動でいったいどれくらいの人がいつもタイヘンな目に遭あってると思ってるの!!　主に僕が!!　謝って！　今日こそはその水着姿のまま『ごめんなさい』って言わせて──」

「さ、桜さくらくんだめっ！　そんなご褒ほう美び、今もらうわけにはいかないよう！　牛さんもおどろいちゃうっ！　だ、だめだったらぁー!!」




　ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪




「ねえ、ドクロちゃん？　今のキミの行動について、牛さんは、なんて言ってるかな……？」

「とかなんとか言ってるうちに、はぁぅ！　元の浜辺に着いたんですよぅっ!?」

「ど、どれどれ!?」

　目を凝こらせば、近づいてくるのはこの島に初めてやって来たとき上陸した浜辺！　どうやら本当に焚たき火……というか、狼煙のろしをあげてるみたいです。そのすぐ脇わきに見えたシルエットはもちろん宮みや本もととちえりちゃん。なのですが──

「まって!?　なんか、今、こっちに気づいた宮本とちえりちゃん〈ササッ〉て離れなかった!?　とりゃー！」

　僕は水牛車から飛び降り、水を蹴けってざぶざぶ走って砂浜に到達ー！

「ちょっと!?　今なにやってたの宮本！　ちえりちゃんになにをしたのか言いなさいー!!」

「あ、あの、急に雨が降ってきた後、宮本くんが寒くないかって……──（真っ赤になってもじもじするちえりちゃん）」

「ノー！　ちえりちゃんは何も言わなくていいの──……ッ！」




　──こうして、無事に牛車に乗ることができた六人は、予定よりもだいぶ遅くなってしまいましたが無事に、満潮を過ぎた海をイリオモテ島に帰るコトができたのでした。
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　……大きな空と、銀色に光る一面のフェンス。

「ここって、ドラマで見たことあるかも……」

　一人で初めて空港ビルにやって来ちゃったという緊きん張ちよう感かんがほぐれる間もなく。展望デッキに立った静しず希きちゃんは、ターミナルの出発ロビーから伸びるタラップへドッキングされた、躾しつけのいい巨鳥の如ごときジャンボジェット機の群れをみつけるのです。

「すごい……」

　十四歳の少女は高く張り巡らされたフェンスに寄り、ちょうど今、見えない斜面を昇るように夏の雲へと近づいていく旅客機の一つを、小さく消えてしまうまで追ってみました。

　ここは東京国際空港、第二旅客ターミナルビル。通称・羽田空港、北ウィング。

　国内、国外への窓口であるこの施設の５Ｆにある展望デッキスカイ・ビユーに姿を現した中学二年生の少女は、風に躍おどってしまう二つ縛しばりの髪を押さえます。

　電車を乗り継ぎ、モノレールの切符を買って、これだけでもちょっとした一人だけの小旅行。彼女はポーチからメモ帳を取り出します。




【出発地：沖縄　到着時刻：十五時三十二分】




　腕時計を確かめれば、現在時刻は十五時二十五分。

　みんなが乗ってくる飛行機は石垣空港を飛び立ち、いったん那な覇は空港で乗り換えの後、文字通りまっすぐこの羽田空港にやってくるはずです。

　静希ちゃんはちらりと背後、カフェのガラスに映った自分を視界に収めます。ピンク色のＴシャツに白い薄うす手でのニットのカーディガン。膝ひざ下した丈の細身なズボン。身だしなみに乱れは無いと思います。

　一昨日の夕方、ドキドキしながら入ったお風ふ呂ろの後も風か邪ぜはぶり返すことなく、すっかり快復しています。というか、なんだかいつもより調子がいいくらい。

「あれかな」

　青いラインの入ったジャンボジェットが一機、空より舞い降りてくるのが見えました。

「あの飛行機な気がする。きっと乗ってる」

　後輪、続いて前輪のタイヤが滑走路に触れると一いつ瞬しゆんだけ白煙が立ち、直後に飛行機のジェットエンジンの唸うなりが、真横から少女の身体からだにぶつかってきます。鼓動が、弾みます。

　飛行機の減速を確認した後、静しず希きちゃんはきびすを返し、展望デッキを後にするのでした。




　彼女が、沖縄から帰ってくるみんなを空港でお出迎えしようと思いついたのは昨日の夜、宿からの電話を終え、受話器を置いた直後のコト。

　桜さくらくんは、渡したいものがあると、言っていたのです。

　想像は、できちゃいます。

　けれどそれを言葉にしてしまうと、すごく、もったいない気がするから。

　エレベーターを降りれば、そこは『出で逢あいの広場』と銘打たれた到着ロビー。

　曇くもり一つ無いガラス越しに、大きな荷物がＵ字型ベルトの上を回転寿ず司しのようにくるくる回る引き渡しカウンターが見え、続々と旅を終えた人達たちがやってきます。

　──思えば、中学二年生になってから、本当にいろいろなコトがありました。

　二泊三日の林間学校では真っ暗な森から助けてもらったし（あの時は本当に嬉うれしかった）、修学旅行の時には夜、男の子の部屋にみんなで遊びにいったりもしました（一いつ緒しよの宿なんて、ドキドキした）。それから、宮みや本もとくんとちえりちゃんが仲良くなったきっかけ、二人で協力して図書室で勉強会を開いたのもなんだか昨日のコトみたいで（あれから二人はうまくいってて、ちょっとだけ、ずるい）、ドクロちゃんと人格が入れ替わっちゃったなんてコトも、ありました（実を言うと、少しだけ、楽しかった）。

「まだ、かな……」

　一回だけだけど、一いつ緒しよに映画館に行ったことだってあります（その時の指輪は秘密だから、まだ家の中でしかしたことないのだけれど）。文化祭で急に舞台に上がってきちゃった時なんて、我ながらすごいアドリブをしてしまいました（幕が下りた後ですごく恥ずかしくなって……）。それに、なんだかとってもファンタジックなコトがあった気も、するのです（それはなぜかとても、おぼろげな想おもいで）。

　──今回は、だめだったけど、

　けれど、これからも、きっとたくさんあると思うのです。

「あ、静希ちゃん」

　音もなく開く両開きの自動ドアをくぐってやって来たのは今回の旅のコーディネーター、南みなみさん。静希ちゃんは彼女に駆け寄り、クラスメイトと手と手を合わせます。その後ろからは、

「み、水みな上かみ!?」

「静希ちゃん、風か邪ぜはもう……？」

　行く前よりも、もっともっと日焼けしている宮みや本もとくんと、頰ほおを赤らめているちえりちゃん。

「はぅ！　今回はどうもありがとうだったんですぅ！」

　ワインレッドの聖ゲルニカ学園制服姿のサバトちゃんは〈ぺこり〉と頭を下げてくれます。

　そして──

「ニンゲンは飛行機に乗らないと空を飛べないから不便だねっ」

「ドクロちゃんは天使だからと言って、別に空を飛べるわけじゃないでしょ？」

　二人は、みんなよりだいぶ遅れてやってくるのです。

「桜さくらくんはときどきよくわからないコトをいう……。でも、そこが、かわいいよーっ！」

「か、可愛かわいいとか関係ないよ！　だってドクロちゃん本当に飛べないじゃん！　飛行機の窓から外を見てすっごく瞳ひとみをキラキラさせてたくせに……！」

　少年と天使の少女はふとそこで、前で立ち止まっていたみんなに気がつき、それから、

『あぁっ!!』

　同時に、静しず希きちゃんに気がつくのです。

　桜くんはバッグを取り落とし、けれどすぐさま忘我の状態から復帰して、

「し、静希ちゃん!?　どうして──、ひょ、ひょっとして、僕達たちを迎えにきてくれたの!?」

　きっと、いっぱいおみやげ話が聞けるはず。




　──これは、その想おもい届くまで、ずっとずっと続いていく、天使と少年の物語。





【撲殺天使ドクロちゃん★完!!】









　　　　　あとがき




　おひさしぶりです！　小さい頃ころの夢は「お寿す司し屋さん」だった、おかゆまさきです。理由はお寿司が好きだったからです。

　本作『撲ぼく殺さつ天使ドクロちゃん⑦』は、「電でん撃げきｈｐ　SPECIAL 2005 SPRING」に掲載された一本の短編と、小説誌「電撃ｈｐ」の37号に掲載された一編。プラス、書き下ろしの二編を加えた計四本の小説をまとめたものとなっています。

　さて、この『撲殺天使ドクロちゃん』、おかげさまで（今後どうなるか、わからないんですけど）一年に二冊のペースで発刊し続けております。

　ということは今巻をもちまして、一巻発売より実に三年以上の月日が経たっているコトと、あいなります（やっほー！）。

　一口に三年と申しましても、

　小学校三年生だった女の子は中学生に、中学一年生だった女の子は高校生に、そして高校一年生だった女の子は大学生とかになる年月です。僕も二十三歳から二十六歳になりました。この本が出ている頃には二十七です。……、本当に、年月って光陰矢の如ごとしですね。

　ここを読んでくださっている皆さんにも、この三年の間にかなりたくさんのコトがあったコトと思います。好きなヒトに告白したり、しなかったり、されたりされなかったりしたと思います。

　……ええと、ここまで書いて思い出したのですが、この間、母校の中学校が創立何十周年記念かなんかで、卒業生だったら参観日みたいに丸一日、実際の授業を好きに見学できるっていう素す敵てきイベントを開催していたのです。

「桜さくらくんや静しず希きちゃんと同じ年齢の子たちの授業を生で見れるチャンス！　ナイス母校！」とばかりに、僕は次の日がまさにこの⑦巻の締しめ切りだったにも拘かかわらず、それに参加して来ました。だって、『ドクロちゃん』の締め切りは担当さんが延ばしてくれるかもしれないけど、こういう公式イベントは担当さんが延ばしてくれたりはしないのです（でも、結果的には締め切りも延びなかった）。

　で、僕にとっては十二、三年ぶりの中学校。

　社会と国語の授業とかを、教室の後ろで五十分、拝見させていただきました。

　懐なつかしい教室。生徒と先生。見慣れたような、そうでないような視点で授業風景を見させていただきながら、「ああ、あの窓まど際ぎわから四番目、前から一番目。教卓の真ん前に、僕が好きだった女の子は座ってたんだよなぁ……」とか「で、僕はその隣となりの列の、前から四番目で、ちょうど別の班になっちゃって涙を吞のんだんだよなぁ」とか「でも次の席替えで奇跡的に隣の席になれて」「けど告白は、結局最後まで……」とか、考えていたら、授業がいつの間にか終ー了ーしーてーるー。しまったぁー。あんまりよく見ていなかったですよ!?　というか、あれ？　変わって、ないの？　僕、授業中の過ごし方が、あの頃ころと。中学生の頃から、僕はかなり成長したつもりだったんだけど……。

　──ええと、今度このような授業参観的なイベントがあったら、僕も集中して授業に耳を傾ける努力をしたいと思います。もしかしたらおかゆまさきは、今度はあなたの授業をこっそり参観しているかもしれませんねっ（あと、図書室も見学させてもらったのですが、残念ながら『ドクロちゃん』は置いてありませんでした。『ラヴクラフト全集』はあったのに。たのむよ母校）。




　というわけで、そんな切なくも楽しい色をした過去から、ほどよくあかるい未来を見つめつつ、それではスペシャルサンクスに行ってみませんか？

　担当の三み木きさん、和わ田ださん。お二人との年月は、実はデビュー以前を含めると三年以上、そろそろ五年目に突入かという頃合いです。今後ともよろしくお願いします。そろそろお互いの家でホームパーティーとかしてもいい関係になってきましたね。しないけど！

　電でん撃げき文庫編集部のみなさま、いつもお世話になっております。そして営業部さんはじめ出版部さんや宣伝部さん、その他関かかわってくださった全すべてのスタッフさんにも謝辞を。なにしろこの一年は、文庫編集部以外の方とのふれ合いが多かった年でした。深謝とともに、これからもご指導ご鞭べん撻たつの方、お願い申し上げます。届けこのメッセージ！

　イラストレーターのとりしもさん。とりしもさんとも、長いおつきあいです。僕は最近、とりしもさんがイラストに込めた想おもい（キャラ配置や大きさ、登場回数とか）に突き動かされ、キャラクターの本編登場活かつ躍やく量りようが激変するという執筆態勢になっていますよ!?

　著者近影でいつもお世話になっている暁あかつき真ま奈なさん。ご結婚おめでとうございます!!　結婚式、すごく感動しました。末永く、お幸せに……！　くそう、旦だん那なさんが羨うらやましいぜ！　そしてこれからもよろしくです！

　あと、え、ええと、どうしよう。文化放送『電撃大賞』のスタッフの皆さん。そしてパーソナリティーの〝せいちゃん〟こと森もり田た成まさ一かずさんと〝きーよ〟こと柏かしわ木ぎ貴たか代よさん！　……い、いつもサンキューでーす！

　地元の友人各位。また今度、ボードゲームで遊んでください。今度からそっちに行くときには、必ず予告してから行くようにしますから……！

　ネットの向こうのみなさんにも、感謝を。なるべくそっちにも顔を出すようにします。だってもう、誰だれが誰だかわかんないなんていやだ！　独りぼっちはいやだよ！

　そして、

　もちろん今、この本を手にとってくださっているあなたにも最大級の感謝を。

　次が半年後ならば、だいたい九月。夏休み明けくらいに、成長した僕らは再び逢あえるはずです。





二〇〇五年十二月上旬　おかゆまさき









おかゆまさき

『懸賞に応募してなにか貰ったことある？』と聞かれたので「つい最近、ハムを一本貰ったコトがある」と答えたら『ずるくていやらしい！』と叫ばれた。いやらしくはないよ！？　ただのハムだから！　結果『キノの旅』のマネをして厚切りハムステーキにして食べた想い出がなんだかいやらしいモノに。
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いらすと●暁　真奈




とりしも

新潟県出身東京在住。物欲に忠実に従うも消化する時間が無く、積みゲーム積みプラモ積み本で部屋が圧迫されまくりな今日この頃。
















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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